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世界の街から いにしえと現代が混在する街
〜タイ・チェンマイ

ターペー門　チェンマイは、タイ王国の首都バンコクから北
方へ約700kmに位置するタイ第二の都市であり、チェンマ
イ県の中心地である。城壁と堀に囲まれた旧市街の外側には
新市街が広がっている。13世紀末にランナー王朝がチェンマ
イへ遷都したとき、5つの門がある城壁で約1.5キロ四方に
市街を囲んだという。写真の門は、その一つで城壁の東側に
位置しており1985年に再建されたものである。ランナーと
いうと、一般的には現在のタイ北部を指す。ビルマに占領さ
れた時期もあったが、18世紀以降にはチャクリー（バンコク）
王朝の朝貢国となり、ラーマ5世の近代化と中央集権化を経
て、現在のタイ王国の一地方となった。門の向こう側は観光
客が集まる場所で、スターバックスコーヒーの看板が見える。
手前を走る人気のトゥクトゥク（三輪タクシー）とあいまって、
いにしえと現代とが混在する風景となっている。

チェンマイ

タイ

カンボジア

バンコク

ベトナム

ラオスミャンマー

マレーシア



旧市街の中心部にある3人の王のモニュメント　中央は
ランナー王朝創始者でチェンマイを首都としたマンラー
イ王。右は、タイ文字を発明し、王権粉飾のために仏教
を取り入れたといわれるスコータイ王朝のラームカムヘ
ン王。左がパヤオ王国のガムムアン王。13世紀末、北
部の礎を築いた３人の王が互いの領土を脅かさないよう
に和平を結んだという伝承を記念して1984年に建てら
れた。後ろの建物は旧チェンマイ市庁で、現在はチェン
マイ市芸術文化センター・歴史センターとなっている。
陽光を遮るものが何もないなかで3王を拝み、歴史セン
ターの展示で熱気を冷やした。チェンマイを中心とした
北部地方の歴史や文化を学ぶための展示が工夫されてい
て見どころが多い。

ドーイ・ステープ　城壁で囲まれた旧市街の外に出ると、北
西の方角にドーイ・ステープ（ドーイは山の意、標高1080m）
が見えた。チェンマイへの観光客の大半がドーイ・ステープ
に登り、霊験あらたかなワット・プラタート・ドーイ・ステー
プに参詣する。信仰と観光の一大中心地である。山頂あたり
にかすかに見えるのが仏塔だ。ワット・プラタート・ドーイ・
ステープの仏塔は黄金で仏舎利がおさめられている。チェン
マイでは街中から山が望めるので、懐かしさを覚える日本人
は多いだろう。



ワローロット市場　チェンマイの台所といわれるワローロット市
場。通り雨をものともせず、多くの人々でにぎわっていた。夜は
美味しい総菜がたくさん出ると聞いたが再訪できなかった。

ワローロット市場入口

チェンマイ戦没者慰霊祭　2024年8月15日、チェンマイ市内のウアラーイ通り、ワット・ムンサーンで行われ
た日本兵の慰霊祭に参列した。チェンマイには第二次世界大戦において日本が行ったインパール作戦の駐屯地が
あり、ムンサーン寺院は野戦病院の一つであった。寺の周りの沼地で豚を飼ったり野菜を育てたりして暮らす日
本兵と、地元の人々の間には温かい交流があったと聞いて胸が熱くなった。日本兵は水や食料をもらい、タイ人
の傷病人には薬を提供したそうである。寺を維持するタイの人々がタムブン（功徳積み）として、亡くなった日
本兵を供養し続けてきたという。戦没者慰霊祭は、実行委員会以外に日タイのボランティアの尽力によって毎年
開催されている。寺の敷地内には日本兵の遺品資料館もある。



伝統工芸が盛んな郊外の町、サンカムペーンの刺繍グルー
プ　タイ全土には、アクティブな女性グループが５万以上
あるといわれている。写真は、退職教員を中心とした収入
創出グループで、リーダーは75歳のバンオンさん（上写真・
中央）。刺繍を教えるコープクン先生（左写真）の元に15
人の高齢女性が集って毎日活動している。収入はわずかだ
が、互いに助け合い励ましあってさまざまなアイディアが
生まれ、魅力的な製品をたくさん作りだしている。写真で
コープクン先生が持つ作品は、カレン族（山地に暮らす少
数民族の一つ）の衣装デザインにインスピレーションを得
たものだそうだ。

チェンマイで一番のオシャ
レな街・ニマンヘミンにあ
るMAYAショッピングセ
ンターの映画館　ショッピ
ングセンターの広告によれ
ば「世界で10本指に入る
映画館」だそうだ。



都市の緑 3 表彰  第 43 回「緑の都市賞」第一生命財団賞

学校法人植草学園 植草学園大学
千葉県千葉市若葉区

　

千
葉
市
は
千
葉
県
の
中
央
部
に
位
置
し
、
中
央
区
、

花
見
川
区
、
稲
毛
区
、
若
葉
区
、
緑
区
、
美
浜
区
の
六

つ
の
区
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
若
葉
区
に
あ
る
植
草
学

園
大
学
は
、
徳
川
家
康
が
鷹
狩
り
の
た
め
に
造
っ
た
と

い
わ
れ
る
御お

成な
り

街
道
沿
い
に
あ
り
、
市
の
中
心
街
か
ら

車
で
20
分
ほ
ど
の
距
離
に
あ
る
。
街
道
の
北
側
は
今
で

も
ス
ギ
林
や
ヒ
ノ
キ
林
、
雑
木
林
な
ど
が
残
っ
て
い
る

が
、
南
側
は
高
度
成
長
期
に
造
成
さ
れ
た
住
宅
地
が
広

が
っ
て
い
る
。
近
年
、宅
地
開
発
が
さ
ら
に
進
み
、残
っ

て
い
た
林
が
減
少
傾
向
に
あ
り
、
生
物
多
様
性
の
喪
失

や
地
域
の
気
温
上
昇
が
問
題
と
な
っ
て
い
た
。

　

そ
こ
で
同
大
学
は
、
２
０
１
２
年
よ
り
大
学
に
隣

接
す
る
里
山
放
置
林
の
整
備
を
始
め
た
。
こ
の
森
は
、

「
植
草
共
生
の
森
」
と
名
づ
け
ら
れ
、
10
年
以
上
に
渡

る
活
動
に
よ
っ
て
里
山
の
景
観
を
取
り
戻
し
、
今
で

は
、
学
生
の
学
び
の
場
・
く
つ
ろ
ぎ
の
場
に
加
え
て
、

地
域
の
人
び
と
が
緑
と
触
れ
合
い
、
そ
の
大
切
さ
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
場
と
な
っ
て
い
る
。

　
同
大
学
教
授
の
早
川
雅
晴
さ
ん
は
「
卒
業
生
の
多
く

は
教
職
に
つ
き
ま
す
。
将
来
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
で
次

の
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
へ
緑
の
大
切
さ
を
伝
え
ら

れ
る
先
生
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
」と
話
す
。

　

２
０
２
３
年
10
月
、
都
市
化
が
進
ん
だ
地
域
で
緑

を
守
る
活
動
を
続
け
て
い
る
同
大
学
は
公
益
財
団
法

人
都
市
緑
化
機
構
主
催
の
「
緑
の
都
市
賞
」（
特
別
協

賛
・
第
一
生
命
財
団
）
の
第
一
生
命
財
団
賞
を
受
賞

し
た
。

「植草共生の森」　キャンパス
東側に2万㎡ほどの森が広がっ
ている。森には、イヌシデ林の
中にコナラ・クヌギなどが混在
するエリア、スギ人工林エリ
ア、竹林エリアなどがある。

緑と暮らす

【第5回】



スギの人工林　長年放置されたスギ林の林床は薄暗く、アズマネザサや低木などが生える程度で植生は貧しかっ
たが、手入れしたことでジュウニヒトエやアマドコロなどが生育するようになった。

森にある水辺エリア　温暖化の抑制や地域の子どもたちの自然
学習のため、水田や小川、池からなる水辺エリアをつくった。左
写真は、池に絶滅危惧種のミナミメダカを放流しているところ。



共生の森に咲くキンラン　キンラン
は、地面まで太陽の光が届く環境を好
む。そのためキンランが生育する森林
は、よく手入れがされていることをあ
らわす。「植草共生の森」のキンランは、
昨年から114本増えて、今年は329
本が確認できた（開花時期は4月から
5月頃）。

学生サークル「共生の森人」
月に一度、生き物や植物の生
息環境を整えるための森の
整備活動を行ったり、さまざ
まな体験会の手伝いを行っ
たりしている。写真は、刈っ
た草を落葉溜めまで運ぶ学
生たち。



「植草共生の森」の水辺エリアにある棚田での田植え体験　取材に訪れた5月10日、田植え体験が行われ、学生
のほか、地域で暮らすたくさんの親子が参加した。田んぼでカエルやおたまじゃくしを見つけた子どもたちは、
「キャー！」と喜びながら生き物に触れていた。また、はじめて泥に足を踏み入れた子どもが「気持ちわるいー」
と付き添いの大人に抱きつく姿も見られた。

稲刈り体験　春に植えた稲が実る秋には、田植えと同じように学生や地域の親子が参加して稲刈り体験を行って
いる。栽培しているのはもち米で、天日で乾燥させ、冬に餅つき体験も行う。写真は、2023年に行われた稲刈り
のようす。
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◆◆
巻
頭
エ
ッ
セ
ー

田
植
機
の
普
及
か
ら
半
世
紀

生
源
寺
眞
一

し
ょ
う
げ
ん
じ　

し
ん
い
ち
／
東
京
大
学
・
福
島
大
学
名
誉
教
授
／
『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
』
編
集
委
員

　

最
初
の
田
植
機
が
発
売
さ
れ
た
の
は
１
９
６
８
年
。
当
時
の
農
機
具
と
言
え
ば
、外
国
製
や
外
国
の
先
例
を
見
習
っ

た
も
の
だ
っ
た
が
、
田
植
機
だ
け
は
純
粋
に
日
本
の
技
術
に
よ
っ
て
創
り
出
さ
れ
た
。
１
９
７
０
年
代
に
急
速
に
普

及
し
た
が
、
田
植
機
自
体
も
、
当
初
の
歩
行
型
に
乗
用
型
が
加
わ
り
、
４
条
植
え
、
６
条
植
え
、
８
条
植
え
と
い
っ

た
か
た
ち
で
大
型
化
が
進
ん
で
い
く
。

　

手
で
苗
を
植
え
て
い
た
と
き
に
比
べ
て
、
田
植
に
必
要
な
時
間
は
劇
的
に
短
縮
さ
れ
た
。
時
間
が
短
縮
さ
れ
た
だ

け
で
は
な
い
。
作
業
者
の
身
体
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
た
こ
と
も
間
違
い
な
い
。
私
自
身
の
経
験
か
ら
申
し
上
げ
て
恐

縮
だ
が
、田
植
機
の
作
業
に
は
爽
快
感
す
ら
伴
っ
て
い
た
。国
の
農
業
試
験
場
に
勤
務
し
て
い
た
１
９
７
７
年
の
６
月
、

埼
玉
県
の
稲
作
営
農
組
織
の
リ
ー
ダ
ー
農
家
に
泊
ま
り
込
ん
で
、
５
日
ほ
ど
農
作
業
の
見
習
い
に
従
事
し
た
こ
と
が

あ
る
。
歩
行
型
の
４
条
植
え
で
田
植
に
も
挑
戦
し
た
。
慣
れ
る
の
に
半
日
ほ
ど
を
要
し
た
が
、
足
元
よ
り
少
し
先
を

眺
め
な
が
ら
直
進
す
る
作
業
は
実
に
気
持
ち
が
よ
か
っ
た
。

　

お
世
話
に
な
っ
た
組
織
も
そ
の
一
例
と
言
っ
て
よ
い
が
、
田
植
機
は
稲
作
の
規
模
の
拡
大
を
後
押
し
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
手
植
え
の
長
時
間
労
働
が
規
模
拡
大
の
ネ
ッ
ク
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
以
前
の
田
植
の
時
期
に
は
、
家
族

総
出
で
何
日
も
田
ん
ぼ
に
張
り
付
く
こ
と
に
な
り
、
農
村
の
学
校
で
は
休
日
を
設
け
る
の
が
普
通
だ
っ
た
。
農
家
は

水
田
の
維
持
に
苦
労
を
重
ね
て
い
た
と
言
っ
て
よ
い
。
そ
こ
が
変
わ
っ
た
わ
け
だ
が
、
あ
ま
り
話
題
に
な
ら
な
か
っ



11　巻頭エッセー

た
側
面
も
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
す
な
わ
ち
、
田
植
機
に
代
表
さ
れ
る
農
機
具
の
普
及
は
、
兼
業
農
家
の
農
作
業
と

農
外
就
業
を
支
え
る
役
割
も
果
た
し
て
い
た
。

　

何
日
も
家
族
総
出
の
手
植
え
と
は
異
な
っ
て
、
ひ
と
り
で
１
日
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
移
植
が
可
能
に
な
っ
た
。
こ
れ

が
フ
ル
タ
イ
ム
の
農
外
就
業
に
つ
な
が
っ
た
。
振
り
返
る
と
、
戦
後
の
経
済
成
長
と
と
も
に
農
家
は
次
第
に
農
業
以

外
の
仕
事
に
も
従
事
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
た
だ
し
当
初
は
農
作
業
の
な
い
農
閑
期
の
仕
事
が
多
く
、
近
隣
に
雇
用

機
会
が
少
な
い
地
域
に
あ
っ
て
は
、都
市
部
へ
の
出
稼
ぎ
と
い
う
ス
タ
イ
ル
も
あ
っ
た
。こ
れ
を
次
第
に
変
え
た
の
が
、

稲
作
の
機
械
化
・
省
力
化
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
日
頃
は
フ
ル
タ
イ
ム
で
工
場
や
オ
フ
ィ
ス
に
通
勤
し
な
が
ら
、
土
日

あ
る
い
は
有
給
の
休
日
に
農
作
業
に
集
中
す
る
。
こ
の
パ
タ
ー
ン
が
兼
業
農
家
の
多
数
派
に
な
っ
た
。

　

こ
こ
で
近
年
の
農
業
の
動
き
に
目
を
転
じ
る
こ
と
に
し
よ
う
。
新
聞
や
テ
レ
ビ
な
ど
の
報
道
も
あ
っ
て
、
農
業
は

衰
退
産
業
だ
と
の
認
識
が
定
着
し
た
感
が
あ
る
。
と
く
に
最
近
は
農
業
従
事
者
の
減
少
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
と

も
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
事
実
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
こ
れ
を
単
純
に
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に
受
け
止
め
る
こ
と
は
避
け
た
ほ

う
が
よ
い
だ
ろ
う
。
農
業
者
減
少
の
最
大
の
要
因
は
兼
業
農
家
の
リ
タ
イ
ア
で
、
こ
れ
は
十
分
に
予
測
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
未
満
の
小
規
模
な
水
田
農
業
、
す
な
わ
ち
兼
業
農
家
の
経
営
主
の
平
均
年
齢
が
、
20
年
ほ

ど
前
に
は
60
歳
代
後
半
に
達
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
す
で
に
年
金
生
活
に
移
行
し
て
い
た
農
家
も
多
か
っ
た
。

　

田
植
機
に
戻
ろ
う
。
田
植
機
が
フ
ル
タ
イ
ム
勤
務
の
兼
業
農
家
を
支
え
た
と
申
し
上
げ
た
が
、
手
植
え
の
時
代
と

は
異
な
っ
て
、
息
子
や
娘
が
水
田
の
作
業
に
参
加
す
る
必
要
も
な
く
な
っ
た
。
つ
ま
り
子
供
た
ち
の
農
業
離
れ
が
進

ん
だ
の
で
あ
る
。
こ
れ
も
田
植
機
が
も
た
ら
し
た
農
村
の
変
化
だ
っ
た
。
そ
れ
が
後
継
者
不
在
の
兼
業
農
家
の
増
加

に
つ
な
が
り
、
高
齢
化
が
農
業
従
事
者
の
減
少
に
直
結
し
て
い
る
。
い
ま
や
農
地
を
貸
し
た
い
高
齢
農
家
の
急
増
状

態
に
あ
る
。
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そ
ん
な
農
地
を
引
き
受
け
る
専
業
農
家
や
農
業
法
人
に
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
働
き
盛
り
の
世
代
が

頑
張
っ
て
い
る
。
け
れ
ど
も
、
農
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
将
来
像
と
の
関
わ
り
で
は
、
近
年
の
も
う
ひ
と
つ
の
流
れ

に
も
注
目
し
て
お
き
た
い
。
農
業
を
始
め
る
若
者
の
多
く
が
、
地
域
の
外
か
ら
の
参
入
者
な
の
で
あ
る
。
直
近
の

２
０
２
２
年
の
デ
ー
タ
に
よ
れ
ば
、
同
年
に
農
業
を
始
め
た
40
歳
未
満
の
若
者
１
万
１
千
人
強
の
う
ち
、
55
％
が
農

業
法
人
な
ど
に
雇
用
さ
れ
た
新
規
就
農
者
で
あ
り
、
14
％
は
農
地
や
資
金
を
確
保
し
て
農
業
を
立
ち
上
げ
た
新
規
就

農
者
だ
っ
た
。
ど
ち
ら
も
大
半
が
地
域
外
の
非
農
家
出
身
で
あ
り
、
新
た
に
農
村
の
メ
ン
バ
ー
と
な
っ
た
。
雇
用
さ

れ
た
若
者
か
ら
リ
ー
ダ
ー
も
生
ま
れ
て
い
る
。
の
れ
ん
分
け
で
農
業
経
営
者
と
な
る
可
能
性
も
あ
る
。

　

農
村
の
メ
ン
バ
ー
に
な
っ
た
と
申
し
上
げ
た
が
、
簡
単
な
こ
と
で
は
な
い
。
農
村
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
は
共
同
の

営
み
が
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
領
域
の
役
割
分
担
も
少
な
く
な
い
。
共
同
活
動
の
典
型
が
農
業
用
水
路
の
泥
上
げ
だ
。

田
植
を
目
前
に
控
え
て
、
冬
か
ら
春
に
堆
積
し
た
泥
や
ご
み
を
水
路
か
ら
除
去
す
る
作
業
で
あ
る
。
通
常
は
各
農
家

か
ら
一
人
ず
つ
が
参
加
し
て
、
地
域
の
田
植
に
備
え
る
こ
と
に
な
る
。
新
た
に
メ
ン
バ
ー
に
な
っ
た
参
入
組
に
は
、

戸
惑
う
こ
と
も
あ
る
に
違
い
な
い
。
そ
の
活
動
の
合
理
性
に
つ
い
て
納
得
し
た
う
え
で
参
加
す
る
か
た
ち
が
求
め
ら

れ
る
。
現
代
は
「
決
ま
り
ご
と
が
通
用
し
な
い
」
時
代
な
の
で
あ
る
。

　

外
か
ら
の
参
入
者
を
受
け
入
れ
る
こ
と
は
、
メ
ン
バ
ー
が
固
定
的
で
閉
鎖
的
な
側
面
も
否
定
で
き
な
い
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
が
変
身
す
る
き
っ
か
け
に
も
な
る
。
な
ど
と
申
し
上
げ
な
が
ら
、「
決
ま
り
ご
と
が
通
用
し
な
い
」
と
の
表
現
に

つ
い
て
、
ひ
と
こ
と
付
け
加
え
て
お
き
た
い
。
そ
れ
は
農
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
い
て
は
、
農
業
技
術
や
環
境
条
件
の

変
化
で
決
ま
り
ご
と
が
通
用
し
な
く
な
っ
た
さ
い
に
は
、
自
分
た
ち
自
身
で
新
た
な
決
ま
り
ご
と
を
創
出
し
て
き
た
歴

史
的
な
経
緯
で
あ
る
。半
世
紀
前
に
登
場
し
た
田
植
機
で
農
業
は
か
た
ち
を
変
え
て
き
た
が
、農
村
の
共
同
行
動
は
バ
ー

ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
も
含
め
て
、
こ
れ
か
ら
も
引
き
継
が
れ
て
い
く
だ
ろ
う
。
い
わ
ば
農
村
の
文
化
的
資
産
な
の
で
あ
る
。
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出
席
者
（
敬
称
略
・
発
言
順
）
肩
書
き
は
座
談
会
開
催
時
の
も
の

越
智
康
詞
─
お
ち
・
や
す
し
／
信
州
大
学
学
術
研
究
院
（
教
育
学
系
）
教
授

新
谷
康
浩
─
し
ん
た
に
・
や
す
ひ
ろ
／
横
浜
国
立
大
学
教
育
学
部
・
大
学
院
先
進
実
践
学
環
教
授

前
田
麦
穂
─
ま
え
だ
・
む
ぎ
ほ
／
國
學
院
大
學
人
間
開
発
学
部
助
教

司
会中

村
高
康
─
な
か
む
ら
・
た
か
や
す
／
東
京
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
教
授
、
本
誌
編
集
委
員

特
集

教
員
養
成
と
地
域

教
員
養
成
と
地
域
を
考
え
る

─
─
「
地
域
枠
」
入
学
制
度
を
中
心
と
し
て

座
談
会

学
校
は
地
域
社
会
の
中
核
で
あ
る
が
、
そ
の
教
員
の
確
保
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
一
つ
の
解
決
策
と
し
て
、

大
学
入
学
試
験
に
お
け
る
「
地
域
枠
」
が
あ
る
。
地
元
の
都
道
府
県
の
出
身
者
あ
る
い
は
そ
こ
の
教
員
と
し
て
就
職

し
た
い
人
の
た
め
に
設
け
ら
れ
た
入
学
試
験
の
特
別
枠
で
あ
る
。
こ
の
「
地
域
枠
」
入
学
制
度
を
軸
に
、
地
域
の
教

育
を
支
え
る
教
員
養
成
の
課
題
を
考
え
る
。
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教
員
養
成
、
そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み

　

中
村
（
司
会
）　
本
日
の
座
談
会
の
テ
ー
マ
は
「
教
員
養
成
と
地
域
」
で
す
。
大
学
入
学
時
に
お
け
る
「
地

域
枠
」
入
学
制
度
を
一
つ
の
話
題
に
し
て
、
こ
の
テ
ー
マ
を
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
最
初
に
、
自
己
紹
介
を
兼
ね
て
、
お
一
人
ず
つ
、
い
ま
ど
の
よ
う
な
研
究
を
さ
れ
て
い
る
の
か
、

ま
た
、「
教
員
養
成
」
に
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
お
ら
れ
る
の
か
を
伺
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
は
、
信

州
大
学
の
越
智
康
詞
先
生
か
ら
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

越
智　
現
在
、
教
職
大
学
院＊

研
究
の
一
環
と
し
て
「
教
師
が
研
究
す
る
意
味
に
つ
い
て
の
研
究
」
と
い
う

の
を
や
っ
て
い
ま
す
。
教
師
自
身
が
地
域
・
現
場
に
根
差
し
て
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
に
知
を
生
産
し
て
い
く
、
そ

う
し
た
体
制
を
い
か
に
し
て
実
現
し
て
い
く
か
、
を
問
う
も
の
で
す
。
た
だ
し
、
あ
ま
り
現
場
に
密
着
し
行

政
の
指
示
に
翻
弄
さ
れ
る
と
、
目
先
の
状
況
か
ら
距
離
が
取
れ
な
く
な
る
危
険
も
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
注
目

し
た
の
が
「
教
師
自
身
に
よ
る
研
究
」
で
す
。「
研
究
」
と
い
う
方
法
を
媒
介
す
る
こ
と
で
、
実
践
か
ら
学

ぶ
力
が
高
ま
る
一
方
、
現
場
に
即
し
た
知
を
相
互
に
結
び
付
け
蓄
積
し
て
い
く
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

こ
こ
で
、
自
ら
考
え
、
知
を
生
産
す
る
楽
し
み
を
知
の
専
門
家
の
独
占
か
ら
解
除
す
る
哲
学
対
話
の
実
践
や
、

当
事
者
研
究
な
ど
の
研
究
実
践
の
蓄
積
が
、
参
考
に
な
り
ま
す
。

「
地
域
枠
」
の
入
試
制
度
も
ま
た
、
基
本
的
に
は
、
大
学
と
地
域
、
学
生
と
の
結
び
つ
き
を
強
め
る
も
の
だ

と
思
い
ま
す
。
い
い
意
味
で
は
、
地
域
の
教
育
現
場
と
大
学
が
結
び
つ
い
て
教
育
実
践
が
リ
ア
ル
に
な
り
ま

す
が
、
他
方
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
縛
り
が
生
じ
る
こ
と
で
、
本
人
の
自
由
や
入
試
の
公
平
性
、
さ
ら
に
は
教
師
・

【
教
職
大
学
院
】

　
専
門
性
の
高
い
教
員
を
養
成
す
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
専
門
職
大
学
院
。
２

０
２
０
年
時
点
で
、
国
立
大
学
47
校
、

私
立
大
学
７
校
の
計
54
大
学
に
設
置
さ

れ
て
い
る
。



16

専
門
職
と
し
て
の
自
律
性
・
批
判
的
距
離
が
保
て
る
の
か
、
と
い
う
問
題
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

で
す
が
、
こ
れ
は
「
地
域
枠
」
自
体
の
是
非
と
い
う
よ
り
も
、
そ
れ
を
ど
う
設
計
す
る
か
、
ど
う
活
用
す

る
か
と
い
う
問
題
で
あ
り
、
内
実
ま
で
踏
み
込
ん
だ
検
討
が
必
要
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

中
村　
越
智
先
生
は
信
州
大
学
教
育
学
部
に
お
勤
め
に
な
っ
て
ど
れ
く
ら
い
に
な
り
ま
す
か
。

　

越
智　
着
任
し
た
年
に
、
松
本
サ
リ
ン
事
件
（
１
９
９
４
年
）
が
あ
っ
た
こ
と
を
よ
く
覚
え
て
い
ま
す
。

長
い
で
す
ね
。

　

中
村　
教
員
を
養
成
す
る
学
部
の
ベ
テ
ラ
ン
先
生
で
す
の
で
、
我
々
の
知
ら
な
い
こ
と
も
い
ろ
い
ろ
と
ご

存
じ
だ
と
思
い
ま
す
。
い
ま
の
研
究
の
話
も
あ
わ
せ
て
、
ぜ
ひ
積
極
的
に
ご
発
言
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

中村高康  氏
東京大学大学院教育学研究科教授。『コ
ミュニティ』編集委員。
専門は教育社会学。入試、進路選択、教
育格差などの選抜現象を社会学的に研究
している。
著書に『大衆化とメリトクラシー』（2011
年、東京大学出版会）、『暴走する能力主義』
（2018年、ちくま新書）、編著に『大学入
試がわかる本』（2020年、岩波書店）、『現
場で使える教育社会学』（松岡亮二氏との
共編、2021年、ミネルヴァ書房）など
がある。
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越智康詞  氏
信州大学学術研究院（教育学系）教授。
1962年愛媛県生まれ。東京大学教育学
部卒、同大学院教育学研究科修士課程修
了、同大学院教育学研究科博士課程単位
取得満期退学。東京大学教育学部助手、
信州大学教育学部助教授、准教授、教授
を経て、2014年より現職。
日本特別活動学会理事、日本教育社会学
会理事なども歴任。

　

続
き
ま
し
て
、
横
浜
国
立
大
学
の
新
谷
康
浩
先
生
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

新
谷　
私
は
「
職
業
と
教
育
」
の
研
究
を
し
て
い
ま
す
。
教
員
養
成
を
一
つ
の
職
業
と
考
え
た
と
き
に
、

ど
う
い
う
あ
り
方
が
あ
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
研
究
と
し
て
見
て
い
ま
す
。
た
だ
、
今
回
の
テ
ー
マ
「
教
員

養
成
と
地
域
」
で
私
に
お
声
が
か
か
っ
た
こ
と
に
、
最
初
は
少
し
不
思
議
な
感
じ
が
し
ま
し
た
。
大
学
で
教

員
養
成
の
ポ
ス
ト
に
は
い
ま
す
が
、
教
職
大
学
院
の
よ
う
な
特
化
し
た
形
に
は
少
し
乗
り
か
ね
て
い
る
と
こ

ろ
が
あ
り
ま
す
。
で
す
か
ら
教
職
大
学
院
と
は
距
離
を
と
っ
て
い
ま
し
て
、
大
学
の
学
部
だ
け
で
教
員
養
成

を
や
っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
主
に
、「
こ
の
と
ら
え
方
は
何
が
よ
く
て
何
が
問
題
に
な
る
の
か
」
と
い
う
と
こ
ろ
に
焦
点
を
当
て

て
研
究
し
て
い
ま
す
の
で
、
公
平
性
と
か
を
含
め
て
議
論
に
参
加
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
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横
浜
国
大
の
「
地
域
枠
」
入
学
制
度
は
、
私
が
赴
任
し
て
少
し
経
っ
た
頃
か
ら
や
っ
て
い
ま
す
。

　

中
村　
新
谷
先
生
が
横
浜
国
大
へ
赴
任
し
た
の
は
い
つ
頃
で
す
か
。

　

新
谷　
２
０
０
２
年
で
す
。「
地
域
枠
」
入
学
制
度
は
、
２
０
０
６
年
入
試
か
ら
で
、
実
際
に
行
っ
た
の

は
２
０
０
５
年
で
す
。

　

中
村　
私
は
以
前
、
群
馬
大
学
教
育
学
部
に
５
年
ぐ
ら
い
お
り
ま
し
た
。
そ
の
５
年
間
だ
け
で
も
、
教
員

養
成
の
実
態
を
み
て
そ
れ
な
り
に
考
え
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
。
横
浜
国
大
に
非
常
に
長
く
い
ら
っ
し
ゃ

る
新
谷
先
生
も
、
そ
の
間
の
紆
余
曲
折
を
よ
く
ご
存
じ
で
、
い
ろ
い
ろ
と
見
識
を
お
持
ち
だ
と
思
い
ま
し
て
、

今
回
お
声
を
か
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

続
き
ま
し
て
、
國
學
院
大
學
の
前
田
麦
穂
先
生
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新谷康浩  氏
横浜国立大学教育学部・大学院先進実践
学環教授。
東北大学教育学部卒、同大学院教育学研
究科博士後期課程単位取得退学。日本学
術振興会特別研究員（PD）。
横浜国立大学教育人間科学部、同教育学
部を経て、2021年より現職。
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【
政
令
市
】

　
地
方
自
治
法
第
２
５
２
条
の
19
に
定

め
る
政
令
で
指
定
す
る
人
口
50
万
以
上

の
都
市
。

【
中
核
市
】

　
地
方
自
治
法
第
２
５
２
条
の
22
に
定

め
る
政
令
で
指
定
す
る
人
口
20
万
以
上

の
都
市
。

前田麦穂  氏
國學院大學人間開発学部助教。
埼玉県生まれ。東京大学大学院教育学研
究科博士課程修了、博士（教育学）。日
本学術振興会特別研究員（PD）を経て、
2022年4月より現職。
著書に『戦後日本の教員採用：試験は
なぜ始まり普及したのか』（晃洋書房、
2023年）。

　

前
田　
私
は
普
段
、
教
員
採
用
の
研
究
を
し
て
お
り
ま
す
。
中
村
先
生
か
ら
「
地
域
枠
」
と
い
う
お
話
を

聞
い
た
と
き
に
、
じ
つ
は
教
員
採
用
の
「
地
域
枠
」
の
話
か
と
思
い
ま
し
た
。
よ
く
よ
く
聞
く
と
大
学
入
試

の
「
地
域
枠
」
で
し
た
の
で
、
大
学
の
入
り
口
と
出
口
で
「
地
域
枠
」
と
い
う
動
き
が
あ
る
こ
と
を
全
体
と

し
て
ど
う
と
ら
え
れ
ば
い
い
の
か
、
い
ろ
い
ろ
と
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。

　

教
員
採
用
は
、
地
方
分
権
化
が
進
む
な
か
で
、
都
道
府
県
よ
り
も
小
さ
い
単
位
の
政
令
市＊

に
よ
る
採
用
や
、

中
核
市＊

に
よ
る
採
用
で
、
教
員
の
人
事
を
行
っ
て
い
く
動
き
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
一
連
の
動
き
を
、
私

は
教
員
採
用
の
側
か
ら
注
目
し
て
見
て
い
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
入
試
の
「
地
域
枠
」
が
そ
の
こ
と
と
関
連

す
る
部
分
も
あ
る
し
、
も
っ
と
歴
史
的
に
遡
っ
た
ほ
う
が
見
え
て
く
る
部
分
も
あ
る
。「
地
域
枠
」
と
い
う

話
は
、
そ
う
し
た
こ
と
が
混
ざ
っ
て
い
る
と
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
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私
は
國
學
院
大
學
で
は
初
等
教
育
（
小
学
校
）
の
教
員
を
養
成
す
る
学
科
に
所
属
し
て
、
日
々
、
教
員
養

成
の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
私
立
大
学
に
お
け
る
教
員
養
成
で
す
の
で
、
国
公
立
大
学
と
は
少
し
違
う
経
験

も
し
て
い
る
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
日
は
先
生
方
と
い
ろ
い
ろ
情
報
交
換
が
で
き
れ
ば
い
い
な
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

中
村　
前
田
先
生
は
、
我
々
三
人
か
ら
見
る
と
か
な
り
若
い
研
究
者
で
す
が
、
い
ま
お
話
い
た
だ
い
た
よ

う
に
、
教
員
採
用
の
研
究
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
教
員
採
用
と
か
教
職
問
題
に
詳
し
い
前
田
先
生
に
、
こ
の
議

論
を
聞
い
て
い
た
だ
い
て
、
い
ろ
い
ろ
と
議
論
を
か
き
混
ぜ
て
い
た
だ
い
た
ら
お
も
し
ろ
い
討
論
に
な
る
ん

じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
、
お
声
を
か
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
専
門
的
見
識
も
そ
う
で
す
し
、
國
學
院
大

学
で
の
実
践
と
か
、
あ
る
い
は
直
面
し
て
い
る
問
題
も
含
め
て
、
自
由
に
お
話
し
て
い
た
だ
け
た
ら
、
と
思
っ

て
い
ま
す
。

横
浜
国
立
大
学
の
「
地
域
枠
」
入
学
制
度

　

中
村　
そ
れ
で
は
、「
教
員
養
成
と
地
域
を
考
え
る
─
─
［
地
域
枠
］
入
学
制
度
を
中
心
と
し
て
」
と
い

う
テ
ー
マ
の
議
論
に
入
る
前
に
、「
地
域
枠
」
に
つ
い
て
、
少
し
お
話
を
し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

文
部
科
学
省
が
今
年
の
6
月
く
ら
い
に
、「
地
域
枠
」
を
軸
に
し
た
補
助
事
業
の
募
集
を
か
け
て
、
全
国

の
教
員
養
成
学
部
が
応
募
し
ま
し
た
。
20
大
学
く
ら
い
が
そ
の
事
業
に
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
文
部
科
学
省
自

身
が
、「
地
域
枠
」
を
使
っ
て
、
地
域
と
連
携
し
た
教
育
を
行
う
よ
う
に
進
め
て
い
る
。
そ
う
い
う
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
発
し
て
い
る
の
は
間
違
い
な
い
と
思
い
ま
す
。

【
前
期
日
程
、
後
期
日
程
】

　
国
公
立
大
学
で
２
期
に
分
け
て
行
わ

れ
て
い
る
入
試
制
度
。
前
期
日
程
は
２

月
下
旬
。
そ
の
合
格
発
表
後
の
３
月
中

旬
に
後
期
日
程
の
入
試
が
行
わ
れ
る
。
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そ
う
し
た
前
提
の
な
か
で
本
日
の
テ
ー
マ
を
議
論

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
は
じ
め
に
具
体
的
事

例
を
話
し
て
い
た
だ
い
た
ほ
う
が
議
論
し
や
す
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
横
浜
国
立
大
学
の
新
谷
先
生
、
信

州
大
学
の
越
智
先
生
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
大
学
で
の
事

例
を
ま
ず
伺
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

新
谷
先
生
、
か
な
り
以
前
か
ら
「
地
域
枠
」
選
抜

を
導
入
さ
れ
て
い
る
横
浜
国
立
大
学
に
つ
い
て
お
教

え
い
た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

　

新
谷　

私
は
「
地
域
枠
」
選
抜
が
で
き
る
前
の
２

０
０
２
年
に
横
浜
国
大
へ
赴
任
し
ま
し
た
。「
地
域

枠
」
選
抜
が
導
入
さ
れ
る
前
ま
で
の
学
校
教
育
課
程

の
選
抜
は
、
前
期
日
程
、
後
期
日
程＊

、
全
国
枠
の
推

薦
入
試
、
帰
国
・
私
費
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た

制
度
の
な
か
で
、
定
員
２
３
０
人
の
選
抜
を
行
っ
て

い
ま
し
た
（
表
１
）。

　
「
地
域
枠
」
選
抜
を
導
入
し
た
の
は
２
０
０
６
年
入

試
か
ら
で
、「
学
校
教
育
課
程
」
の
入
学
定
員
の
配
分

を
変
え
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
の
後
期
日
程
を
や
め
て
、

2005 年入試 2006 年入試 2025 年入試

一般選抜

前期日程 150 人 160 人 100 人

後期日程 60 人 募集停止

特別選抜

AO（総合型選抜） ─ 30 人 25 人

学校推薦型選抜（全国枠） 20 人 28 人 63 人

学校推薦型選抜（地域枠） ─ 12 人 12 人

帰国・私費 若干名 若干名 帰国のみ若干名

計 230 人 230 人 200 人

＊地域枠：神奈川県在住者、志願者及びその父母又はこれに準ずる者が出願時に神奈川県に住民票があ
る者。
＊全国枠で合格した者は地域枠の合否対象から外す。
＊学校教育課程は 2021 年度入学者から学校教員養成課程に変更。

表１　横浜国立大学教育学部学校教育課程・選抜方式の変化
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Ａ
Ｏ
入
試＊

（
総
合
型
選
抜
）
と
学
校
推
薦
の
「
地
域
枠
」
選
抜
を
取
り
入
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
と
き
一
番
大
き
な
問
題
と
な
っ
た
の
は
、い
ま
申
し
上
げ
た
後
期
日
程
を
や
め
る
か
ど
う
か
で
し
た
。

当
時
の
横
浜
国
大
は
学
校
教
育
課
程
で
入
学
し
た
学
生
が
教
員
に
な
ら
な
い
大
学
と
し
て
有
名
で
し
た
。
と

く
に
ど
の
選
抜
の
学
生
が
教
員
に
な
ら
な
い
こ
と
が
多
い
か
と
い
え
ば
、
後
期
日
程
で
入
学
し
て
き
た
学
生

で
し
た
。
後
期
日
程
の
選
抜
は
偏
差
値
と
セ
ン
タ
ー
試
験
の
点
数
で
ほ
ぼ
決
ま
っ
て
し
ま
う
の
で
、
横
浜
国

大
の
後
期
日
程
で
は
、
ど
う
し
て
も
首
都
圏
の
大
学
に
入
学
し
た
い
人
が
、
合
格
し
や
す
い
後
期
日
程
を
滑

り
止
め
と
し
て
受
け
る
こ
と
が
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
ん
で
す
。
そ
う
い
う
人
で
は
な
く
て
、
教
員
に
な
っ
て

く
れ
る
人
を
と
ろ
う
と
、
教
員
に
な
る
可
能
性
の
高
い
入
試
に
定
員
を
振
り
分
け
た
の
が
、
Ａ
Ｏ
と
推
薦
の

地
域
枠
な
ん
で
す
。
横
浜
国
大
の
「
地
域
枠
」
選
抜
は
神
奈
川
県
の
人
が
受
け
ら
れ
る
入
試
で
す
の
で
、
卒

業
後
に
神
奈
川
県
内
で
教
員
に
な
る
可
能
性
が
高
い
わ
け
で
す
。

　

ま
た
、
全
国
的
に
教
員
に
な
る
人
が
減
っ
て
く
る
な
か
で
、
横
浜
国
大
の
定
員
も
減
っ
て
、
推
薦
の
割
合

を
徐
々
に
変
え
て
き
ま
し
た
。
前
期
・
後
期
の
一
般
選
抜
に
対
し
て
、
特
別
選
抜
の
割
合
を
徐
々
に
拡
大
し

て
き
ま
し
て
、
い
ま
は
２
０
０
人
の
入
学
定
員
の
う
ち
前
期
日
程
は
１
０
０
人
で
す
。
国
立
大
学
は
定
員
の

半
分
ま
で
は
特
別
選
抜
で
と
っ
て
も
い
い
と
認
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
特
別
選
抜
で
最
大
限
の
１
０
０
人
を

と
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
地
域
枠
を
つ
く
っ
た
２
０
０
６
年
で
は
、そ
こ
ま
で
特
別
選
抜
は
多
く
は
な
く
て
、

Ａ
Ｏ
が
30
人
、学
校
推
薦
の
全
国
枠
が
28
人
、地
域
枠
が
12
人
で
し
た
（
表
１
の
「
２
０
０
６
年
入
試
」
参
照
）。

　

中
村　
な
る
ほ
ど
、
徐
々
に
特
別
選
抜
が
増
え
て
い
っ
た
ん
で
す
ね
。

　

新
谷　
そ
の
と
き
の
「
地
域
枠
」
は
、
皆
さ
ん
が
想
像
さ
れ
る
と
お
り
、
神
奈
川
県
に
在
住
し
て
い
る
者
、

も
っ
と
厳
密
に
い
う
と
、
出
願
時
に
志
願
者
と
父
母
に
該
当
す
る
人
の
住
民
票
が
神
奈
川
県
に
あ
る
こ
と
。

【
Ａ
Ｏ
入
試
（
総
合
型
選
抜
）】

　

受
験
す
る
学
校
で
学
び
た
い
と
い

う
学
習
意
欲
や
学
校
へ
の
適
性
、
さ
ら

に
個
性
や
能
力
な
ど
を
評
価
す
る
入
試

で
、「
学
力
だ
け
で
は
測
れ
な
い
個
性

や
能
力
を
持
つ
生
徒
」
を
評
価
す
る
た

め
の
入
試
制
度
。
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地
元
の
人
と
い
う
形
で
限
定
し
ま
し
た
。

　

中
村　
そ
の
選
抜
方
式
は
い
ま
も
同
じ
で
す
か
。

　

新
谷　
２
０
２
５
年
入
試
ま
で
は
同
じ
で
す
。
今
回
の
座
談
会
へ
の
出
席

を
依
頼
さ
れ
た
段
階
で
は
ま
だ
公
表
し
て
い
な
か
っ
た
ん
で
す
が
、
２
０
２

６
年
入
試
か
ら
選
抜
の
仕
方
が
変
わ
り
ま
す
（
表
２
）。
２
０
２
６
年
入
試

か
ら
は
「
地
域
」
の
意
味
合
い
を
変
え
て
、
総
合
型
選
抜
の
な
か
の
「
地
域

教
員
希
望
枠
」
と
い
う
形
に
変
え
ま
す
。
こ
こ
で
求
め
る
人
材
は
、
地
元
の

出
身
者
で
は
な
く
て
、
神
奈
川
県
と
い
う
地
域
で
教
員
に
な
り
た
い
人
で
す
。

「
地
域
教
員
希
望
枠
」
は
ど
こ
の
出
身
者
で
も
受
け
ら
れ
る
の
で
、
閉
鎖
的

な
選
抜
と
い
う
問
題
は
解
消
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　

中
村　
教
員
に
な
る
地
域
の
範
囲
は
神
奈
川
県
だ
け
で
す
か
。

　

新
谷　
そ
う
で
す
。
神
奈
川
県
の
教
員
に
な
り
た
い
人
が
受
け
て
く
だ
さ

い
と
い
う
選
抜
で
す
。
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
は
な
い
の
で
、
卒
業
後
に
実
際
に
教

員
に
な
る
か
ど
う
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
。

　

そ
れ
か
ら
、
帰
国
・
私
費
に
つ
い
て
は
、
現
在
私
費
留
学
生
は
と
っ
て
い

ま
せ
ん
し
、
２
０
２
６
年
入
試
か
ら
は
帰
国
生
入
試
も
や
め
ま
す
。
そ
う
し

て
教
員
に
な
る
可
能
性
の
低
い
選
抜
を
ど
ん
ど
ん
減
ら
し
て
い
ま
す
。
私
た

ち
の
学
部
に
と
っ
て
の
至
上
命
題
は
、
教
員
に
な
ら
な
い
人
を
な
る
よ
う
に

す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
と
い
う
こ
と
で
、
そ
う
し
た
目
標
で
こ
の
改

2026 年入試

一般選抜 前期日程 100 人

特別選抜

総合型選抜　専門領域枠 64 人

総合型選抜　地域教員希望枠 36 人

帰国・私費 募集停止

計 200 人

＊地域教員希望枠で合格した者は専門領域枠の合否対象から外す。

表2　横浜国立大学教育学部学校教員養成課程・2026年選抜方式（予定）
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革
が
行
わ
れ
て
き
た
わ
け
で
す
。

　

中
村　
「
教
員
に
な
る
人
を
増
や
さ
な
く
て
は
い
け
な
い
」
と
い
う
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
は
ど
こ
か
ら
き
て
い

る
ん
で
す
か
。
文
部
科
学
省
で
す
か
。

　

新
谷　
そ
う
で
す
。
文
部
科
学
省
の
教
員
養
成
関
係
の
部
署
か
ら
直
接
言
わ
れ
ま
す
。

　

中
村　
こ
れ
は
越
智
先
生
の
信
州
大
学
で
も
同
じ
で
す
よ
ね
。

　

越
智　
も
ち
ろ
ん
、
う
ち
の
大
学
も
ず
っ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
で
も
、
横
浜
国
大
ほ
ど
は
切
実
で
は
な

い
と
思
い
ま
す
。
横
浜
国
大
は
有
名
大
学
な
の
で
、
そ
の
名
前
が
ほ
し
く
て
、
教
員
に
な
る
つ
も
り
が
な
く

て
も
、
教
育
学
部
を
利
用
し
て
し
ま
う
人
が
多
い
と
思
う
の
で
す
。

　

中
村　
２
０
２
６
年
入
試
に
つ
い
て
は
、こ
れ
か
ら
の
こ
と
で
す
が
、「
地
域
枠
」
選
抜
を
入
れ
た
こ
と
で
、

実
際
に
教
員
に
な
る
人
が
増
え
ま
す
か
。

　

新
谷　
こ
れ
ま
で
一
般
入
試
を
受
け
て
い
た
人
が
「
地
域
枠
」
で
合
格
す
る
よ
う
に
な
る
だ
け
で
、
ど
の

選
抜
で
入
っ
て
く
る
か
が
変
わ
る
だ
け
だ
と
、
個
人
的
に
は
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
大
学
と
し
て
は
教

員
に
な
り
た
い
人
、
教
員
に
な
る
人
を
増
や
そ
う
と
努
力
し
て
い
る
ス
タ
ン
ス
を
出
し
て
い
か
な
い
と
い
け

な
い
。
そ
れ
に
横
浜
国
大
は
、昔
ほ
ど
全
国
か
ら
受
け
に
来
る
大
学
と
い
う
感
じ
で
は
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

関
東
の
人
口
が
増
え
て
い
る
影
響
は
大
き
い
と
は
思
い
ま
す
け
れ
ど
、
そ
れ
で
も
地
方
か
ら
受
け
に
く
る
人

は
徐
々
に
減
っ
て
い
ま
す
。

　

中
村　
私
が
群
馬
大
学
に
い
た
２
０
０
０
年
前
後
は
、
そ
も
そ
も
教
員
採
用
自
体
が
少
な
く
て
、
非
常
に

苦
労
し
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。「
学
生
が
教
員
に
な
ら
な
い
教
育
学
部
は
け
し
か
ら
ん
。
縮
小
し
て
し
ま
え
」

と
か
、
い
ろ
い
ろ
な
話
が
あ
り
ま
し
た
。
い
ま
は
教
員
不
足
の
状
態
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
横
浜
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国
大
で
は
教
員
養
成
に
い
か
な
い
人
が
多
く
い
る
ん
で
す
か
。

　

新
谷　
入
学
段
階
の
希
望
調
査
で
は
「
い
き
た
い
」
と
言
っ
て
い
る
の
で
す
よ
。
い
ま
ど
ん
ど
ん
改
組
し

て
い
る
な
か
で
、
私
た
ち
も
教
員
に
な
る
た
め
の
働
き
か
け
を
一
生
懸
命
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
、
卒
業

ま
で
に
「
こ
れ
は
厳
し
い
」
と
な
っ
て
し
ま
う
。

　

中
村　
労
働
環
境
と
か
、
そ
う
い
う
問
題
で
教
員
に
な
る
の
は
難
し
い
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

　

新
谷　
そ
う
い
う
こ
と
を
含
め
て
、
現
実
を
見
て
し
ま
う
と
気
持
ち
が
変
わ
っ
て
し
ま
う
。
私
が
横
浜
国

大
に
来
た
頃
は
教
員
の
仕
事
に
大
変
さ
も
あ
っ
た
け
ど
、
そ
れ
と
同
時
に
楽
し
さ
を
覚
え
て
結
果
的
に
教
員

に
な
り
た
い
と
い
う
気
持
ち
に
変
化
は
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
こ
こ
最
近
は
教
員
志
望
の
人
が
減
る
一
方
で

す
ね
。
教
育
の
現
場
を
見
て
楽
し
め
る
層
が
い
な
く
な
っ
た
ぶ
ん
、
教
員
に
な
る
人
が
減
っ
て
し
ま
う
と
い

う
感
じ
で
し
ょ
う
か
。

　

中
村　
い
ま
も
実
際
に
学
校
へ
観
察
へ
行
く
実
習
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。

　

新
谷　
横
浜
国
大
で
は
教
育
実
習
以
前
に
１
年
生
か
ら
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
的
な
も
の
だ
っ
た
り
、
ア
シ

ス
タ
ン
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
だ
っ
た
り
で
、「
地
域
に
行
き
な
さ
い
」
と
ど
ん
ど
ん
学
校
に
行
か
せ
ま
す
。

　

中
村　
教
育
現
場
を
見
せ
る
た
め
に
、
良
か
れ
と
思
っ
て
や
っ
て
い
る
わ
け
で
す
よ
ね
。

　

新
谷　
本
当
は
そ
う
し
た
こ
と
を
し
な
く
て
も
教
員
に
な
る
よ
う
な
仕
組
み
を
つ
く
れ
ば
い
い
ん
で
す
け

ど
ね
。
私
た
ち
の
学
生
の
頃
の
教
員
養
成
の
イ
メ
ー
ジ
だ
と
、
教
育
実
習
で
失
敗
し
よ
う
が
、「
そ
ん
な
の

関
係
な
い
で
し
ょ
う
。
ま
た
勉
強
す
れ
ば
い
い
じ
ゃ
な
い
か
」
と
い
う
の
が
あ
っ
た
と
思
う
ん
で
す
。
い
ま

は
一
度
で
も
失
敗
し
た
ら
教
員
不
適
格
で
、「
あ
な
た
は
や
め
た
ほ
う
が
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
」
と
い
う
よ
う

な
雰
囲
気
が
出
て
し
ま
う
。
そ
れ
に
耐
え
ら
れ
る
人
だ
け
が
教
員
に
な
ら
な
き
ゃ
い
け
な
い
ん
だ
と
い
う
雰
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囲
気
を
学
生
が
持
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
っ
て
。
私
の
よ
う
な
「
失
敗
す
れ
ば
い
い
じ
ゃ
な
い
か
」
と
い
う

意
見
は
あ
ま
り
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
ん
で
す
。
そ
れ
は
意
図
し
な
い
結
果
で
、
良
か
れ
と
思
っ
て
や
っ
て
い

る
こ
と
が
教
員
を
増
や
す
方
向
に
い
っ
て
い
な
い
気
が
し
ま
す
。

　

中
村　
「
地
域
枠
を
つ
く
っ
て
、
そ
こ
に
人
を
定
着
さ
せ
て
」
と
い
う
こ
と
と
は
別
次
元
の
問
題
も
あ
り

そ
う
な
感
じ
が
し
ま
す
ね
。

　

新
谷　
そ
う
で
す
ね
。
言
い
方
が
難
し
い
で
す
が
、
高
校
で
特
進
ク
ラ
ス
を
つ
く
っ
て
、
そ
の
ク
ラ
ス
だ

け
に
重
点
的
に
力
を
入
れ
て
、
そ
の
ク
ラ
ス
の
人
た
ち
だ
け
う
ま
く
い
け
ば
い
い
、
と
い
う
よ
う
な
仕
組
み

に
近
づ
い
て
い
っ
て
い
る
。
そ
れ
が
「
地
域
枠
」
と
連
動
し
て
し
ま
っ
て
い
る
感
じ
が
し
ま
す
。

　

中
村　
な
る
ほ
ど
、
特
進
ク
ラ
ス
み
た
い
な
の
が
「
地
域
枠
」
と
く
っ
つ
い
て
し
ま
っ
た
、
み
た
い
な
イ

メ
ー
ジ
で
す
ね
。

　

横
浜
国
大
の
場
合
は
、
す
ぐ
隣
に
東
京
が
あ
る
し
、
大
き
な
町
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
し
、
交
通
も
便
利
な
の

で
、「
地
域
枠
」
と
い
っ
て
も
、
学
生
の
地
域
的
範
囲
が
広
い
と
思
う
ん
で
す
。「
地
域
」
の
意
味
合
い
が
他

の
大
学
と
少
し
違
う
の
か
な
と
思
う
ん
で
す
け
ど
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

新
谷　
東
京
は
隣
に
あ
っ
て
も
連
携
で
き
な
い
ん
で
す
よ
。
連
携
で
き
れ
ば
関
東
的
な
広
が
り
に
な
っ
て

い
く
ん
で
す
け
れ
ど
も
、「
神
奈
川
、
横
浜
、
川
崎
、
相
模
原
と
だ
け
連
携
し
て
、
東
京
と
は
つ
な
が
ら
な

い
で
く
だ
さ
い
」
に
な
っ
て
し
ま
う
。

　

中
村　
東
京
に
人
材
を
持
っ
て
い
か
れ
て
し
ま
う
か
ら
で
す
か
。

　

新
谷　
そ
う
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
合
い
で
東
京
と
は
強
い
境
目
が
あ
り
ま
す
ね
。

　

中
村　
先
ほ
ど
越
智
先
生
の
話
に
も
あ
り
ま
し
た
が
、
横
浜
国
大
に
来
る
学
生
の
エ
リ
ア
は
他
の
地
方
国



27　特集＝教員養成と地域

立
大
学
と
は
若
干
違
っ
て
い
る
の
か
な
、
地
域
に
愛
着
を
持
っ
て
地
元
の
教
員
に
な
る
と
い
う
感
覚
と
は
違

う
人
た
ち
が
結
構
い
る
の
か
な
、
と
い
う
気
も
し
た
ん
で
す
。
私
が
い
た
群
馬
大
学
や
越
智
先
生
の
信
州
大

学
も
県
境
を
越
え
て
来
る
人
も
け
っ
こ
う
い
ま
す
け
れ
ど
、
横
浜
国
大
と
比
べ
る
と
、
も
う
ち
ょ
っ
と
圏
域

が
狭
い
よ
う
な
気
が
す
る
ん
で
す
が
…
…
。

　

新
谷　
高
校
が
そ
こ
そ
こ
の
進
学
校
で
、
そ
こ
そ
こ
勉
強
が
で
き
る
子
に
と
っ
て
は
、
地
元
で
生
活
す
る

こ
と
に
わ
り
と
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
が
あ
る
と
思
う
ん
で
す
ね
。
そ
う
い
う
人
た
ち
は
「
地
域
枠
」
を
積
極
的
に

使
い
ま
す
し
、「
地
域
枠
」
で
落
ち
て
も
前
期
と
か
で
受
け
に
き
ま
す
。
彼
ら
は
教
員
に
な
る
こ
と
に
熱
心

な
人
た
ち
で
す
か
ら
、
ど
の
選
抜
で
あ
ろ
う
が
、
結
果
と
し
て
は
教
員
に
な
る
可
能
性
が
高
い
ん
で
す
。
た

だ
、
そ
う
い
う
人
が
全
体
の
一
部
し
か
い
な
く
て
、
そ
れ
以
外
の
人
が
多
い
と
全
体
と
し
て
の
数
値
は
低
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

中
村　
総
定
員
が
２
０
０
人
で
、
教
員
に
な
る
人
は
ど
れ
く
ら
い
で
す
か
。

　

新
谷　
だ
い
た
い
半
分
で
す
ね
。

　

中
村　
半
分
い
た
ら
い
い
気
も
し
ま
す
け
ど
、
そ
う
で
は
な
い
ん
で
す
か
。

　

新
谷　
ベ
ス
ト
で
半
分
。
地
方
だ
と
臨
時
採
用
の
教
員
は
わ
り
と
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
が
、
横
浜
国
大

の
場
合
、
教
員
採
用
試
験
に
落
ち
た
人
は
臨
時
採
用
の
募
集
が
あ
っ
て
も
、
実
際
に
は
臨
時
採
用
に
い
か
な

い
で
一
般
就
職
し
ま
す
ね
。

　

中
村　
臨
時
採
用
は
人
手
不
足
を
カ
バ
ー
す
る
役
割
に
な
っ
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
最
近
は
そ
れ

自
体
が
底
を
突
い
て
い
る
と
い
う
話
で
す
よ
ね
。

　

新
谷　

そ
う
で
す
ね
。
臨
時
採
用
は
非
常
勤
な
の
で
、
一
般
就
職
し
た
ほ
う
が
い
い
と
い
う
考
え
方
に
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な
っ
て
、
臨
時
採
用
に
い
か
な
い
で
す
ね
。
教
員
に
な
っ
て
も
い
い
け
ど
、
と
い
う
程
度
の
希
望
の
人
は
い

か
な
い
。

　

中
村　
教
員
に
な
れ
れ
ば
な
る
け
ど
、
な
れ
な
く
て
も
別
に
い
い
や
ぐ
ら
い
の
人
た
ち
は
、
そ
こ
で
逃
げ

て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

　

新
谷　
そ
う
で
す
ね
。

　

中
村　
そ
の
あ
た
り
は
信
州
大
学
で
も
同
じ
な
の
か
違
う
の
か
。
横
浜
国
大
の
事
例
に
つ
い
て
、
何
か
ご

質
問
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

　

前
田　
２
０
０
６
年
入
試
で
「
地
域
枠
」
選
抜
を
入
れ
た
こ
と
の
背
景
に
は
、
２
０
０
４
年
の
国
立
大
学

の
法
人
化
、
２
０
０
５
年
の
教
員
養
成
分
野
の
定
員
抑
制
の
撤
廃
が
関
係
し
て
い
る
の
か
、
何
か
事
情
を
ご

存
じ
で
し
た
ら
お
教
え
い
た
だ
け
ま
す
か
。

　

新
谷　
残
念
な
が
ら
、
そ
の
頃
の
私
は
新
米
で
、
一
教
員
と
し
て
言
わ
れ
た
こ
と
を
受
け
入
れ
る
だ
け
で
、

大
き
な
背
景
と
の
か
ら
み
で
考
え
た
こ
と
は
な
い
ん
で
す
。
当
時
、
改
革
を
進
め
て
い
た
の
は
教
員
養
成
を

積
極
的
に
進
め
た
い
先
生
方
だ
っ
た
の
で
、
彼
ら
が
理
想
と
す
る
流
れ
を
進
め
て
い
き
ま
し
た
。
横
浜
ス
タ

ン
ダ
ー
ド
の
元
に
な
る
の
も
そ
の
頃
で
す
か
ら
ね
。

　

中
村　
横
浜
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
っ
て
何
で
す
か
。

　

新
谷　
現
在
は
そ
れ
を
発
展
さ
せ
た
形
で
横
浜
国
立
大
学
教
員
養
成
・
育
成
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
い
う
も
の

「Ⅰ . 教員に求められる基盤的資質」と同様に、「Ⅱ . 教職に関する理解・教科等の指導と評価」
「Ⅲ . 児童生徒指導」「Ⅳ . 学校マネジメント」に関しても、詳細な評価規準が設けられている。
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横浜国立大学教員養成・育成スタンダード（一部抜粋）



30

に
な
っ
て
い
ま
す
。
２
０
０
５
年
に
教
員
養
成
の
Ｇ
Ｐ
（G

ood P
ractice

、
優
れ
た
実
践
）
に
採
択
さ
れ

た
も
の
で
、
教
員
に
対
し
て
、
こ
れ
ぐ
ら
い
の
ス
キ
ル
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
い
い
よ
ね
と
い
う
レ
ベ
ル

表
み
た
い
な
も
の
で
す
。

　

中
村　
教
員
養
成
に
熱
心
な
先
生
た
ち
が
仕
切
っ
て
つ
く
っ
た
わ
け
で
す
か
。

　

新
谷　
教
育
学
と
い
う
よ
り
は
、
教
科
教
育
的
な
意
味
合
い
で
す
。「
こ
の
教
科
で
は
こ
う
い
う
ふ
う
に

教
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
」
と
い
う
現
場
主
義
的
な
も
の
で
す
。
そ
う
い
う
人
た
ち
が
か
な
り
強
気
で
改
革

し
て
い
た
頃
の
こ
と
で
し
た
。

　

越
智　
ち
ょ
う
ど
力
関
係
が
逆
転
す
る
頃
で
す
よ
ね
。
教
科
専
門
の
人
は
ち
ょ
っ
と
肩
身
が
狭
く
な
り
は

じ
め
る
頃
で
す
。
教
科
教
育
の
人
を
ど
ん
ど
ん
採
用
し
て
、
教
科
専
門
の
人
で
も
現
場
経
験
が
あ
る
人
が
望

ま
し
い
と
か
、
だ
ん
だ
ん
実
践
的
指
導
力
を
重
視
す
る
流
れ
で
す
。

　

前
田　
そ
う
い
う
実
務
化
が
進
ん
だ
時
期
に
、
定
員
抑
制
撤
廃
が
あ
っ
て
何
が
起
こ
っ
た
か
と
い
う
と
、

中
堅
私
大
と
か
、
と
く
に
小
学
校
教
員
を
養
成
す
る
担
い
手
の
す
そ
野
が
広
が
っ
て
い
っ
た
ん
で
す
。
東
京

学
芸
大
学
の
岩
田
康
之
先
生
も
教
員
養
成
分
野
の
「
新
規
参
入
プ
ロ
バ
イ
ダ
」
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ま
で
小
学
校
教
員
養
成
の
中
心
的
な
担
い
手
だ
っ
た
国
立
大
学
教
育
学
部
が
、
地
元
へ
教
員
を
供
給

す
る
機
能
を
強
く
す
る
よ
う
な
政
策
の
効
果
、
制
度
的
な
環
境
の
変
化
が
関
係
し
て
い
る
の
か
な
と
思
い
ま

し
て
、
横
浜
国
大
で
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
気
に
な
り
、
質
問
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

も
う
一
つ
伺
い
た
い
の
は
、國
學
院
で
は
大
学
推
薦
特
別
選
考
を
利
用
し
て
、一
次
試
験
の
免
除
を
も
ら
っ

て
教
員
採
用
試
験
を
受
け
る
学
生
が
一
定
数
い
る
ん
で
す
が
、教
員
採
用
の
大
学
推
薦＊

と
入
試
の
「
地
域
枠
」

の
推
薦
は
、
横
浜
国
大
で
は
ど
う
い
う
関
係
に
あ
り
ま
す
か
。
入
り
口
と
出
口
が
連
動
し
て
い
る
こ
と
は
あ

【
教
科
専
門
・
教
科
教
育
】

　
教
科
専
門
は
諸
科
学
の
専
門
家
や
専

門
研
究
成
果
に
基
づ
い
て
お
り
、
教
科

教
育
は
専
門
教
科
の
教
育
に
関
し
て
高

度
な
専
門
的
知
識
を
習
得
す
る
分
野
。

　
例
え
ば
、
物
理
で
言
え
ば
、
教
科
専

門
は
物
理
学
の
専
門
家
が
担
当
し
、
教

科
教
育
は
物
理
を
ど
う
教
え
る
か
と
い

う
物
理
教
育
の
専
門
家
が
担
当
す
る
。

【
教
員
採
用
の
大
学
推
薦
】

　
公
立
学
校
の
教
員
を
採
用
す
る
教
育

委
員
会
が
大
学
ま
た
は
大
学
院
か
ら
推

薦
を
受
け
た
者
を
特
別
選
考
し
、
採
用

試
験
の
一
次
試
験
等
が
免
除
さ
れ
る
制

度
。　
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り
ま
す
か
。

　

新
谷　
と
く
に
何
も
つ
な
げ
て
い
ま
せ
ん
。
ど
こ
の
学
生
が
教
員
に
な
る
希
望
が
高
い
の
か
は
見
ま
す
け

ど
、
そ
こ
を
つ
な
げ
て
し
ま
う
と
完
全
に
一
つ
の
コ
ー
ス
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
れ
に
個
人
情
報
を
ど

こ
ま
で
つ
な
げ
て
い
い
の
か
と
い
う
問
題
も
あ
っ
て
、
や
り
に
く
い
面
も
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
え
て
切
り
離

し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

　

中
村　
横
浜
国
大
は
大
学
推
薦
を
行
っ
て
い
る
ん
で
す
か
。

　

新
谷　
教
育
委
員
会
か
ら
推
薦
枠
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
、
そ
の
推
薦
で
教
員
に
な
れ
る
わ
け
で
な
く
て
、

一
次
免
除
だ
け
で
す
。

　

中
村　
大
学
推
薦
の
規
模
は
ど
れ
く
ら
い
で
す
か
。
横
浜
国
大
か
ら
何
人
ぐ
ら
い
推
薦
す
る
ん
で
す
か
。

　

新
谷　
横
浜
市
で
は
数
十
人
。
そ
の
ほ
か
、
い
ろ
ん
な
教
育
委
員
会
の
推
薦
枠
が
あ
り
ま
す
の
で
、
教
員

に
な
り
た
い
人
は
そ
れ
を
使
い
ま
す
。

　

中
村　
教
員
に
な
り
た
い
人
に
と
っ
て
は
、
け
っ
こ
う
効
率
的
な
ル
ー
ト
も
で
き
て
い
る
ん
で
す
ね
。

　

新
谷　
そ
う
で
す
ね
。

信
州
大
学
の
教
員
養
成
と
「
地
域
枠
」
入
学
制
度

　

中
村　
今
年
度
か
ら
「
地
域
枠
」
を
導
入
さ
れ
る
信
州
大
学
の
教
員
養
成
課
程
と
「
地
域
枠
」
選
抜
に
つ

い
て
、 

越
智
先
生
、
お
教
え
い
た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

　

越
智　
「
地
域
枠
」
の
導
入
を
２
０
２
５
年
度
入
試
か
ら
、
２
０
２
４
年
度
実
施
で
行
い
ま
す
。
導
入
の
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背
景
と
し
て
、
信
州
大
学
は
入
試
倍
率
を
安
定
さ
せ
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
す
。
近
年
、
教
員
養
成
学

部
の
入
試
倍
率
が
下
が
っ
て
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
危
機
感
が
あ
っ
て
、
定
員
を
確
保
す
る
と
い

う
目
標
が
一
つ
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
文
部
科
学
省
に
教
員
就
職
率
の
向
上
を
要
求
さ
れ
続
け
て
い
て
、
教
員
就
職
率
が
低
い
と
定
員

を
減
ら
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、
教
員
就
職
率
を
あ
る
程
度
確
保
す
る
に
は
、
文
部
科
学
省
が
行
っ
て
い

る
事
業
の
一
つ
で
あ
る
「
地
域
枠
」
を
導
入
す
る
の
も
良
い
方
法
で
は
な
い
か
と
い
う
思
惑
も
働
い
た
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
信
州
に
は
、
地
域
特
有
の
課
題
も
あ
り
ま
す
。
県
庁
所
在
地
の
長
野
市
が
あ
る
北
信
地
方
や
松
本

市
が
あ
る
中
信
地
方
で
先
生
に
な
り
た
い
人
は
多
く
い
て
も
、
南
信
や
中
山
間
地
の
へ
き
地
に
は
、
若
い
先

生
は
あ
ま
り
行
き
た
が
ら
な
い
と
い
う
う
わ
さ
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
中
山
間
地
や
小
規

模
校
で
教
育
活
動
を
行
う
こ
と
に
情
熱
を
も
っ
て
取
り
組
め
る
人
に
来
て
も
ら
い
、
地
域
の
活
性
化
に
貢
献

し
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
は
強
く
あ
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
同
時
に
、
小
規
模
校
、
複
式
学
級
等
で
Ｉ
Ｃ

Ｔ
機
器
等
を
活
用
し
て
新
し
い
実
践
の
創
造
を
促
し
た
り
、
外
国
籍
児
童
生
徒
や
特
別
な
支
援
が
必
要
な
児

童
生
徒
の
指
導
な
ど
諸
々
の
教
育
課
題
へ
の
対
応
力
を
高
め
た
い
と
い
っ
た
意
図
も
あ
り
、
そ
れ
が
、
求
め

る
学
生
像
に
反
映
し
て
い
ま
す
。
入
試
は
総
合
型
選
抜
Ⅰ
（
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
を
課
さ
な
い
）
で
行
い

ま
す
。

　

出
願
要
件
は
、
現
役
生
と
既
卒
１
年
以
内
の
者
で
す
。
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
を
課
さ
な
い
の
で
評
定
平

均
で
学
力
を
担
保
し
ま
す
。「
入
学
後
、
学
内
外
で
の
教
育
活
動
に
積
極
的
に
参
加
で
き
る
者
」「
卒
業
後
は

長
野
県
内
で
就
職
を
強
く
希
望
す
る
者
」「
求
め
る
学
生
像
に
か
か
わ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
が
あ
る
こ



33　特集＝教員養成と地域

信州大学・総合選抜入試（地域教員希望枠）の概要（8月16日時点）

□令和 7 年（2025 年）度入試（本年度実施）より導入
【求める学生像】（いずれか、または複数の学生像が求められる）
・中山間地や小規模校にて教育活動を行うことに情熱を持って取り組める者
・小規模校、複式学級等で ICT 機器等を活用した教育活動に積極的に取り組
める者
・外国籍児童生徒や特別な支援が必要な児童生徒の指導に積極的に取り組める
者

【入試形式】
・総合型選抜Ⅰ（大学入学共通テストを課さない）

【出願要件】令和７年度入試
・現役生、既卒１年以内の者
・評定平均値 3.5 以上の者
・入学後、学内外での教育活動に積極的に参画できる者
・合格した場合は、本学への入学が確約できる者
・卒業後は、長野県内において教職に就くことを強く希望する者
・求める学生像に係るボランティア活動等があることが望ましい

【出願書類等】
・｢ 求める学生像 ｣ を表明できるような内容の書類
・これまでの学習活動、入学後の計画等（フィールドワーク、ボランティア活
動等）（入学志願者本人が記載する活動報告書、大学入学希望理由書及び学修
計画書等）

【実施試験】
・個別学力試験（面接試験（個別・集団））
・書類審査（面接試験の資料として活用）
　　→志望理由書・自己推薦書

【定員】
・令和７年度入試は５コース、定員 16 名。
現代教育コース５名、国語教育コース３名、ものづくり・技術教育コース２名、
特別支援教育コース４名、心理支援教育コース２名
・令和８年度以降、実施コース、定員を拡大予定。
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と
が
望
ま
し
い
」
と
か
が
出
願
要
件
で
す
。
長
野
県
で
の
就
職
は
必
ず

し
も
義
務
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
定
員
は
16
名
と
抑
え
目
で
す
。
様
子
を

見
て
令
和
８
年
に
拡
大
し
て
い
く
か
検
討
し
ま
す
。

　

今
回
の
「
地
域
枠
」
入
試
は
、単
な
る
入
試
の
方
法
に
と
ど
ま
ら
ず
、

大
学
と
地
域
を
つ
な
げ
て
い
く
た
め
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
セ
ッ
ト
で

提
案
さ
れ
る
点
が
特
徴
的
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
、
入
学
前
の
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
、「
長
野
県
の
教
育
の
現
状
」
や
「
活
躍
す
る
信
州
の
若

手
教
員
」
な
ど
の
地
域
に
か
か
わ
る
教
育
に
つ
い
て
、
長
野
県
教
育
委

員
会
、
信
濃
教
育
会
な
ど
の
協
力
を
仰
ぎ
な
が
ら
オ
ン
デ
マ
ン
ド
で
受

講
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
信
濃
教
育
会
と
は
、
か
ん
た
ん
に
言
い
ま
す

と
、
現
場
の
教
員
た
ち
が
参
加
し
て
い
る
会
員
制
の
職
能
団
体
で
す
。

　

信
州
大
学
は
、「
臨
床
の
知
」
を
掲
げ
て
現
場
で
の
実
践
教
育
に
力

を
入
れ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
う
し
た
既
存
の
臨
床
経
験
科
目
の
一
部
を

積
極
的
に
活
用
し
て
、
地
域
枠
学
生
向
け
の
参
観
活
動
や
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
の
機
会
を
提
供
し
ま
す
。
総
合
演
習
や
環
境
教
育
な
ど
の
既
存

の
科
目
も
地
域
課
題
を
織
り
交
ぜ
な
が
ら
再
編
し
、
活
用
し
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、「
地
域
教
育
概
論
Ⅰ
」
や
「
地
域
教
育
概
論
Ⅱ
」
な
ど
、

新
規
科
目
も
開
設
さ
れ
ま
す
。こ
れ
ら
の
科
目
も
長
野
県
教
育
委
員
会
、

信
濃
教
育
会
と
連
携
し
て
実
施
さ
れ
る
も
の
で
、
長
野
県
の
教
育
の
現

信州大学・総合選抜入試（地域教員希望枠）の教育プログラム（予定）

■入学前の教育プログラム（予定）
・長野県の教育の現状（１回）　長野県教育委員会（オンデマンド）
・活躍する信州の若手教員（１回）　信濃教育会（オンデマンド）
・信州大学教育学部の取組（２回）　教育学部（オンデマンド）
・コースの特色に応じた内容（３回）　教育学部各コース（オンデマンド＋対面）

■既存科目の一部活用（２科目）：臨床経験科目等の授業内容を一部改変
①教育臨床演習（２年生必履修科目・通年２単位）：参観を中心とする活動
現行の「参観活動」は附属学校（長野地区）を活用した参観活動
→地域枠学生向けの参観活動：近隣の【求める人材像】に示す教育活動を展
開している学校現場
②教職実践演習Ｂ（４年生必履修科目・通年２単位）：実践を中心とする活動
現行の「インターンシップ」は長野市内の公立学校での活動
→地域枠学生向けのインターンシップ：【求める人材像】に対応する教育活動
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■既存科目の活用（２科目）：独自設定科目の履修
①総合演習（２年から４年で選択履修・通年２単位）：探究的に実践する活動
地域枠入学生の課題に基づいてテーマ設定をして活動を展開する
学生の活動支援事業（Educational Challenge）への応募・採択による活動資金
の援助
②環境教育（１年生必履修科目・一部集中 2 単位）：探究的に実践する活動
附属志賀自然教育研究施設（志賀自然教育園）で実施するフィールドワーク
によって信州の自然の特色を体験的・探究的に習得

■新規科目の設置（２科目）：長野県教育委員会・信濃教育会との連携・協働
科目
①地域教育概論Ⅰ（１年生後期・１単位）：長野県教育の「いま」を知る
・形態：オンデマンド形式（第１～６回）と対面（第７回）
・対象：地域枠学生必履修、その他の教育学部生も履修可
・内容：（予定）
　第１回　総論　長野県の教育状況（長野県教育委員会）
　第２回　特色あるへき地
　第３回　特色ある小規模校
　第４回　特色ある ICT 活用
　第５回　外国籍児童
　第６回　特別支援・インクルーシブ教育
　第７回　まとめのディスカッション
②地域教育概論Ⅱ（４年生通年・１単位）：学校を取り巻く社会と地域課題と
を知る
・形態：対面（第１・７回）とフィールドワーク（第２～５回）
・対象：地域枠学生必履修、その他の教育学部生も履修可
・内容：（予定）
　第１回　総論　長野県の教育行政（長野県教育委員会）
　第２回　信州教育の歴史と現在（信濃教育会）
　第３回　防災教育と地域災害（防災教育研究センター）
　第４回　移住者が見た信州の教育と子育て（地域の若手移住者）
　第５回　地域起こし活動と教育（地域おこし協力隊）
　第６回　地場産業・地域観光と教育（地方行政の産業振興課）
　第７回　まとめのディスカッションとプレゼンテーション
→長野県教育委員会：受入れ校の紹介（宿泊場所等の協力も要請）、授業コン
テンツの作成等の協力依頼
→信濃教育会：活動校の紹介、授業コンテンツの作成等の協力依頼
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状
や
、「
へ
き
地
」「
小
規
模
校
」「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）」「
外

国
籍
児
童
」「
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
」
な
ど
地
域
や
現
場
が
抱
え

る
教
育
課
題
に
つ
い
て
、フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
な
ど
も
交
え
な
が
ら
、

総
合
的
に
学
び
ま
す
。

　

信
州
大
学
・
長
野
県
教
育
委
員
会
・
信
濃
教
育
会
が
連
携
し
、「
臨

床
の
知
」
を
中
心
に
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
り
上
げ
る
。
そ
う
す
る

こ
と
が
現
場
に
即
し
た
教
育
を
実
現
す
る
だ
け
で
な
く
、
採
用
試
験

を
控
え
る
学
生
に
と
っ
て
、
教
育
委
員
会
が
求
め
る
教
員
像
に
事
前

に
触
れ
ら
れ
る
と
い
う
意
味
で
も
有
利
に
働
く
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
、「
地
域
枠
」
の
導
入
は
、
高
校
と
大
学
の
高
大
接
続

の
問
題
も
か
ら
ん
で
い
ま
す
ね
。
高
校
生
の
先
取
り
履
修
に
よ
る
目

指
す
人
材
の
明
確
化
と
か
、
学
部
生
が
母
校
に
訪
問
し
て
行
う
広
報

活
動
と
か
、
高
校
と
の
連
携
も
一
生
懸
命
や
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
「
地
域
枠
」
を
は
じ
め
る
き
っ
か
け
は
、
入
試
倍
率
や
就
職

率
の
向
上
な
ど
大
学
側
の
事
情
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
と
同
時
に
、

教
職
大
学
院
へ
の
改
組
も
含
め
た
一
連
の
学
部
改
革
、
長
野
県
固
有

の
課
題
や
附
属
学
校
問
題
な
ど
へ
の
連
携
し
た
対
応
の
蓄
積
を
通
し

て
、
大
学
と
地
域
、
教
育
委
員
会
や
教
育
現
場
と
の
つ
な
が
り
が
密

地域枠で信州の地域課題の解決に挑む教員養成プロジェクトのイメージ図

信州大学・長野県教育委員会・信濃教育会が連携し、「臨床の知」を中心に教育プログラムを作り上げていく。
（信州大学教育学部作成）
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に
な
っ
て
き
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
背
景
に
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
も
し
か
し
た
ら
教
員
養
成
を
大
学

で
、
採
用
研
修
は
教
育
委
員
会
で
、
と
い
う
枠
を
越
え
た
連
携
を
求
め
る
文
部
科
学
省
の
ね
ら
い
が
あ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
信
州
で
い
え
ば
、
信
濃
教
育
会
を
加
え
た
三
者
の
連
携
で
す
ね
。
地
域
の
た
め
に
、
教
育

会
な
ど
も
連
携
で
き
る
こ
と
も
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
と
い
う
気
も
し
て
い
ま
す
。

　

中
村　
へ
き
地
の
教
育
課
題
と
い
う
話
も
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
信
州
大
学
で
は
意
識
的
に
課
題
と
し

て
や
っ
て
こ
ら
れ
て
い
た
ん
で
す
か
。

　

越
智　
そ
こ
に
課
題
が
あ
る
こ
と
は
認
識
し
な
が
ら
も
、正
面
か
ら
取
り
組
ん
で
き
た
と
は
い
い
が
た
い
。

教
職
大
学
院
で
は
現
場
で
学
ぶ
拠
点
校
方
式
を
取
り
入
れ
、
ま
た
、
地
域
課
題
を
扱
う
内
容
の
授
業
も
提
供

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
大
学
院
設
置
の
当
初
は
、
遠
い
南
信
の
先
生
方
は
な
か
な
か
参
加
が
難
し
い
と
い
う
現

実
も
あ
り
ま
し
た
。
最
近
、
南
信
に
も
新
た
に
拠
点
を
つ
く
っ
て
、
少
し
ず
つ
変
わ
っ
て
き
て
は
い
ま
す
。

　

中
村　
長
野
県
は
縦
に
長
い
か
ら
、
同
じ
県
内
で
も
別
の
地
域
の
よ
う
に
感
じ
て
し
ま
い
ま
す
よ
ね
。

　

新
谷
先
生
、
神
奈
川
も
横
浜
周
辺
だ
け
で
は
な
く
て
、
足
柄
や
箱
根
、
丹
沢
と
か
、
山
や
海
の
地
域
が
い

ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、
そ
こ
は
問
題
に
な
ら
な
い
ん
で
す
か
。

　

新
谷　
数
が
少
な
い
で
す
か
ら
、
例
外
的
で
す
よ
ね
。

　

中
村　
信
州
ほ
ど
地
域
課
題
に
現
実
味
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
で
す
ね
。

　

新
谷　
私
は
関
わ
っ
て
い
な
い
け
ど
、
教
職
大
学
院
を
担
当
さ
れ
て
い
る
先
生
方
は
、
指
導
教
員
と
し
て

頻
繁
に
地
域
の
学
校
に
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
教
職
大
学
院
的
な
や
り
方
が
い
ま
の
教
員

養
成
の
主
流
な
ん
で
し
ょ
う
ね
。

　

越
智
先
生
の
話
を
お
も
し
ろ
く
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
驚
い
た
ん
で
す
が
、
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「
地
域
枠
」
の
人
の
必
修
が
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
コ
ー
ス
は
ば
ら
ば
ら
で
す
よ
ね
。
こ
れ
は
同
じ
現
代
教

育
コ
ー
ス
で
も
、「
地
域
枠
」
選
抜
か
ど
う
か
で
、
必
修
科
目
や
単
位
数
が
違
う
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

　

越
智　
現
代
教
育
コ
ー
ス
の
な
か
で
卒
業
に
必
要
な
総
単
位
数
は
変
わ
ら
な
い
だ
ろ
う
け
ど
、
指
定
さ
れ

た
科
目
を
と
る
と
い
う
意
味
で
、お
そ
ら
く
違
う
科
目
を
と
っ
て
卒
業
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
よ
ね
。

　

新
谷　
と
く
に
必
修
科
目
や
単
位
数
が
増
え
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
ん
で
す
か
。

　

越
智　
私
が
所
属
す
る
現
代
教
育
コ
ー
ス
で
い
え
ば
、
選
択
科
目
の
履
修
条
件
の
中
に
、
必
ず
履
修
す
る

よ
う
指
定
す
る
科
目
を
追
加
す
る
な
ど
、
そ
う
い
う
形
で
対
応
す
る
と
思
い
ま
す
。
既
存
科
目
の
一
部
活
用

の
「
教
育
臨
床
演
習
」「
教
育
実
習
演
習
Ｂ
」
は
す
で
に
あ
る
科
目
だ
か
ら
、
そ
の
活
動
内
容
が
違
っ
て
く

る
と
い
う
意
味
だ
と
思
い
ま
す
。
新
規
科
目
は
、
新
し
く
義
務
が
増
え
て
は
い
ま
す
か
ら
必
修
が
増
え
て
い

る
の
は
確
実
で
す
が
、総
単
位
数
が
増
え
な
く
て
済
む
よ
う
に
で
き
る
だ
け
配
慮
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

新
谷　
同
じ
領
域
の
な
か
で
同
じ
科
目
を
と
ら
な
い
と
い
う
考
え
方
が
す
ご
い
と
思
い
ま
す
。
教
員
免
許

を
と
る
に
は
、
け
っ
こ
う
単
位
が
い
っ
ぱ
い
必
要
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

　

越
智　
そ
う
で
す
ね
。
長
野
県
の
場
合
は
、
小
学
校
免
許
と
中
学
校
免
許
の
複
数
免
許
を
持
つ
こ
と
が
望

ま
し
い
と
い
う
要
望
が
強
い
ん
で
す
よ
ね
。
へ
き
地
に
行
く
と
小
学
校
だ
け
で
な
く
て
中
学
校
の
教
員
も

や
っ
て
く
だ
さ
い
と
な
り
ま
す
。
で
す
か
ら
複
数
免
許
を
持
っ
て
い
る
人
が
望
ま
し
い
し
、
そ
う
い
う
人
が

優
先
的
に
採
用
さ
れ
て
き
た
と
い
う
こ
と
は
確
か
に
あ
る
ん
で
す
ね
。

　

そ
う
し
た
状
況
の
な
か
で
、
複
数
免
許
を
持
っ
て
い
る
の
が
売
り
で
は
な
く
て
、「
地
域
枠
」
出
身
が
売

り
に
な
る
こ
と
も
あ
り
う
る
と
思
う
ん
で
す
ね
。

　

新
谷　
副
免
的
な
イ
メ
ー
ジ
と
思
え
ば
い
い
ん
で
す
か
ね
。

【
副
免
（
副
免
許
状
）】

　

大
学
の
教
員
養
成
課
程
の
必
修
科

目
を
履
修
し
て
得
る
教
員
免
許
を
「
主

免
」、
そ
れ
以
外
の
科
目
を
履
修
し
て

得
る
教
員
免
許
を
「
副
免
」
と
い
う
。
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越
智　
副
免
の
代
わ
り
の
オ
プ
シ
ョ
ン
の
一
つ
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
す
か
ね
。
現
代
教
育
コ
ー
ス
な
ど
は

小
学
校
免
許
だ
け
で
卒
業
で
き
る
の
で
、
中
学
校
免
許
を
と
る
代
わ
り
に
、
今
回
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
勉

強
し
ま
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

新
谷　
横
浜
国
大
だ
と
、
教
員
に
な
り
た
い
人
は
副
免
を
取
れ
と
い
う
感
じ
だ
か
ら
、
あ
っ
ぷ
あ
っ
ぷ
に

な
り
か
ね
な
い
と
思
う
ん
で
す
け
ど
。

　

中
村　
そ
れ
は
単
位
数
が
多
す
ぎ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

　

新
谷　
上
限
を
超
え
て
し
ま
う
の
で
、
よ
っ
ぽ
ど
で
な
い
と
取
れ
な
い
。
上
限
撤
廃
も
で
き
ま
す
け
ど
。

　

越
智　
信
州
大
学
で
も
、
か
つ
て
は
空
き
コ
マ
が
な
い
く
ら
い
、
た
く
さ
ん
単
位
を
取
ろ
う
と
す
る
学
生

が
い
ま
し
た
が
、
あ
る
時
期
か
ら
規
制
が
厳
し
く
な
り
ま
し
た
。
一
つ
の
単
位
を
と
る
た
め
に
、
予
習
・
復

習
な
ど
か
な
り
の
時
間
を
学
習
に
費
や
し
て
い
る
は
ず
だ
か
ら
、
一
週
間
に
こ
ん
な
に
履
修
で
き
る
の
は
論

理
的
に
お
か
し
い
と
い
う
こ
と
で
、
上
限
規
制
が
で
き
ま
し
た
よ
ね
。

　

中
村　
一
学
期
で
ど
れ
だ
け
単
位
が
と
れ
る
か
と
い
う
制
度
で
す
よ
ね
。

　

越
智　
そ
う
で
す
ね
。
し
か
し
そ
れ
を
字
義
通
り
に
守
っ
て
い
た
ら
副
免
は
と
れ
ま
せ
ん
か
ら
、
30
単
位

ま
で
は
目
を
つ
む
ろ
う
と
か
暗
黙
の
取
り
決
め
が
あ
る
ん
だ
け
れ
ど
も
、
副
免
ど
こ
ろ
か
、
特
別
支
援
教
育

も
と
る
と
か
、
幼
稚
園
教
諭
の
免
許
も
と
る
と
か
、
欲
張
る
人
が
い
て
、
履
修
指
導
の
中
で
も
め
る
ケ
ー
ス

も
あ
り
ま
す
。

　

中
村　
信
州
大
学
の
「
地
域
枠
」
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
見
る
と
す
ご
く
お
も
し
ろ
そ
う
だ
し
、
よ
さ
そ
う
だ

な
と
思
う
ん
で
す
が
、
い
ま
の
よ
う
な
話
を
聞
く
と
、
た
く
さ
ん
の
単
位
を
と
ら
な
き
ゃ
い
け
な
く
て
、
そ

れ
は
そ
れ
で
大
変
か
も
し
れ
な
い
で
す
ね
。
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越
智　
複
数
免
許
に
加
え
て
「
地
域
枠
」
も
と
な
る
と
、
授
業
内
容
も
濃
そ
う
な
の
で
、
よ
い
学
び
に
は

な
る
も
の
の
、
逆
に
教
員
に
な
る
前
に
つ
ぶ
れ
て
し
ま
う
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
心
配
に
も
な
り
ま
す
ね
。

　

前
田　
信
濃
教
育
会
に
つ
い
て
も
う
少
し
伺
い
た
い
ん
で
す
が
、
教
職
員
組
合
で
は
な
い
ん
で
す
よ
ね
。

　

越
智　
信
濃
教
育
会
は
明
治
19
年
（
１
８
８
６
）
に
結
成
さ
れ
た
公
益
社
団
法
人
で
、
会
員
制
の
職
能
団

体
で
す
。
教
育
会
自
体
は
全
国
に
結
構
あ
っ
た
け
ど
、
い
ま
で
も
残
っ
て
い
る
の
は
珍
し
い
で
す
よ
ね
。

　

前
田　
有
名
な
の
で
名
前
だ
け
は
知
っ
て
い
た
ん
で
す
が
、
教
員
養
成
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
大
学
や
教
育

委
員
会
と
連
携
し
て
取
り
組
む
ほ
ど
の
組
織
だ
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
は
な
か
っ
た
の
で
、
非
常
に
興
味
深
い
で

す
。
も
し
か
し
て
、
教
員
の
研
修
な
ど
で
、
す
で
に
長
野
県
教
育
委
員
会
と
連
携
し
て
い
る
実
績
が
あ
っ
た

り
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

　

越
智　
最
近
と
く
に
結
び
つ
き
が
強
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
去
年
ま
で
信
濃
教
育
会
の
会
長
だ
っ
た
武

田
育
夫
先
生
が
長
野
県
教
育
委
員
会
の
教
育
長
に
な
ら
れ
ま
し
た
。
昔
は
も
う
少
し
距
離
が
あ
っ
た
と
思
う

ん
で
す
け
れ
ど
も
、
大
学
も
含
め
た
三
者
の
つ
な
が
り
が
強
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
三
者
の
つ
な
が
り
が

強
く
な
っ
て
き
た
こ
と
に
は
、
地
域
や
実
践
を
大
事
に
す
る
と
い
う
流
れ
も
あ
る
ん
だ
と
思
う
ん
で
す
。

　

前
田　
い
ま
は
い
ろ
い
ろ
な
立
場
が
寄
っ
て
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
と
思
う
ん
で
す
が
、
教
育
会
と
い

う
団
体
の
役
割
を
ど
う
理
解
す
れ
ば
い
い
ん
だ
ろ
う
と
考
え
な
が
ら
聞
い
て
い
ま
し
た
。
た
と
え
ば
教
育
委

員
会
と
信
濃
教
育
会
が
違
う
ス
タ
ン
ス
を
と
る
こ
と
は
あ
る
の
か
と
か
、
こ
の
二
つ
が
な
ぜ
分
か
れ
て
い
る

必
要
が
あ
る
か
と
か
、
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

　

越
智　
教
育
委
員
会
は
行
政
機
関
で
す
よ
ね
。
教
育
会
は
教
師
た
ち
が
自
分
た
ち
で
つ
く
っ
た
会
員
組
織

な
の
で
互
助
組
合
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
で
す
。
自
分
た
ち
の
た
め
に
、
も
っ
と
自
由
に
動
け
る
。
昔
は
教
職
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員
組
合
と
の
関
係
も
あ
っ
た
の
で
非
常
に
複
雑
だ
っ
た
と
思
う
け
ど
、
子
ど
も
の
側
か
ら
授
業
を
考
え
る
、

子
ど
も
の
具
体
で
授
業
を
語
る
な
ど
を
重
視
し
つ
つ
、「
教
師
の
力
量
形
成
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
か
」

を
教
員
た
ち
が
一
生
懸
命
考
え
る
と
い
う
伝
統
が
長
野
に
は
あ
る
ん
で
す
ね
。
教
育
委
員
会
と
い
う
行
政
か

ら
距
離
を
と
る
、
教
職
員
組
合
と
も
ま
た
距
離
を
と
る
と
い
う
の
も
、
信
濃
教
育
会
の
独
自
性
だ
と
は
思
う

ん
で
す
よ
ね
。

　

私
が
長
野
に
来
た
頃
は
独
自
の
世
界
を
つ
く
っ
て
い
て
敷
居
が
高
か
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
い
ろ
ん
な
意
味

で
風
通
し
が
よ
く
な
っ
て
き
て
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
ね
。

　

前
田　
若
い
方
も
入
る
団
体
で
す
か
。

　

越
智　
先
生
に
な
っ
た
ら
入
る
人
が
多
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。
現
在
、
長
野
県
内
小
中
学
校
の
教
職
員
を

中
心
に
一
万
人
を
超
え
る
会
員
が
い
る
よ
う
で
す
。

　

前
田　
文
部
科
学
省
が
「
地
域
枠
」
の
事
業
を
立
て
て
、
全
国
か
ら
20
大
学
ぐ
ら
い
採
択
さ
れ
た
と
い
う

話
が
は
じ
め
に
あ
っ
た
ん
で
す
が
、
中
村
先
生
、
こ
れ
は
国
立
大
学
だ
け
の
事
業
で
す
か
。

　

中
村　
い
え
、
募
集
は
国
立
大
学
に
限
っ
て
い
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
国
立
大
学
が
多
か
っ
た
記
憶

が
あ
り
ま
す
。

教
員
採
用
の
「
地
域
枠
」
と
実
際

　

中
村　
そ
れ
で
は
、
い
ま
お
聞
き
し
た
事
例
を
踏
ま
え
て
、
教
員
養
成
学
部
に
お
け
る
「
地
域
枠
」
入
学

制
度
に
つ
い
て
考
え
た
こ
と
、
感
じ
た
こ
と
を
、
ま
ず
前
田
先
生
に
、
論
点
や
お
気
づ
き
に
な
っ
た
点
を
出
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し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
を
基
に
「
地
域
枠
」
問
題
に
絞
っ
て
、こ
れ
を
ど
う
と
ら
え
て
い
っ

た
ら
い
い
の
か
を
考
え
る
議
論
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
前
田
先
生
、
二
つ
の
大
学
の
事
例
を
踏
ま
え
て
お
話
を
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

前
田　
地
域
に
お
け
る
教
員
供
給
の
機
能
を
、
新
制
大
学
以
降
で
は
な
く
戦
前
に
遡
っ
て
考
え
る
と
、
師

範
学
校＊

の
時
代
か
ら
地
域
に
教
員
を
送
り
出
し
、
地
域
は
そ
れ
を
採
用
す
る
と
い
う
関
係
が
す
で
に
あ
り
ま

し
た
。
戦
後
に
お
い
て
は
、
師
範
学
校
に
限
ら
ず
教
職
課
程
を
履
修
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
教
員
免
許
状
を
設

置
者
を
問
わ
ず
、
ど
こ
の
大
学
や
学
校
に
入
学
し
て
も
取
れ
る
と
い
う
「
開
放
制
」
の
仕
組
み
に
変
わ
り
ま

し
た
。

　

そ
の
仕
組
み
を
つ
く
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
じ
つ
は
そ
れ
で
は
う
ま
く
地
域
の
教
員
供
給
が
で
き
な
い
時

期
が
あ
っ
た
ん
で
す
ね
。
た
と
え
ば
、
私
の
著
書
『
戦
後
日
本
の
教
員
採
用
─
─
試
験
は
な
ぜ
始
ま
り
普
及

し
た
の
か
』（
97
ペ
ー
ジ
「
ブ
ッ
ク
レ
ビ
ュ
ー
」
参
照
）
で
研
究
し
た
青
森
県
で
は
、
教
員
供
給
を
弘
前
大

学
の
学
生
で
賄
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
弘
前
大
学
教
育
学
部
へ
の
入
学
者
を
確
保
す
る
た
め

に
、
戦
後
当
初
は
、
教
育
委
員
会
が
奨
学
金
を
出
し
た
り
、
教
員
の
な
り
手
が
少
な
い
市
町
村
が
独
自
の
奨

学
金
を
出
し
た
り
し
て
、
何
と
か
弘
前
大
学
教
育
学
部
へ
学
生
に
通
っ
て
も
ら
っ
て
、
そ
の
卒
業
生
を
迎
え

る
こ
と
で
地
域
の
教
員
を
確
保
し
て
い
く
と
い
う
奨
学
金
と
結
び
つ
い
た
教
員
供
給
の
体
制
が
つ
く
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
青
森
県
も
へ
き
地
の
問
題
が
深
刻
で
し
た
の
で
。

　

戦
後
は
全
国
に
新
制
大
学
が
増
え
て
い
き
、
教
員
の
就
職
難
と
い
う
時
期
を
経
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
徐
々

に
奨
学
金
に
よ
っ
て
結
び
つ
い
た
教
員
供
給
は
廃
止
さ
れ
た
り
、
奨
学
金
が
給
付
制
か
ら
貸
与
制
に
な
っ
た

り
し
て
い
き
ま
し
た
。

【
師
範
学
校
】

　
明
治
５
年
（
１
８
７
２
）
に
東
京
に

開
校
し
た
の
を
は
じ
め
各
府
県
に
設
置

さ
れ
た
教
員
養
成
機
関
。
授
業
料
は
無

償
で
、
師
範
学
校
→
高
等
師
範
学
校
→

文
理
科
大
学
と
進
学
す
る
こ
と
も
で
き

た
。
ま
た
、
男
子
の
師
範
学
校
と
は
別

に
女
子
師
範
学
校
も
設
置
さ
れ
た
。
戦

後
、
新
制
大
学
の
教
育
学
部
、
学
芸
学

部
と
し
て
再
出
発
し
た
。
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こ
の
教
員
供
給
と
非
常
に
緊
密
に
結
び
つ
い
た
県
教
育
委
員
会
が
世
話
す
る
ル
ー
ト
は
、「
地
元
の
国
立

大
学
教
員
養
成
学
部
を
卒
業
し
た
ら
、
地
元
の
教
員
に
な
る
よ
ね
」
と
い
う
実
績
関
係
が
強
固
に
支
え
て
、

そ
の
土
台
と
な
っ
て
い
た
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
が
需
給
関
係
が
変
わ
る
な
か
で
、
地
元
の
国
立
大
学

か
ら
地
元
の
教
員
と
い
う
こ
と
が
あ
ま
り
自
明
視
さ
れ
な
く
な
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
ん
だ
と
思

い
ま
す
。

　

い
ま
の
「
地
域
枠
」
と
い
う
制
度
が
出
て
き
た
背
景
に
は
、
も
し
か
し
た
ら
、
過
去
の
実
績
関
係
と
い
う

か
、
歴
史
的
な
背
景
の
う
え
に
新
た
な
入
試
の
仕
組
み
と
し
て
、
奨
学
金
と
は
結
び
つ
か
な
い
、
不
安
定
な

が
ら
も
個
人
の
意
思
決
定
に
依
存
す
る
形
と
し
て
「
地
域
枠
」
制
度
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
、
お
話
を
聞

い
て
い
て
思
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
お
そ
ら
く
、
国
立
大
学
の
法
人
化
や
教
員
養
成
分
野
の
定
員
抑
制
の
撤
廃
と
い
う
よ
う
な
別
の
政

策
の
ト
レ
ン
ド
か
ら
の
影
響
も
受
け
な
が
ら
、
教
員
養
成
コ
ー
ス
の
改
革
が
断
続
的
に
広
が
っ
て
い
っ
た
の

か
な
と
い
う
印
象
を
受
け
ま
し
た
。

　

こ
れ
が
興
味
深
い
の
は
、
完
全
に
同
じ
で
は
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
県
教
育
委
員
会
で
も
、
冒
頭
で
少

し
ご
紹
介
し
ま
し
た
が
、「
地
域
枠
」
の
教
員
採
用
が
広
が
っ
て
い
て
、
２
０
０
０
年
代
以
降
の
動
き
と
も

関
連
し
て
い
る
と
い
う
ふ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

　

入
試
の
「
地
域
枠
」
で
は
な
く
、
教
員
の
「
地
域
限
定
採
用
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
と
、
一
番
初
め
に

導
入
し
た
の
が
島
根
県
教
育
委
員
会
で
、
１
９
９
９
年
の
こ
と
で
し
た
。
島
根
県
は
ご
存
じ
の
と
お
り
東
西

に
長
い
。
島
根
県
の
中
心
地
は
松
江
で
す
が
、
県
の
東
側
の
沿
岸
部
に
あ
る
ん
で
す
ね
。
教
員
に
な
り
た
い

人
が
多
い
の
は
松
江
で
、
県
の
西
側
の
教
員
供
給
が
昔
か
ら
非
常
に
難
し
い
。
県
の
西
側
で
教
員
に
な
っ
て
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く
れ
る
人
を
枠
と
し
て
確
保
し
て
採
用
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
、
地
域
限
定
採
用
が
は
じ
ま
っ
た
の
だ
そ
う

で
す
。
島
根
県
に
お
い
て
は
、
い
ま
も
へ
き
地
の
問
題
が
か
な
り
現
実
的
な
も
の
と
し
て
取
り
組
ま
れ
て
い

ま
す
。

　

そ
の
次
が
、
期
間
が
あ
い
て
２
０
０
８
年
の
京
都
府
で
す
。
京
都
府
も
北
部
地
域
（
丹
後
半
島
な
ど
）
の

限
定
採
用
と
い
う
「
地
域
枠
」
が
設
定
さ
れ
ま
し
た
。
京
都
も
島
根
と
同
じ
よ
う
に
、
教
員
に
な
り
た
い
人

が
相
対
的
に
少
な
い
地
域
に
教
員
を
確
保
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

文
部
科
学
省
の
資
料
を
見
ま
す
と
、
全
国
で
は
い
ま
13
の
自
治
体
が
何
ら
か
の
地
域
限
定
採
用
を
行
っ
て

い
ま
す
（
46
ペ
ー
ジ
・
表
３
）。
こ
れ
は
「
地
域
枠
」
入
試
を
導
入
し
て
い
る
自
治
体
と
か
ぶ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

だ
か
ら
単
純
に
入
試
と
地
域
採
用
が
対
応
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
は
思
う
ん
で
す
が
、
地
域
の
教
員
供

給
が
難
し
い
地
域
に
採
用
枠
を
つ
く
っ
て
教
員
を
確
保
し
て
い
こ
う
と
い
う
動
き
は
、
２
０
０
０
年
代
、
自

治
体
側
で
も
顕
著
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
と
関
連
し
て
で
す
け
れ
ど
も
、
中
村
先
生
か
ら
文
部
科
学
省
が
今
年
、「
地
域
枠
」
入
試
に
補

助
事
業
を
開
始
し
た
と
い
う
話
が
あ
り
ま
し
た
。
私
は
主
に
自
治
体
間
の
政
策
波
及
と
い
う
こ
と
に
関
心
を

持
っ
て
著
書
で
も
扱
っ
て
い
る
ん
で
す
が
、
こ
の
「
地
域
枠
」
入
試
は
、
大
学
間
で
政
策
波
及
が
起
こ
っ
た

事
例
と
し
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
か
と
い
う
と
、
２
０
０
５
年
以
降
滋
賀
大
を
皮
切
り
に
地
域
の
事
情
に
応
じ
て
、

先
行
す
る
大
学
が
自
分
た
ち
の
改
革
の
一
つ
の
選
択
肢
と
し
て
「
地
域
枠
」
を
徐
々
に
導
入
し
て
い
き
ま
し

た
。
そ
れ
が
い
ま
に
至
っ
て
政
府
に
よ
っ
て
政
策
と
し
て
も
採
択
さ
れ
、
乗
り
遅
れ
て
い
た
大
学
が
横
並
び

競
争
で
、
そ
れ
に
応
募
す
る
と
い
う
形
で
、
政
策
波
及
の
最
終
段
階
が
「
地
域
枠
」
入
試
で
起
こ
り
は
じ
め
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て
い
る
と
い
う
ふ
う
に
理
解
で
き
る
か
な
と
思
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
伊
藤
修
一
郎
先
生
が
提
示
し
た
「
動

的
相
互
依
存
モ
デ
ル
」
と
い
う
政
策
波
及
の
分
析
枠
組
み
に
依
拠
し
て
い
ま
す
。

　

な
ぜ
こ
れ
が
は
じ
ま
っ
て
広
が
っ
て
き
た
の
か
、
歴
史
的
な
背
景
と
近
年
の
政
策
の
ト
レ
ン
ド
、
大
学
が

受
け
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
改
革
圧
力
と
が
ブ
レ
ン
ド
さ
れ
て
い
て
、
非
常
に
い
ろ
い
ろ
な
論
点
が
入
っ
て
い

る
対
象
だ
と
「
地
域
枠
」
を
見
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

中
村　
ま
さ
に
前
田
先
生
の
お
得
意
な
と
こ
ろ
で
、
論
点
、
と
ら
え
方
、
歴
史
的
な
背
景
も
含
め
て
興
味

深
い
点
を
ご
指
摘
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
前
田
先
生
の
お
話
に
関
し
て
、
越
智
先
生
、
新
谷
先
生
か
ら
何

か
ご
ざ
い
ま
す
か
。

　

教
員
採
用
の
い
ろ
ん
な
制
約
を
考
え
ま
す
と
、
改
革
圧
力
も
、
歴
史
的
な
経
路
依
存
も
、
個
々
の
大
学
の

事
情
も
あ
り
ま
す
。
そ
う
な
る
と
「
地
域
枠
」
が
ど
れ
だ
け
効
果
が
あ
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
も
な
っ
て
き

ま
す
。「
地
域
枠
」
自
体
に
、
本
来
的
に
よ
い
と
こ
ろ
と
か
、
可
能
性
は
あ
り
ま
す
か
ね
。

　

越
智　
経
路
依
存
性
と
か
、お
も
し
ろ
い
話
だ
と
思
い
ま
す
。
青
森
県
の
ケ
ー
ス
も
リ
ア
ル
な
「
地
域
枠
」

な
ん
で
し
ょ
う
ね
。
信
州
大
学
の
場
合
、
過
疎
地
も
あ
る
か
ら
、「
地
域
枠
」
を
設
定
す
る
理
由
は
、
教
員

志
望
濃
度
の
高
い
人
を
確
保
す
る
と
い
う
意
味
が
強
い
と
思
い
ま
す
。
長
野
県
の
出
身
で
長
野
県
の
先
生
に

な
り
た
い
、
そ
の
強
調
点
は
、「
長
野
県
の
」
と
い
う
よ
り
は
「
先
生
に
な
り
た
い
」
と
い
う
方
向
に
あ
る

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
だ
か
ら
、「
地
域
枠
」
に
来
る
人
は
絶
対
に
先
生
に
な
る
だ
ろ
う
と
い
う
思
い
が
あ

り
ま
す
。

　

そ
の
背
景
は
、
文
部
科
学
省
の
政
策
と
し
て
の
定
員
削
減
で
す
よ
ね
。
教
員
就
職
率
が
減
る
と
、
教
育
学

部
の
規
模
を
縮
小
す
る
と
い
う
圧
力
が
あ
る
。
教
員
就
職
率
を
あ
る
程
度
確
保
し
た
い
と
い
う
の
は
切
実
な
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小 中 高 特
支

養
教

栄
教 いずれかが○の場合、地域枠の具体的な内容

北海道 ○ ○
採用後特定の地域での勤務を条件とする（ただし、原則とし
て、採用後 4 年間は当該地域以外の地域で勤務する）。

青森県

岩手県

宮城県 ○
東日本大震災の被災地を含む地域（気仙沼教育事務所管内及
び東部教育事務所管内）で採用後 10 年程度同地区に勤務す
ることを希望する方を対象とした選考。

秋田県

山形県

福島県 ○ 小学校において「奥会津採用枠」と「相双採用枠」を設置。

茨城県

栃木県

群馬県

埼玉県

千葉県

東京都 ○ 水産担当教員、調理師養成施設及び介護福祉士養成施設。

神奈川県

新潟県 ○ ○
出願形式Ⅱ（小千谷市、十日町市、魚沼市、津南町、湯沢町）
出願形式Ⅲ（佐渡市）

富山県

石川県

福井県

山梨県

長野県 ○ ○ ○

・長野県内を 4 つのブロックに分け、ブロック毎の採用数を
設定し、新規採用者を募集。
・志願者は、4 つのブロックのいずれかを「採用地ブロック」
として選択。
・新規採用者は、原則として「採用地ブロック」へ配置。

岐阜県 ○ ○ ○

高等学校教諭・特別支援学校教諭志願者は、県外出身者（県
外の中学校及び県外の高等学校を卒業した者のこと）であ
り、採用後、飛騨地域・恵那地域・郡上地域の特別支援学校
で 10 年程度勤務することが可能な者。

静岡県

愛知県

三重県

表3　地域枠を設けた選考の実施内容（都道府県）
（文部科学省「令和 3 年度教師の採用等の改善に係る取組事例」より）
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小：小学校教諭、中：中学校教諭、高：高等学校教諭、特支：特別支援学校教諭、養教：養護教諭、栄教：
栄養教諭。

小 中 高 特
支

養
教

栄
教 いずれかが○の場合、地域枠の具体的な内容

滋賀県

京都府 ○ ○ ○ ○ 北部採用枠……10 年程度は北部地域で勤務。

大阪府

兵庫県 ○

但馬、丹波、播磨西（ただし、姫路市は除く）の各地域で、
ふるさとへの愛着と誇りを持ち、地域の教育課題を十分認識
するなど子どもたちのふるさと意識醸成にむけた教育を推進
できる教員を確保するため、「小学校・特別支援学校」区分
において、「採用地域希望優先制度」を実施。採用後において、
当該地域で原則 10 年以上勤務することが採用の条件。

奈良県

和歌山県

鳥取県

島根県 ○ ○ ○
石見地域（大田市・江津市・浜田市・益田市・邑智郡・鹿足郡）
隠岐地域（隠岐郡）

岡山県 ○ ○ ○
指定した地域で採用後 10 年以上勤務可能な者であることを
条件としている。

広島県

山口県

徳島県

香川県

愛媛県

高知県 ○ ○ 中山間地域。

福岡県

佐賀県

長崎県 ○ 採用から 10 年連続して、原則同一離島市町に勤務できる。

熊本県

大分県

宮崎県

鹿児島県

沖縄県

合計 11 7 4 2 2 1
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願
い
だ
と
思
い
ま
す
。「
地
域
枠
」
で
先
生
に
な
る
可
能
性
が
高
い
人
が
一
定
数
い
る
と
、
有
利
に
な
り
ま

す
よ
ね
。
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
問
題
も
あ
り
ま
す
が
、
一
番
は
教
員
志
望
者
確
保
と
い
う
の
が
現
実
的
な
課

題
だ
と
感
じ
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
長
野
県
教
育
委
員
会
と
一
緒
に
や
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
採
用
で
も
有
利
に
な
る
の
で
は
な
い

か
と
い
う
期
待
は
ど
こ
か
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。
長
野
県
と
一
緒
に
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
つ
く
る
こ
と
も

あ
っ
て
、
あ
か
ら
さ
ま
に
は
な
い
と
思
う
け
れ
ど
も
、
面
接
試
験
で
有
利
に
パ
ス
で
き
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と

い
う
期
待
も
あ
る
気
が
し
ま
す
ね
。

　

新
谷　
前
田
先
生
の
歴
史
的
な
お
話
を
伺
う
と
、
昔
の
文
脈
だ
と
、
わ
り
と
学
閥
的
な
も
の
に
近
い
の
か

な
と
思
っ
た
ん
で
す
ね
。
特
定
の
師
範
学
校
が
そ
の
都
道
府
県
の
教
員
の
中
核
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
。
い

ま
の
「
地
域
枠
」
を
考
え
る
と
、
教
員
に
な
る
人
の
数
だ
け
で
な
く
て
、
幹
部
候
補
的
な
教
員
を
と
る
と
こ

ろ
な
の
か
な
と
思
い
ま
し
た
。
私
の
大
学
で
考
え
て
い
く
と
、
数
は
確
保
で
き
な
い
け
ど
、
中
核
的
な
人
を

育
て
る
こ
と
を
狙
っ
て
い
る
の
か
と
も
思
い
な
が
ら
聞
い
て
い
ま
し
た
。

　

越
智　
幹
部
的
な
の
は
教
職
大
学
院
の
ほ
う
で
強
い
で
す
よ
ね
。

　

新
谷　
「
地
域
枠
」
も
教
職
大
学
院
に
近
い
感
じ
か
な
と
思
う
ん
で
す
。

　

前
田　
教
員
の
地
域
限
定
採
用
は
、
ま
さ
に
幹
部
候
補
に
な
っ
て
く
れ
る
人
を
と
り
た
い
と
い
う
狙
い
が

あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
島
根
県
だ
と
、
若
い
う
ち
に
山
間
地
の
経
験
を
し
て
、
何
年
か
し
た
ら
都
市
部
に
戻

る
と
い
う
人
事
異
動
の
ル
ー
ト
に
な
る
ら
し
い
ん
で
す
。
そ
う
す
る
と
、
山
間
地
に
お
け
る
地
域
の
教
育
を

担
う
人
材
が
い
つ
ま
で
も
不
慣
れ
な
人
に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
問
題
が
あ
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
山
間
地

に
ず
っ
と
住
ん
で
く
れ
て
、
山
間
地
の
地
域
を
支
え
る
幹
部
を
育
て
た
い
と
い
う
狙
い
が
あ
る
そ
う
で
す
。
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地
域
限
定
採
用
に
は
、
ま
さ
に
単
な
る
数
の
増
加
だ
け
で
は
な
く
て
、
中
長
期
的
な
こ
と
を
考
え
て
の
採
用

枠
だ
そ
う
で
す
。

　

そ
う
考
え
る
と
、
入
試
の
「
地
域
枠
」
も
、
数
の
確
保
と
い
う
よ
り
は
、
お
そ
ら
く
は
地
元
に
根
づ
い
て

く
れ
る
人
を
と
り
た
い
と
い
う
狙
い
が
一
つ
に
あ
る
ん
だ
ろ
う
な
と
、
新
谷
先
生
の
お
話
を
聞
い
て
い
て
思

い
ま
し
た
。

　

中
村　
い
ま
の
点
は
と
て
も
大
事
な
話
か
も
し
れ
な
い
で
す
ね
。
こ
の
座
談
会
の
た
め
に
、
私
も
い
ろ
い

ろ
な
記
事
を
読
み
あ
さ
り
ま
し
た
が
、
教
員
不
足
が
非
常
に
深
刻
だ
と
い
う
こ
と
で
、
そ
れ
に
対
す
る
窮
余

策
的
な
感
じ
で
「
地
域
枠
」
が
い
よ
い
よ
導
入
さ
れ
て
、
文
部
科
学
省
も
旗
を
振
っ
て
、
各
大
学
も
導
入
し

は
じ
め
て
い
る
と
い
う
流
れ
が
あ
る
よ
う
な
気
が
す
る
ん
で
す
。

　

た
だ
、
最
初
に
新
谷
先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に
、「
地
域
枠
」
を
導
入
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
地
域

の
教
員
を
目
指
す
人
が
そ
の
分
だ
け
増
え
る
か
と
い
う
と
、
そ
う
と
も
言
い
き
れ
な
い
わ
け
で
す
よ
ね
。
そ

う
な
っ
て
く
る
と
、「
地
域
枠
」
っ
て
何
な
ん
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
に
な
る
わ
け
で
す
。
し
か
し
、
よ
り
中

核
的
な
人
材
を
育
て
る
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
あ
れ
ば
、
地
域
枠
を
つ
く
る
こ
と
の
意
義
も
わ
か
り
や
す
く

な
る
。
数
が
増
え
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
別
の
効
果
が
期
待
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
意
味
で
は
、
考

え
て
も
い
い
論
点
か
も
し
れ
な
い
で
す
ね
。
い
ま
教
育
の
世
界
は
教
員
の
数
が
足
り
な
い
こ
と
が
最
大
の
課

題
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
れ
を
ま
ず
何
と
か
し
た
い
と
い
う
思
い
は
当
然
に
あ
る
ん
で
す
け
ど
ね
。

　

越
智　
予
期
的
社
会
化
的
な
効
果
は
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。「
地
域
枠
」
で
募
集
し
て
、
自
分
で
入
試
に

達
す
る
た
め
に
推
薦
論
文
を
書
い
た
り
、
自
己
ア
ピ
ー
ル
を
し
た
り
、
事
前
に
地
域
の
話
を
聞
い
た
り
す
る

な
か
で
、
志
望
の
と
き
に
あ
い
ま
い
だ
っ
た
「
自
分
は
こ
の
地
域
が
好
き
な
ん
だ
」
み
た
い
な
気
持
ち
が
強
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化
さ
れ
て
、
卒
業
し
た
あ
と
に
が
ん
ば
れ
る
み
た
い
な
人
は
出
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
で
す
よ
ね
。
そ
の
可

能
性
は
十
分
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

中
村　
先
ほ
ど
越
智
先
生
か
ら
ご
紹
介
い
た
だ
い
た
長
野
県
の
地
域
教
育
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
、
そ
う
い
う

狙
い
が
な
け
れ
ば
わ
ざ
わ
ざ
用
意
さ
れ
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
で
す
よ
ね
。
地
域
教
育
を
き
っ
か
け
に
、

よ
り
地
域
へ
の
関
心
を
強
く
す
る
ケ
ー
ス
が
な
い
と
は
言
え
な
い
で
す
よ
ね
。
だ
か
ら
、「
地
域
枠
」
で
、

教
員
の
数
が
増
え
な
く
て
も
、
ま
っ
た
く
無
意
味
と
い
う
こ
と
で
も
な
い
気
が
す
る
ん
で
す
。

　

越
智　
「
地
域
枠
」
に
よ
っ
て
、
大
学
と
教
育
委
員
会
と
信
濃
教
育
会
を
連
携
さ
せ
て
、
そ
の
関
係
が
強

化
さ
れ
て
い
く
と
い
う
効
果
は
あ
る
ん
だ
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。

教
員
養
成
を
め
ぐ
る
地
域
の
論
点

　

中
村　
少
し
話
を
広
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。「
地
域
枠
」
入
試
の
問
題
も
含
め
て
、
教
員
養
成
と
地
域
の

問
題
を
も
う
少
し
幅
を
広
げ
て
考
え
て
、
ど
う
い
う
形
が
あ
り
得
る
の
か
。
教
員
需
要
を
ど
う
や
っ
て
満
た

し
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
を
教
員
養
成
大
学
の
役
割
と
し
て
考
え
た
と
き
に
、
べ
つ
に
「
地
域
枠
」
で
あ
る

必
要
も
な
く
て
、
先
生
方
が
お
っ
し
ゃ
ら
れ
た
よ
う
に
、
各
大
学
か
ら
教
員
に
な
っ
て
く
れ
る
人
が
い
っ
ぱ

い
増
え
て
く
れ
れ
ば
、
そ
れ
が
満
た
さ
れ
る
。
そ
う
い
っ
た
こ
と
を
含
め
て
、
こ
れ
ま
で
の
議
論
も
踏
ま
え

て
、
教
員
養
成
と
地
域
の
あ
る
べ
き
姿
に
つ
い
て
議
論
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

越
智
先
生
か
ら
お
話
い
た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

　

越
智　
二
つ
テ
ー
マ
が
あ
る
と
思
う
ん
で
す
。
一
つ
は
、
中
村
先
生
も
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
公
平
性
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が
求
め
ら
れ
る
入
試
に
お
い
て
、「
地
域
枠
」
入
試
は
公
平
性
が
保
て
る
の
か
と
い
う
問
題
。
も
う
一
つ
は
、

私
は
文
部
科
学
省
の
狙
い
の
一
つ
だ
と
思
い
ま
す
け
ど
、「
地
域
枠
」
を
つ
く
る
こ
と
で
、
大
学
と
地
方
の

教
育
委
員
会
や
信
濃
教
育
会
な
ど
の
組
織
と
の
連
携
が
生
ま
れ
、
そ
の
副
次
的
効
果
で
、
教
育
そ
の
も
の
を

変
え
て
い
き
た
い
と
い
う
考
え
が
あ
る
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。

　

こ
れ
は
教
職
大
学
院
の
改
革
と
も
連
動
す
る
と
思
う
ん
で
す
。
大
学
で
は
資
格
を
取
る
た
め
の
教
育
を

や
っ
て
、
採
用
と
実
践
的
な
教
育
は
教
育
委
員
会
が
担
う
。
い
ま
ま
で
の
分
離
型
の
体
制
か
ら
融
合
型
の
体

制
に
し
て
い
き
た
い
。
大
学
を
も
っ
と
実
践
に
近
づ
け
た
い
と
い
う
狙
い
だ
と
思
う
ん
で
す
。
地
域
で
の
教

育
実
践
と
か
、
現
場
に
近
い
教
育
を
や
ら
せ
る
と
い
う
政
策
方
針
の
流
れ
が
あ
る
。
た
だ
、
こ
れ
に
も
い
い

面
と
悪
い
面
の
両
面
が
あ
る
と
思
う
ん
で
す
。
こ
の
二
つ
の
論
点
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
の
意
見
を
お
聞
き
し

た
い
で
す
。

　

中
村　
一
つ
目
の
論
点
は
入
試
の
公
平
性
と
い
う
話
で
す
。
私
は
個
人
的
に
す
ご
い
関
心
が
あ
り
ま
す
。

た
と
え
ば
「
地
域
枠
」
を
設
置
し
た
こ
と
で
何
ら
か
の
フ
ェ
ア
な
感
情
を
害
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
る
の

か
。
そ
れ
は
正
当
な
の
か
。
教
員
採
用
の
地
域
限
定
枠
で
も
、
公
平
性
の
点
で
問
題
に
な
ら
な
い
の
か
。
先

生
方
は
ど
う
い
う
ご
意
見
を
お
持
ち
で
し
ょ
う
か
。

　

新
谷　
出
口
に
あ
た
る
教
員
採
用
の
「
地
域
枠
」
の
場
合
は
そ
ん
な
に
問
題
な
い
と
思
い
ま
す
。
も
し
「
地

域
枠
」
が
不
公
平
か
ど
う
か
を
考
え
る
の
だ
と
す
る
と
、
入
学
試
験
で
絞
っ
た
場
合
で
し
ょ
う
か
。

　

中
村　
入
試
に
お
け
る
「
地
域
枠
」
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

　

新
谷　
不
公
平
か
と
考
え
る
な
ら
、私
は
「
地
域
枠
」
は
不
公
平
の
問
題
と
は
違
う
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　

中
村　
新
谷
先
生
の
横
浜
国
大
の
現
行
の
や
り
方
は
、「
地
域
枠
」
を
受
け
る
に
は
、
住
民
票
が
な
い
と
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い
け
な
い
と
い
う
絞
り
方
を
し
て
い
ま
す
よ
ね
。
こ
れ
は
ど
う
お
考
え
に
な
り
ま
す
か
。

　

新
谷　
こ
の
要
件
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ほ
ん
と
う
に
ほ
か
の
人
が
排
除
さ
れ
て
い
る
か
と
い
う
と
、

結
局
は
ど
の
入
試
で
合
格
す
る
か
だ
け
の
違
い
で
、
完
全
に
公
平
と
は
言
い
切
れ
な
い
け
れ
ど
、
そ
こ
ま
で

極
端
に
不
公
平
に
は
な
っ
て
い
な
い
と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。
公
平
の
問
題
は
、
不
利
な
立
場
に
な
る
人
の

不
利
を
よ
り
解
消
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
す
の
で
、「
地
域
枠
」
が
あ
る
こ
と
で
、
神
奈
川
県
以
外
の
地
域

の
人
が
不
利
に
な
っ
て
い
る
と
強
調
さ
れ
る
ほ
ど
、
不
利
に
な
っ
て
い
な
い
気
が
す
る
ん
で
す
よ
ね
。

　

横
浜
国
大
で
は
、
い
ま
学
校
推
薦
入
試
を
二
つ
や
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
は
確
か
に
、
神
奈
川
県
の
人
は

二
回
、ほ
か
の
都
道
府
県
の
人
は
「
全
国
枠
」
で
一
回
し
か
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
が
、ど
ち
ら
か
で
合
格
し
た
ら
、

ど
ち
ら
か
は
合
否
対
象
か
ら
外
れ
ま
す
の
で
、
単
純
に
合
格
の
チ
ャ
ン
ス
を
奪
っ
て
い
る
と
い
う
ほ
ど
の
排

除
は
や
っ
て
い
な
い
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。

　

中
村　
そ
う
で
す
ね
。
制
度
の
つ
く
り
方
に
よ
っ
て
印
象
は
だ
い
ぶ
変
わ
り
ま
す
よ
ね
。
国
立
大
学
の
横

浜
国
大
で
は
、
国
立
大
学
な
の
に
神
奈
川
県
の
人
が
優
遇
さ
れ
て
い
る
と
い
う
矛
盾
は
議
論
に
な
ら
な
い
ん

で
す
か
。

　

新
谷　
そ
れ
は
大
学
の
種
別
化
と
い
う
か
、
地
域
に
貢
献
し
ろ
と
い
わ
れ
て
、
地
域
型
の
大
学
に
さ
れ
た

と
き
に
一
番
矛
盾
を
感
じ
ま
し
た
ね
。

　

中
村　
確
か
に
機
能
的
に
は
境
目
は
あ
い
ま
い
で
す
よ
。
公
立
大
学
か
国
立
大
学
か
に
関
係
な
く
、
教
育

学
部
が
あ
っ
た
ら
そ
う
い
う
役
割
を
担
わ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
機
能
的
な
問
題
は
同
じ
な
の
か
な
と
い

う
気
が
す
る
ん
で
す
。
そ
れ
で
も
国
立
大
学
で
神
奈
川
県
の
人
が
優
遇
さ
れ
て
い
る
と
い
う
矛
盾
に
つ
い
て

は
、
議
論
は
あ
っ
て
も
い
い
か
な
と
個
人
的
に
は
思
う
ん
で
す
。
た
だ
、
目
く
じ
ら
を
立
て
る
べ
き
か
と
い
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わ
れ
る
と
、
そ
う
で
も
な
い
。
定
員
が
そ
ん
な
に
多
く
も
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
。

　

我
々
は
テ
ス
ト
の
議
論
で
ハ
イ
ス
テ
イ
ク
ス
・
テ
ス
ト＊

と
よ
く
い
い
ま
す
が
、
た
と
え
ば
司
法
試
験
に
合

格
か
不
合
格
か
の
よ
う
な
、
人
生
に
お
い
て
決
定
的
な
重
要
性
を
持
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
試
験
だ
と
、
特
定

の
人
は
受
け
ら
れ
な
い
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
非
常
に
大
き
な
問
題
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。し
か
し
、

横
浜
国
大
の
地
域
枠
で
数
十
人
を
選
抜
す
る
こ
と
が
、
ど
れ
だ
け
不
公
平
か
と
い
わ
れ
た
ら
、
そ
こ
ま
で
問

題
に
す
べ
き
か
は
疑
問
も
あ
り
ま
す
ね
。

　

新
谷　
そ
れ
は
「
女
子
枠＊

」
と
も
近
い
話
か
と
思
う
ん
で
す
。「
女
子
枠
」
も
例
外
的
な
こ
と
で
、
例
外

に
対
し
て
、そ
ん
な
に
目
く
じ
ら
を
立
て
る
必
要
が
あ
る
の
か
。
む
し
ろ
「
女
子
枠
」
だ
か
ら
と
い
う
ス
テ
ィ

グ
マ＊

を
付
与
さ
れ
る
危
険
性
の
ほ
う
が
私
は
危
惧
し
て
い
ま
す
。
こ
い
つ
ら
は
「
地
域
枠
」
の
学
生
だ
か
ら
、

と
い
う
目
で
見
ら
れ
な
い
う
ち
は
問
題
じ
ゃ
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

中
村　
そ
れ
は
よ
く
い
わ
れ
る
話
で
す
よ
ね
。
特
殊
な
枠
を
使
っ
た
と
い
う
レ
ッ
テ
ル
を
貼
ら
れ
て
し
ま

う
。「
女
子
枠
」
は
非
常
に
論
争
的
な
テ
ー
マ
な
の
で
、
ま
た
別
の
機
会
に
や
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

前
田　
い
ま
聞
い
て
い
て
、
公
平
性
の
話
は
す
ご
い
難
し
い
な
と
思
い
ま
す
。
と
い
う
の
は
、
公
平
と
い

う
こ
と
と
は
別
の
論
理
で
、
教
員
供
給
と
か
「
地
域
枠
」
の
設
置
が
あ
る
気
が
す
る
ん
で
す
。
ご
紹
介
し
た

青
森
県
の
事
例
で
す
と
、
村
が
奨
学
金
を
出
し
て
「
こ
の
子
を
」
と
送
り
出
し
て
く
る
と
き
、
入
試
で
落
と

さ
な
い
よ
う
に
し
て
く
れ
と
い
う
要
望
が
村
か
ら
出
た
こ
と
が
あ
っ
た
ん
で
す
。
大
学
と
し
て
は
当
然
「
そ

れ
は
無
理
で
す
」と
な
る
。地
域
の
教
員
供
給
と
い
う
問
題
と
入
試
の
公
平
性
と
い
う
問
題
は
け
っ
こ
う
バ
ッ

テ
ィ
ン
グ
す
る
の
で
、
難
し
い
話
だ
な
と
思
っ
て
聞
い
て
い
ま
し
た
。
い
ま
は
ま
だ
明
確
に
意
見
を
ま
と
め

ら
れ
な
い
で
す
ね
。

【
ハ
イ
ス
テ
イ
ク
ス
・
テ
ス
ト
】

　

high stakes test　
共
通
学
力
テ
ス

ト
や
入
学
試
験
な
ど
、
学
習
歴
に
大
き

な
影
響
を
与
え
る
試
験
の
こ
と
。

【
ス
テ
ィ
グ
マ
】

　
個
人
や
特
定
の
集
団
に
対
し
て
向
け

ら
れ
る
否
定
的
な
レ
ッ
テ
ル
や
偏
見
、

差
別
、
不
名
誉
な
烙
印
な
ど
の
こ
と
。

【
女
子
枠
】

　
大
学
入
試
に
お
い
て
、
女
子
の
み
が

出
願
で
き
る
入
試
枠
の
こ
と
。
２
０
２

４
年
度
入
試
で
女
子
枠
を
実
施
し
た
大

学
は
33
校
で
、
と
く
に
女
子
率
の
低
い

理
工
系
の
学
部
を
中
心
に
、
男
女
差
の

是
正
な
ど
を
目
的
に
導
入
さ
れ
た
。
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越
智　
確
か
に
、
出
身
地
域
で
絞
る
の
と
、
地
域
で
働
く
こ
と
で
絞
る
と
い
う
の
は
、
ニ
ュ
ア
ン
ス
は
違

い
ま
す
よ
ね
。
出
身
地
域
で
絞
る
と
な
る
と
、
確
か
に
難
し
い
か
な
。
だ
け
ど
、
人
数
は
限
定
さ
れ
て
い
る

し
、
完
全
に
相
手
を
排
除
す
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
全
体
と
し
て
は
「
地
域
枠
」
で
地
域
の
教
員
を
志
望

す
る
人
を
優
先
的
に
と
る
と
い
う
の
は
あ
っ
て
も
い
い
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

　

ハ
イ
ス
テ
イ
ク
ス
・
テ
ス
ト
の
話
が
あ
り
ま
し
た
が
、
日
本
は
あ
ま
り
に
も
一
つ
の
方
法
で
、
一
元
化
さ

れ
た
尺
度
で
制
御
さ
れ
序
列
化
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
平
等
が
画
一
化
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
公
平
さ
の
意

味
も
多
様
な
の
で
、
別
の
視
点
・
尺
度
で
の
競
争
が
あ
っ
て
も
い
い
。「
地
域
枠
」
制
度
も
、
そ
う
い
う
ニ
ー

ズ
を
も
つ
人
が
入
試
に
有
利
に
な
る
と
い
う
マ
ッ
チ
ン
グ
を
高
め
る
こ
と
自
体
は
、
あ
っ
て
い
い
。

　

そ
の
意
味
で
気
に
な
る
の
は
、
今
回
の
信
州
大
学
の
「
地
域
枠
」
の
制
度
設
計
で
も
、
共
通
テ
ス
ト
を
課

さ
な
い
か
わ
り
に
、
現
役
生
と
か
既
卒
１
年
以
内
の
者
が
出
願
要
件
に
な
っ
て
い
ま
す
。
出
身
地
域
の
制
約

は
な
い
け
ど
、
高
校
で
の
評
定
平
均
、
学
校
で
の
学
習
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
、
そ
う
い
う
話
を

聞
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
教
育
社
会
学
者
の
本
田
由
紀
さ
ん
が
い
う
ハ
イ
パ
ー
・
メ
リ
ト
ク
ラ
シ
ー＊

が
求

め
ら
れ
る
時
代
に
、
高
校
教
育
の
中
身
を
入
試
に
よ
っ
て
縛
っ
て
い
る
面
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。
人
生
百
年
時

代
に
、
い
ろ
ん
な
年
齢
の
人
が
地
域
に
貢
献
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
教
員
に
な
り
た
い
っ
て
こ
と
も
あ

る
と
思
う
ん
で
す
。
い
ろ
ん
な
社
会
体
験
を
経
て
、あ
る
い
は
ほ
か
の
職
業
体
験
を
経
た
人
が
教
員
に
な
る
。

そ
う
し
た
地
域
貢
献
し
た
い
人
が
来
れ
る
枠
と
し
て
、「
地
域
枠
」
を
設
定
す
る
可
能
性
も
あ
る
な
か
で
、

そ
う
は
な
ら
な
い
で
、
高
校
で
地
域
貢
献
し
た
人
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
多
様
性
を

広
げ
る
よ
り
は
、現
在
の
入
試
制
度
を
強
化
し
て
い
る
だ
け
の
よ
う
に
見
え
る
な
と
こ
ろ
は
あ
っ
て
、ち
ょ
っ

と
一
貫
し
な
い
な
と
思
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

【
ハ
イ
パ
ー
・
メ
リ
ト
ク
ラ
シ
ー
】

　

H
yperm

eritocracy

（
超
業
績
主
義
）

　
学
歴
の
よ
う
な
固
定
的
・
客
観
的
な

能
力
が
評
価
さ
れ
た
近
代
に
対
し
て
、

現
代
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を

は
じ
め
と
す
る
独
創
性
や
問
題
解
決
能

力
な
ど
が
求
め
ら
れ
る
と
い
う
。
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中
村　
そ
う
で
す
よ
ね
。
私
も
思
う
ん
で
す
け
ど
、「
地
域
枠
」
と
か
、
特
定
の
誰
か
に
制
度
的
に
チ
ャ

ン
ス
の
強
弱
を
つ
け
る
と
き
に
は
、
丁
寧
に
説
明
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
ん
で
す
。
実
施
す
る
こ
と
自
体

は
、
状
況
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぐ
ら
い
し
よ
う
が
な
い
な
と
か
、
こ
れ
は
ち
ょ
っ
と
や
っ
て
ほ
し
く
な
い
な
と

か
、
程
度
の
差
に
よ
っ
て
、
や
む
を
得
な
い
部
分
は
あ
る
ん
で
す
。

　

た
だ
、
最
近
、
入
試
の
「
地
域
枠
」
に
も
若
干
感
じ
る
ん
で
す
け
れ
ど
、
政
府
が
旗
を
振
っ
て
、
み
ん
な

が
そ
れ
に
の
っ
か
っ
て
く
る
感
じ
に
見
え
る
ん
で
す
。「
女
子
枠
」
も
そ
う
で
す
が
、
そ
の
枠
自
体
は
私
も

頭
ご
な
し
に
否
定
は
し
て
い
な
い
ん
で
す
け
ど
、
い
わ
れ
た
か
ら
や
り
ま
す
的
な
簡
単
な
ノ
リ
で
き
て
し

ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
と
思
う
ん
で
す
。
各
大
学
で
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ボ
リ
シ
ー＊

を
一
応
書
い
て
い
ま

す
け
ど
、ピ
ン
と
こ
な
い
こ
と
も
あ
る
の
で
、ぜ
ひ
、丁
寧
に
説
明
し
て
い
た
だ
き
た
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

前
田　
い
ま
越
智
先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
こ
と
は
す
ご
く
大
事
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
し
た
。
よ
く
い
わ
れ

る
こ
と
で
す
が
、
教
員
の
育
成
モ
デ
ル
の
イ
メ
ー
ジ
が
そ
も
そ
も
純
粋
培
養
モ
デ
ル
と
い
う
か
、
新
卒
で
学

校
現
場
に
入
っ
て
き
た
教
員
が
定
年
ま
で
勤
め
る
形
な
ん
で
す
。
各
教
育
委
員
会
が
つ
く
っ
て
い
る
教
員
育

成
指
標
も
、
キ
ャ
リ
ア
ス
テ
ー
ジ
ご
と
に
目
標
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
新
卒
で
入
っ
て
く
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
指
標
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
暗
黙
の
う
ち
に
、「
地
域
枠
」
を
設
定
す
る
う
え
で
多
様
性
よ
り
純
粋
培
養

志
向
み
た
い
な
と
こ
ろ
が
出
て
き
て
し
ま
っ
て
い
る
の
は
、
地
域
の
教
員
確
保
・
供
給
か
ら
考
え
る
と
、
非

常
に
マ
イ
ナ
ス
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。
こ
の
点
は
も
っ
と
詰
め
て
議
論
さ
れ
る
べ
き
点
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

　

新
谷　
私
も
ほ
ん
と
う
に
そ
れ
を
実
感
し
て
い
ま
す
。
横
浜
国
大
の
場
合
も
、
大
学
が
そ
れ
に
の
っ
か
っ

て
し
ま
っ
て
い
る
感
じ
が
し
ま
す
。
他
の
大
学
は
、
越
智
先
生
が
お
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
、
大
学
側
が
多
様
性

【
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ボ
リ
シ
ー
】

　
受
験
生
に
求
め
る
能
力
、
適
性
な
ど

の
考
え
方
を
各
大
学
が
示
し
た
も
の
。
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を
担
保
し
よ
う
と
文
部
科
学
省
と
綱
引
き
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
け
ど
、
そ
う
い
う
力
が
持
て
る
の
か
。
多

様
性
で
は
な
く
て
、
文
部
科
学
省
が
提
示
す
る
一
つ
の
モ
デ
ル
に
の
っ
か
ら
な
い
も
の
は
排
除
す
る
み
た
い

な
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
の
か
。
も
し
多
様
性
を
担
保
す
る
可
能
性
が
あ
る
の
だ
と
す
る
と
、
ど
こ
に
そ
う

い
う
可
能
性
が
あ
る
の
か
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
ん
で
す
。

　

越
智　
入
試
は
公
平
な
も
の
と
い
う
け
ど
、
地
域
で
、
こ
う
い
う
教
員
が
必
要
だ
か
ら
、
そ
れ
に
合
う
人

が
入
試
で
多
少
有
利
に
な
る
よ
う
に
す
る
み
た
い
な
、
も
う
ち
ょ
っ
と
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
方
向
で
の
多
様
性

は
あ
っ
て
も
い
い
か
な
と
思
う
ん
で
す
。
い
ま
の
画
一
的
な
公
平
性
を
崩
し
て
い
く
の
は
あ
る
と
思
う
ん
で

す
が
、
そ
こ
が
す
ご
い
恣
意
的
と
い
う
か
、
中
途
半
端
で
、
徹
底
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
て
、
ご
都
合
主

義
的
に
や
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。結
果
と
し
て
入
試
制
度
も
、教
師
の
年
齢
モ
デ
ル
に
そ
っ

て
育
成
支
援
も
画
一
性
が
逆
に
強
化
さ
れ
て
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。

　

こ
れ
は
も
う
一
つ
、
大
学
を
も
っ
と
実
践
に
近
づ
け
た
い
と
い
う
問
題
と
も
リ
ン
ク
し
て
い
る
と
思
う
ん

で
す
。
教
育
委
員
会
や
行
政
と
大
学
が
連
携
す
る
と
か
、
大
学
が
現
場
に
近
づ
く
と
か
、
多
様
性
も
理
想
と

し
て
は
あ
る
ん
だ
け
れ
ど
、
そ
の
問
題
と
大
学
と
行
政
が
近
づ
く
こ
と
の
問
題
と
は
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
違
う
も

の
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
す
よ
ね
。

　

信
州
の
場
合
は
、
信
濃
教
育
会
と
い
う
組
織
が
あ
っ
て
、
現
場
の
ニ
ー
ズ
に
応
答
で
き
る
よ
う
な
教
員
、

地
域
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
持
つ
教
員
を
養
成
す
る
の
は
い
い
こ
と
だ
け
ど
、
そ
れ
が
長
野
県
の
教
育
委

員
会
、
文
部
科
学
省
の
モ
デ
ル
に
大
学
が
の
っ
て
い
く
こ
と
と
イ
コ
ー
ル
か
と
い
う
と
、
ち
ょ
っ
と
違
う
面

も
あ
る
。
そ
の
違
い
は
何
な
の
か
と
い
う
こ
と
は
、
は
っ
き
り
さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
か
な
と
思
う
ん

で
す
。
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前
田　
信
州
大
学
の
三
者
連
携
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
と
て
も
興
味
深
い
と
思
っ
た
の
が
、
入
学
前
教

育
と
か
、
あ
る
い
は
必
修
科
目
の
中
身
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
づ
く
り
と
か
を
、
大
学
が
主
体
性
を
発
揮
し
て

や
っ
て
い
る
な
と
い
う
点
で
し
た
。
何
と
比
べ
て
そ
う
見
て
い
た
か
と
い
う
と
、
教
育
委
員
会
が
行
っ
て
い

る
教
師
養
成
塾
と
い
わ
れ
る
も
の
と
比
較
し
て
見
た
ん
で
す
ね
。
教
員
養
成
の
機
能
は
本
来
大
学
が
担
う
も

の
で
、
教
育
行
政
の
側
が
そ
れ
に
入
っ
て
く
る
の
は
ど
う
な
の
か
と
い
う
議
論
も
あ
り
ま
す
。
完
全
に
行
政

に
明
け
渡
す
よ
う
な
モ
デ
ル
で
は
な
く
て
、
長
野
県
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
譲
れ
な
い
部
分
も
ち
ゃ
ん
と
織
り
込

み
な
が
ら
、
大
学
の
な
か
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
養
成
の
一
部
を
教
育
行
政
と
信
濃
教
育
会
と
連
携
し
な
が

ら
つ
く
っ
て
い
け
て
い
る
。
自
立
性
を
守
る
形
で
の
取
り
組
み
と
し
て
う
ま
く
い
っ
た
ら
い
い
な
と
い
う
ふ

う
に
思
い
ま
し
た
。

　

大
学
と
行
政
が
近
づ
き
、
教
員
養
成
に
行
政
が
近
づ
き
す
ぎ
る
と
、
何
の
た
め
に
機
能
を
分
け
て
い
る
の

か
よ
く
わ
か
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
起
き
て
し
ま
い
ま
す
し
、
付
随
し
て
い
ろ
ん
な
問
題
が
あ
る
と
思
う
ん

で
す
。
そ
れ
を
分
離
型
か
ら
融
合
型
の
体
制
に
す
る
と
な
っ
た
と
き
に
、
役
割
を
明
け
渡
さ
ず
に
う
ま
く
連

携
す
る
一
つ
の
試
み
と
し
て
、
信
州
大
学
の
三
者
連
携
は
と
て
も
希
望
が
持
て
る
ケ
ー
ス
な
ん
じ
ゃ
な
い
か

な
と
、
私
は
聞
い
て
い
て
考
え
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

越
智　
そ
う
な
れ
ば
確
か
に
い
い
で
す
け
ど
ね
。

　

中
村　
越
智
先
生
の
実
感
と
は
違
い
ま
す
か
。

　

越
智　
な
か
な
か
難
し
い
で
す
よ
ね
。
三
者
の
よ
い
緊
張
関
係
が
保
て
れ
ば
い
い
け
ど
、
ど
う
し
て
も
採

用
率
を
ア
ッ
プ
し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
期
待
が
大
学
と
し
て
は
あ
り
ま
す
の
で
、
自
立
性
を
担
保
す
る
よ

り
は
、
そ
ち
ら
に
寄
っ
て
い
っ
て
し
ま
う
可
能
性
も
あ
る
か
な
と
思
っ
た
り
も
し
ま
す
。
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中
村　
た
と
え
ば
長
野
県
だ
っ
た
ら
長
野
県
教
育
委
員
会
や
教
育
会
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
大
学
が
動
く

と
い
う
形
が
い
い
と
も
限
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。

　

い
ま
長
野
で
思
い
出
し
た
ん
で
す
け
ど
、
今
度
、
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
に
「
情
報
」
と
い
う
科
目
が
で

き
る
の
が
話
題
に
な
っ
て
い
る
ん
で
す
。
長
野
県
は
た
し
か
情
報
教
員
の
配
置
が
非
常
に
悪
い
と
い
う
こ
と

で
、
文
科
省
に
問
題
視
さ
れ
て
い
る
。「
情
報
」
と
い
う
科
目
自
体
に
対
し
て
は
、
受
け
入
れ
が
よ
く
な
い

の
は
わ
か
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
ほ
か
の
県
と
比
べ
て
も
突
出
し
て
悪
か
っ
た
と
思
う
ん
で
す
。
そ
う
い
う

長
野
県
と
か
、
地
域
に
大
学
が
フ
ル
コ
ミ
ッ
ト
し
て
い
る
の
は
少
し
ど
う
か
と
思
う
こ
と
も
あ
っ
て
…
…
、

そ
う
い
う
問
題
と
は
ち
ょ
っ
と
違
い
ま
す
か
ね
。
適
度
な
距
離
感
を
保
つ
と
い
う
の
も
あ
っ
て
も
い
い
の
か

な
と
思
う
ん
で
す
け
ど
ね
。

あ
ら
た
め
て
教
員
養
成
と
地
域
を
考
え
る

　

中
村　
教
員
養
成
と
地
域
の
関
係
は
、何
か
議
論
の
結
論
が
出
る
と
い
う
話
で
は
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、

い
ま
ま
で
の
話
も
踏
ま
え
ま
し
て
、
今
日
の
議
論
の
ま
と
め
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
日
は
「
地

域
枠
」入
学
制
度
を
話
題
の
き
っ
か
け
に
、「
教
員
養
成
と
地
域
を
考
え
る
」と
い
う
テ
ー
マ
で
座
談
会
を
セ
ッ

ト
し
ま
し
た
。
最
後
に
先
生
方
か
ら
一
言
ず
つ
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
越
智
先
生
か
ら
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

越
智　
教
員
希
望
者
の
減
少
と
い
う
こ
と
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
け
れ
ど
、
あ
る
意
味
で
は
チ
ャ
ン
ス
か

も
し
れ
な
い
で
す
ね
。
い
ま
ま
で
の
教
育
行
政
が
教
員
志
望
者
の
熱
意
に
甘
え
て
き
た
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
と
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思
う
ん
で
す
。
教
員
と
い
う
仕
事
の
魅
力
の
低
下
は
、教
員
が
多
忙
化
し
て
い
る
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
て
、

自
律
性
を
失
い
、
一
種
、
行
政
の
下
請
け
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
と
に
か
く
雑
務
が
多
い
わ
け
で
す
。

要
す
る
に
、
教
員
の
仕
事
が
多
い
と
い
う
よ
り
も
、
教
員
本
来
の
職
務
で
な
い
仕
事
を
い
っ
ぱ
い
や
ら
さ
れ

て
い
て
、
教
育
と
い
う
仕
事
に
専
念
で
き
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
に
問
題
が
あ
る
と
思
う
ん
で
す
。

　

部
活
と
か
も
多
い
け
れ
ど
も
、
教
員
と
し
て
の
職
業
訓
練
の
時
間
と
か
本
務
に
割
く
時
間
が
日
本
は
海
外

と
比
べ
て
も
少
な
い
。
教
職
の
専
門
性
を
き
ち
ん
と
守
る
と
い
う
こ
と
が
必
要
な
ん
だ
と
思
う
ん
で
す
。
一

方
で
は
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
教
育
も
必
要
で
、
そ
の
両
立
を
き
ち
ん
と
確
保
し
て
い
く
。
信
州
で
い

う
三
者
の
バ
ラ
ン
ス
と
い
う
話
も
し
ま
し
た
け
ど
、
そ
こ
の
緊
張
感
を
い
か
に
担
保
し
て
い
く
か
と
い
う
こ

と
が
こ
れ
か
ら
求
め
ら
れ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

　

最
初
に
、
教
職
大
学
院
研
究
の
一
環
と
し
て
「
教
師
が
研
究
す
る
意
味
に
つ
い
て
の
研
究
」
と
い
う
の
を

や
っ
て
い
る
と
い
う
話
を
し
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
教
師
が
研
究
と
い
う
ツ
ー
ル
を
持
つ
こ
と
に
よ
っ
て
、
現

場
の
問
い
、
ニ
ー
ズ
に
応
答
し
な
が
ら
学
び
成
長
で
き
る
よ
う
な
体
制
を
つ
く
り
、
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
な
教
育

改
革
に
つ
な
げ
て
い
く
。
い
ま
ま
で
の
よ
う
に
文
部
科
学
省
が
一
律
に
指
示
し
た
り
、
あ
る
い
は
県
教
育
委

員
会
が
研
修
計
画
を
立
て
て
指
示
し
た
り
と
い
う
よ
う
な
教
員
の
成
長
の
仕
方
で
は
な
く
て
、
教
員
た
ち
が

自
分
た
ち
で
問
い
を
持
っ
て
、連
携
し
な
が
ら
、学
び
合
っ
て
社
会
の
変
化
に
対
応
し
て
い
け
る
よ
う
な
ツ
ー

ル
を
つ
く
る
こ
と
を
支
援
す
る
の
が
教
職
大
学
院
も
含
め
て
、
大
学
の
役
割
に
な
っ
て
く
る
か
な
と
思
い
ま

す
。
そ
れ
に
は
、
信
州
で
の
三
者
の
緊
張
感
を
い
い
方
向
に
高
め
て
い
く
こ
と
が
こ
れ
か
ら
求
め
ら
れ
て
く

る
と
思
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
三
者
の
程
よ
い
連
携
関
係
を
築
い
て
い
く
う
え
で
も
、こ
れ
か
ら
は
じ
め
る
入
試
の
「
地
域
枠
」
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を
い
か
に
有
効
に
使
っ
て
い
け
る
か
が
大
事
で
す
。
実
際
の
と
こ
ろ
は
就
職
率
の
ア
ッ
プ
と
か
、
そ
う
し
た

小
手
先
の
対
策
が
優
先
さ
れ
て
い
る
印
象
は
あ
り
ま
す
。

　

中
村　
次
に
新
谷
先
生
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

新
谷　
私
は
、
教
員
養
成
そ
の
も
の
の
研
究
じ
ゃ
な
い
か
ら
、
わ
り
と
距
離
を
置
い
て
見
が
ち
な
ん
で
す
。

教
員
と
い
う
も
の
が
教
科
を
教
え
る
も
の
な
の
か
、
も
っ
と
人
間
形
成
的
な
全
部
を
担
う
も
の
な
の
か
と
い

う
の
は
、
意
見
と
し
て
は
ま
だ
分
か
れ
て
い
ま
す
。
教
職
大
学
院
的
な
も
の
は
人
間
形
成
に
も
重
点
を
お
い

て
い
ま
す
が
、
横
浜
国
大
の
教
職
大
学
院
は
人
間
形
成
的
な
部
分
は
捨
て
て
、
完
全
に
教
科
の
授
業
を
究
め

る
ほ
う
に
シ
フ
ト
し
ま
し
た
。
教
員
の
あ
り
方
が
今
後
ど
う
い
う
方
向
に
変
わ
っ
て
い
く
の
か
な
と
思
い
な

が
ら
、
現
在
の
教
員
の
問
題
を
見
て
い
ま
す
。

「
地
域
枠
」
は
、
地
域
の
な
か
の
ど
こ
を
担
う
人
を
育
て
て
い
く
の
か
と
い
う
形
で
、
地
域
課
題
に
シ
フ
ト

す
る
教
員
養
成
に
な
る
と
す
る
と
、
地
域
に
こ
だ
わ
る
ん
だ
け
れ
ど
も
、
そ
こ
だ
け
に
特
化
す
る
、
い
わ
ば

評
価
と
同
じ
よ
う
な
形
で
特
化
し
て
い
く
可
能
性
も
あ
る
の
か
な
と
思
う
ん
で
す
。
そ
れ
が
い
い
の
か
ど
う

か
も
含
め
て
、
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
な
と
思
い
ま
し
た
。

　

中
村　
前
田
先
生
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

前
田　
「
地
域
枠
」
は
、
教
育
行
政
と
大
学
と
の
関
係
が
か
な
り
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
動
い
て
い
る
の
が
見

え
る
窓
の
一
つ
な
の
か
な
と
思
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
自
治
体
だ
け
で
な
く
、
文
部
科
学
省
の
動
き
も
含
め
て

見
え
て
く
る
も
の
の
一
つ
が
「
地
域
枠
」
入
試
で
は
な
い
か
な
と
考
え
て
お
り
ま
し
た
。

　

地
域
の
教
員
人
材
の
確
保
は
、
入
り
口
と
出
口
を
セ
ッ
ト
で
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
冒
頭
に
も
申
し
上
げ

ま
し
た
け
れ
ど
も
、
こ
の
「
地
域
枠
」
入
試
の
効
果
を
ど
う
測
る
か
は
難
し
い
と
思
う
ん
で
す
。
た
だ
、
そ



61　特集＝教員養成と地域

れ
が
教
職
に
就
く
と
い
う
出
口
に
ど
う
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
の
か
と
い
う
観
点
か
ら
、
文
部
科
学
省
が
補

助
事
業
を
開
始
し
、
こ
れ
が
広
が
っ
て
実
施
さ
れ
て
き
て
い
る
タ
イ
ミ
ン
グ
を
一
つ
の
節
目
と
し
て
、
検
証

を
し
て
み
る
必
要
も
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
し
た
。

　

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
つ
い
て
の
ネ
タ
を
今
日
は
聞
い
た
と
い
う
感
じ
で
す
け
れ
ど
も
、
私
自
身
は
今
後
も

「
地
域
枠
」
入
試
と
教
員
採
用
と
の
セ
ッ
ト
で
い
ろ
い
ろ
勉
強
し
て
い
き
た
い
な
と
改
め
て
思
い
ま
し
た
。

　

中
村　
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
日
は
い
ろ
ん
な
情
報
を
聞
け
て
よ
か
っ
た
な
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
詳
し
い
情
報
を
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
の
で
、
非
常
に
参
考
に
な
り
ま
し
た
。
前
田
先
生
の
歴

史
の
話
は
あ
ま
り
把
握
し
て
い
な
い
内
容
が
あ
っ
た
の
で
、
そ
う
い
う
の
も
知
識
と
し
て
大
事
だ
と
思
い
ま

し
た
。

　

そ
れ
で
は
、
最
後
に
編
集
部
か
ら
何
か
ご
質
問
が
あ
り
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

　

編
集
部　
私
た
ち
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
以
前
は
「
地
域
社
会
」
と
い
っ
て
い
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
こ
の

視
点
か
ら
い
く
と
、「
地
域
枠
」
は
、
せ
っ
か
く
「
地
域
」
と
つ
い
て
い
る
も
の
で
す
か
ら
、
地
域
で
生
き

る
教
員
が
生
ま
れ
て
く
る
と
期
待
し
て
も
い
い
ん
で
し
ょ
う
か
。
学
校
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
な
か
で
い
ま
も

中
心
的
な
役
割
を
も
っ
て
い
る
と
思
う
ん
で
す
。先
生
が
地
域
に
来
て
く
れ
な
い
と
困
る
と
思
う
ん
で
す
ね
。

　

定
年
退
職
し
た
先
生
が
町
内
会
活
動
と
か
、
い
ろ
ん
な
地
域
活
動
を
し
て
い
る
例
を
知
っ
て
い
ま
す
が
、

教
員
は
共
働
き
の
人
も
多
い
し
、
年
金
も
あ
る
し
、
わ
り
あ
い
と
リ
タ
イ
ア
後
の
生
活
に
ゆ
と
り
が
あ
る
感

じ
が
す
る
ん
で
す
。そ
う
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
活
動
を
す
る
人
が
多
い
と
思
う
ん
で
す
が
、

現
役
の
先
生
が
町
内
会
で
活
動
し
て
い
る
と
い
う
話
を
あ
ま
り
聞
い
た
こ
と
が
な
い
ん
で
す
。
昔
は
「
先
生

様
」
と
地
域
で
尊
敬
さ
れ
て
い
た
と
思
う
ん
で
す
が
、
今
度
の
「
地
域
枠
」
で
教
員
の
地
域
へ
の
参
加
が
少
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し
膨
ら
む
こ
と
が
期
待
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

越
智　
そ
れ
で
は
、
最
後
に
も
う
一
つ
だ
け
お
話
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
ま
さ
に
地
域
再
生
と
い
う
問
題
と

「
地
域
枠
」
の
問
題
は
関
連
し
て
は
い
る
ん
だ
け
ど
、
い
ま
は
別
問
題
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
と
思
う
ん

で
す
。
地
方
と
中
央
の
関
係
も
あ
っ
て
、
地
方
が
ど
ん
ど
ん
衰
退
し
て
い
く
な
か
で
、
地
域
を
活
性
化
し
て

い
く
た
め
に
は
、
と
く
に
教
員
と
か
学
校
は
地
域
を
守
る
た
め
に
す
ご
く
大
事
で
す
。

　

入
試
の
シ
ス
テ
ム
で
い
う
と
、
い
ま
ま
で
は
「
村
を
捨
て
る
学
力
」
と
い
い
ま
す
か
、
ど
ん
ど
ん
都
市
部

に
行
く
よ
う
な
仕
組
み
だ
っ
た
け
ど
、「
地
域
枠
」
と
は
違
う
仕
組
み
で
も
い
い
の
で
す
が
、地
方
の
出
身
で
、

地
域
に
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
持
っ
て
地
域
に
戻
っ
て
い
く
よ
う
な
人
が
教
員
を
や
る
と
い
う
仕
組
み
を
中

核
に
据
え
て
、
地
域
の
再
生
を
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
す
ご
く
大
事
だ
と
思
う
ん
で
す
。
私
は
、
そ
う
い

う
ふ
う
に
学
校
が
地
域
を
支
え
、
地
域
が
学
校
を
支
え
る
よ
う
な
相
互
性
が
育
っ
て
い
け
ば
い
い
な
と
思
っ

て
い
る
ん
だ
け
ど
、
今
回
の
「
地
域
枠
」
で
、
実
際
そ
こ
ま
で
で
き
る
か
と
い
う
と
、
ま
だ
ま
だ
距
離
が
あ

る
か
な
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
、
す
ご
く
大
事
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、
常
に
考
え
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

中
村　
信
州
大
学
の
お
話
で
も
出
て
い
ま
し
た
が
、
地
域
枠
も
い
い
ん
で
す
け
ど
、
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

な
か
で
、
地
域
の
再
生
を
し
て
い
く
よ
う
な
も
の
が
も
っ
と
入
っ
て
き
て
も
い
い
の
か
な
と
、
個
人
的
に
は

思
っ
て
い
ま
す
。

　

最
近
い
つ
も
思
う
の
は
、
私
は
入
試
の
研
究
を
し
て
い
て
、
入
試
を
小
手
先
で
い
じ
る
こ
と
が
流
行
っ
て

い
ま
し
て
、
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
身
が
ス
カ
ス
カ
と
い
う
パ
タ
ー
ン
が
多
い
ん
で
す
よ
。
本
来
は
そ
う
で

は
な
く
て
、
入
り
方
は
ど
う
で
も
い
い
か
ら
、
入
っ
た
あ
と
の
教
育
で
、
ま
さ
に
今
日
ご
紹
介
い
た
だ
い
た
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「
地
域
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
み
た
い
も
の
を
広
く
で
き
る
よ
う
に
し
た
ほ
う
が
、
地
域
に
戻
っ
て
い
っ
た
り
、

あ
る
い
は
地
域
に
関
心
を
持
っ
た
り
し
て
も
ら
え
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
ん
で
す
。

　

越
智　
ま
さ
に
「
地
域
枠
」
と
い
う
名
前
の
効
果
じ
ゃ
な
い
け
れ
ど
、
予
期
的
社
会
化
も
含
め
て
、
地
域

で
教
員
に
な
る
こ
と
に
価
値
が
あ
る
ん
だ
よ
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
的
な
効
果
も
あ
っ
て
、
そ
れ
が
実
際
、
地

域
の
人
を
支
え
る
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
て
い
け
ば
い
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

　

中
村　
今
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
２
０
２
４
年
８
月
16
日　

台
風
の
関
東
接
近
に
よ
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
開
催
）
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１　

北
陸
新
幹
線
と
「
嶺
北
・
嶺
南
」
の
一
体
化

　

令
和
６
年
３
月
16
日
、
福
井
県
民
50
年
の
悲
願
で
あ
っ
た
北
陸
新
幹
線
が
、
つ
い
に
福
井
・
敦
賀
ま
で
開

業
し
た
。
東
京
・
福
井
間
は
最
速
２
時
間
51
分
。
乗
換
え
な
し
で
首
都
圏
と
つ
な
が
っ
た
。
福
井
駅
で
は
、

多
く
の
恐
竜
が
来
県
者
を
お
迎
え
し
、
新
幹
線
４
駅
を
中
心
に
県
内
各
地
に
新
た
な
賑
わ
い
が
生
ま
れ
て
い

る
。

　

北
陸
新
幹
線
は
、
東
京
と
大
阪
を
結
ぶ
新
た
な
新
幹
線
ル
ー
ト
で
あ
る
。
敦
賀
か
ら
は
福
井
県
小お

浜ば
ま

市
を

通
り
、
京
都
・
新
大
阪
に
つ
な
が
る
。
全
線
開
業
す
れ
ば
、
小
浜
・
京
都
間
は
わ
ず
か
19
分
で
移
動
可
能
と

な
る
。
北
陸
新
幹
線
は
、
災
害
時
に
は
東
海
道
新
幹
線
の
代
替
機
能
も
果
た
す
重
要
な
国
家
イ
ン
フ
ラ
で
あ

る
が
、
福
井
県
の
立
場
で
言
え
ば
、
長
年
の
課
題
で
あ
る
「
嶺
北
・
嶺
南
」
の
つ
な
が
り
を
強
化
す
る
基
盤

と
も
な
る
。

２　

教
員
確
保
と
地
域
性

　

福
井
県
を
地
域
別
に
大
別
す
る
と
、福
井
県
の
ち
ょ
う
ど
真
ん
中
あ
た
り
に
位
置
す
る
木き

ノの

芽め

峠
を
境
に
、

北
側
は
「
嶺
北
地
域
」、
南
側
は
「
嶺
南
地
域
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
両
地
域
は
同
じ
県
内
で
も
異
な
る
歴

史
や
文
化
、
風
習
、
産
業
を
持
つ
。
特
に
嶺
南
地
域
（
若
狭
地
方
）
は
、
海
の
幸
を
運
ぶ
「
鯖さ

ば

街
道
」
が
有

名
で
あ
る
よ
う
に
、
古
く
か
ら
京
の
「
御み

食け
つ

國く
に

」
と
し
て
関
西
地
域
と
の
つ
な
が
り
が
深
い
。
福
井
県
民

特
集

福
井
県
に
お
け
る
「
地
域
と
教
育
」
に
つ
い
て

藤
丸
伸
和

福井県教育長

藤丸伸和（ふじまる　のぶかず）

1989 年広島大学教育学部卒業後、福井県庁入庁。人事企画課課長補佐、県民サー
ビス室長、女性活躍推進課長、地域交流推進課長を経て、2019 年地域戦略部
副部長（未来戦略）。「福井県長期ビジョン」の策定に携わる。2021 年地域戦
略部副部長、2022 年地域戦略部新幹線・まちづくり対策監、2023 年未来創造
部長。この間、政策デザインや DX など新たな政策企画の仕組みづくりや、北
陸新幹線、地域公共交通、まちづくり、女性活躍、若者チャレンジ応援などを
担当。2024年5月より福井県教育長。モットーは「福井を、もっとおもしろく！」
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75
万
人
の
う
ち
の
人
口
比
は
、
嶺
北
と
嶺
南
で
83
％
対
17
％
で
あ
り
、
教
員
に
つ

い
て
は
、
嶺
北
出
身
者
と
嶺
南
出
身
者
の
義
務
制
に
お
け
る
割
合
は
、
お
お
よ
そ

80
％
対
20
％
と
な
っ
て
い
る
。

　

教
員
と
地
域
の
関
係
と
し
て
、
教
員
養
成
課
程
を
持
つ
福
井
大
学
や
仁じ

ん

愛あ
い

大
学

が
嶺
北
地
域
に
位
置
す
る
一
方
、
嶺
南
地
域
は
ア
ク
セ
ス
面
や
文
化
圏
の
親
和
性

な
ど
か
ら
、
関
西
圏
の
大
学
に
進
学
す
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。
こ
の
た
め
、
福
井
県

で
教
職
に
就
く
割
合
は
、
嶺
北
出
身
者
が
高
い
と
い
う
傾
向
が
あ
る
。

　

そ
の
結
果
、
嶺
北
出
身
の
初
任
者
が
嶺
南
地
域
で
５
～
６
年
勤
務
し
、
そ
の
後
、

異
動
に
と
も
な
い
嶺
北
地
域
に
戻
る
と
い
う
パ
タ
ー
ン
が
多
く
み
ら
れ
る
。
こ
の

た
め
、
嶺
南
地
域
の
各
学
校
で
は
、
経
験
の
浅
い
若
手
教
員
の
割
合
が
高
く
な
る

一
方
、
あ
る
程
度
経
験
を
積
ん
だ
タ
イ
ミ
ン
グ
で
の
異
動
に
よ
り
、
嶺
南
地
域
に

経
験
豊
富
な
中
堅
層
が
残
ら
な
い
と
い
う
課
題
が
生
じ
て
い
る
。将
来
に
わ
た
り
、

嶺
南
地
域
の
教
育
振
興
の
中
核
を
担
う
人
材
を
育
成
し
て
い
く
た
め
に
は
、
嶺
南

出
身
の
教
員
を
よ
り
多
く
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
う
し
た
構
造
的
な
課
題
を

解
決
す
る
た
め
の
方
策
の
一
つ
が
、「
地
域
枠
採
用
」
で
あ
る
。

３　

福
井
大
学
に
お
け
る
「
嶺
南
地
域
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

　

福
井
県
の
地
域
的
な
教
育
課
題
と
教
員
採
用
選
考
試
験
の
志
願
者
減
、
全
国
的

な
教
員
不
足
と
い
う
状
況
の
中
、
福
井
大
学
で
は
令
和
４
年
度
よ
り
、
特
定
の
地

福井駅前の恐竜のモニュメント　福井県勝山市では多くの恐竜化石が発掘されており、福井県は「恐竜
王国ふくい」を掲げ、県全体で恐竜を押し出した PR を行っている。
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域
で
教
員
を
目
指
す
高
校
生
を
対
象
に
し
た
「
地
域
枠
」
が
設
け
ら
れ
、

地
域
の
教
育
を
支
え
る
教
員
を
養
成
す
る
た
め
に
「
嶺
南
地
域
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
が
導
入
さ
れ
た
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
嶺
南
地
域
の
次
代
を

担
う
教
員
養
成
の
た
め
の
「
４
年
間
継
続
学
生
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
し

て
、
福
井
大
学
教
育
学
部
と
福
井
県
教
育
委
員
会
と
の
協
力
体
制
が
構
築

さ
れ
、
嶺
南
地
域
の
市
町
教
育
員
会
の
協
力
を
得
て
、
地
域
を
知
る
た
め

の
講
義
・
演
習
や
地
域
で
の
体
験
・
実
習
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

嶺
南
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
現
在
３
年
目
と
な
り
、
嶺
南
地
域
出
身
の
学

生
が
約
７
割
を
占
め
て
い
る
。
履
修
し
た
学
生
の
卒
業
に
合
わ
せ
、
現
在
、

福
井
県
教
育
委
員
会
で
は
、
令
和
８
年
度
採
用
選
考
か
ら
「
嶺
南
地
域
採

用
枠
」
の
導
入
を
検
討
し
て
い
る
。
地
域
採
用
制
度
を
す
で
に
導
入
し
て

い
る
都
道
府
県
が
い
く
つ
か
見
受
け
ら
れ
る
も
の
の
、
へ
き
地
勤
務
や
離

島
勤
務
を
条
件
と
し
た
地
域
枠
な
ど
、
そ
の
条
件
は
自
治
体
ご
と
に
ば
ら

つ
き
が
あ
り
、
本
県
の
地
域
枠
を
ど
の
よ
う
に
設
計
し
て
い
く
べ
き
か
に

つ
い
て
は
、
嶺
南
地
域
の
市
町
教
育
委
員
会
や
福
井
大
学
と
積
極
的
に
議

論
を
重
ね
、
連
携
・
協
働
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

４　

地
域
の
未
来
と
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン

　

教
員
に
限
ら
ず
、
地
域
を
支
え
る
人
材
を
い
か
に
確
保
し
て
い
く
か
。

三方五湖　福井県若狭町と美浜町にまたがる 5 つの湖（三方湖・水月湖・菅湖・久々子湖・日向湖）。湖
を望む山頂公園には、足湯やソファーベッドなどがあり、眺望をゆっくり楽しむことができる。
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人
口
減
少
時
代
に
お
け
る
全
国
自
治
体
共
通
の
課
題
で
あ
る
が
、
そ
の
鍵

は
、
若
者
が
「
地
域
の
未
来
」
に
「
明
る
い
展
望
」
が
描
け
る
か
ど
う
か
、

で
あ
る
と
考
え
る
。

　

嶺
南
地
域
は
、
日
本
遺
産
に
指
定
さ
れ
た
「
鯖
街
道
」
や
、
越え

ち

前ぜ
ん

国の
く
に

一

之
宮
で
あ
る
「
氣け

比ひ

神
宮
」、
奈
良
東
大
寺
の
お
水
取
り
（
修し

ゅ

二に

会え

）
に

際
し
て
の
「
お
水
送
り
」
な
ど
、
１
０
０
０
年
を
超
え
る
歴
史
文
化
が
数

多
く
残
る
「
ふ
く
い
千
年
文
化
」
の
集
積
地
で
あ
る
。
山
頂
か
ら
の
絶
景

を
楽
し
め
る
「
三み

方か
た

五ご

湖こ

」
や
、
７
万
年
分
の
時
の
も
の
さ
し
「
年ね

ん

縞こ
う

ス

テ
ン
ド
グ
ラ
ス
」
が
展
示
さ
れ
る
「
年
縞
博
物
館
」
な
ど
見
ど
こ
ろ
も
多

い
。
若
狭
ふ
ぐ
や
若
狭
ぐ
じ
、
敦
賀
真
鯛
な
ど
、
日
本
海
の
海
の
幸
も
豊

富
で
あ
り
、
ひ
と
も
ま
た
穏
や
か
で
優
し
い
。
北
陸
新
幹
線
が
全
線
開
業

す
れ
ば
、
嶺
南
地
域
は
嶺
北
か
ら
も
関
西
か
ら
も
極
め
て
近
く
な
り
、
創

造
的
に
働
き
な
が
ら
、
文
化
的
・
健
康
的
に
過
ご
す
こ
と
の
で
き
る
「
く

ら
し
の
先
進
地
」
と
し
て
、
さ
ら
な
る
発
展
が
期
待
さ
れ
る
エ
リ
ア
で
あ

る
。
嶺
南
地
域
の
子
ど
も
た
ち
に
は
、こ
う
し
た
「
地
域
の
未
来
」
を
伝
え
、

地
元
で
働
き
暮
ら
す
こ
と
へ
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
意
識
を
持
っ
て
も
ら
う
こ

と
が
大
切
で
あ
る
。

　

福
井
県
で
は
、
令
和
６
年
７
月
か
ら
、
ふ
く
い
の
未
来
と
地
域
政
策
を

考
え
る
「
地
域
デ
ザ
イ
ン
講
座
」
を
開
始
し
た
。
私
自
身
が
講
師
と
な
り
、

地域デザイン講座（2024年、福井県立羽水高校）　高校生たちが福井県の良いところや課題、その解決
策などを話し合い、「地域の未来」と「自分の人生」を結び付けて考える機会を提供している。
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高
校
生
に
福
井
県
の
将
来
像
を
伝
え
、
自
分
の
人
生
（
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
）

を
考
え
る
き
っ
か
け
を
提
供
し
て
い
る
。
地
域
の
大
人
が
、
希
望
と
誇
り

を
も
っ
て
働
い
て
い
る
こ
と
を
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
て
い
く
こ
と
が
何

よ
り
重
要
で
あ
る
。

５　

教
員
確
保
に
向
け
て

　

教
員
確
保
に
つ
い
て
も
、
ま
ず
は
教
員
を
目
指
す
子
ど
も
た
ち
を
増
や

さ
な
け
れ
ば
始
ま
ら
な
い
。
教
員
自
身
が
楽
し
み
な
が
ら
仕
事
が
で
き

て
い
る
か
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
あ
こ
が
れ
の
存
在
に
な
っ
て
い
る

か
。
同
じ
く
７
月
か
ら
、
小
中
学
校
の
若
手
教
員
と
の
意
見
交
換
会
「
ふ

く
い
教
育
ミ
ラ
イ
会
議
」
を
県
内
６
地
区
で
開
催
し
、
教
育
現
場
の
実
態

や
改
善
策
な
ど
に
つ
い
て
若
手
教
員
の
本
音
を
聞
い
て
い
る
。
そ
の
中

で
語
ら
れ
る
「
教
職
の
魅
力
」
や
「
働
き
が
い
」
を
も
っ
と
多
く
の
方
々

に
伝
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

引
き
続
き
、
地
域
に
根
差
し
た
教
育
を
推
進
し
、
地
域
の
教
育
力
向
上

を
図
っ
て
い
く
。
そ
の
た
め
の
端
緒
と
し
て
、
教
員
養
成
に
お
け
る
嶺
南

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
地
域
枠
に
よ
る
採
用
選
考
と
い
う
大
学
と
県
の
連

携
事
業
は
、
持
続
可
能
な
地
域
社
会
実
現
の
た
め
の
モ
デ
ル
事
業
の
一
つ

と
し
て
、
今
後
、
ま
す
ま
す
そ
の
重
要
性
を
増
し
て
い
く
で
あ
ろ
う
。

ふくい教育ミライ会議　さらなる地域の教育力向上を目指して、県内小中学校で働く若い教員の意見を
聞き、教育現場の実態や改善策などを話し合っている。
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大
学
入
試
に
お
い
て
「
地
域
枠
」
と
い
え
ば
、
医
学
部
医
学
科
に
お
け
る
「
地
域
枠
」
入
試
が
想
像
さ
れ

る
と
こ
ろ
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
近
年
、
国
立
の
教
員
養
成
系
大
学
・
学
部
（
教
員
養
成
課
程
を
設
定
し
て
い

る
大
学
・
学
部
）
の
入
学
者
選
抜
に
お
い
て
も
、「
地
域
枠
」
の
設
置
が
広
が
り
つ
つ
あ
る
。
今
年
度
に
実

施
さ
れ
る
令
和
７
年
度
入
試
に
お
い
て
は
、新
た
に
埼
玉
大
学
教
育
学
部
で「
地
域
枠
」が
設
置
さ
れ
て
お
り
、

さ
ら
に
令
和
８
年
度
入
試
か
ら
は
、
茨
城
大
学
教
育
学
部
、
琉
球
大
学
教
育
学
部
が
新
た
な
「
地
域
枠
」
を

設
置
す
る
こ
と
を
公
表
済
み
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
よ
う
に
、
近
年
、
国
立
の
教
員
養
成
系
大
学
・
学

部
に
お
い
て
設
置
が
進
ん
で
い
る
「
地
域
枠
」
選
抜
の
現
況
を
報
告
す
る
。

　

報
告
に
先
立
ち
、本
稿
で
用
い
る「
地
域
枠
」の
定
義
に
つ
い
て
説
明
し
て
お
こ
う
。
本
稿
で
は
、「
地
域
枠
」

を
、
さ
し
あ
た
り
、「
大
学
入
学
者
選
抜
に
お
い
て
、
募
集
人
員
を
特
定
の
地
域
と
の
関
係
に
結
び
つ
け
て

設
定
す
る
選
抜
枠
」
と
し
て
定
義
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
「
地
域
枠
」
を
、「
受
験
生
の
出
身
高
校
の
所
在

地
な
い
し
出
身
地
に
制
限
を
課
す
も
の
」
と
、「
受
験
生
の
就
職
予
定
地
域
に
制
限
を
課
す
も
の
」
と
い
う

二
つ
の
観
点
か
ら
分
類
す
る
。
こ
こ
で
は
前
者
を
「
出
身
地
制
限
」、
後
者
を
「
就
職
地
制
限
」
と
称
す
る
。

な
お
、
後
者
の
「
就
職
地
制
限
」
に
つ
い
て
は
、
憲
法
第
22
条
で
「
職
業
選
択
の
自
由
」
の
条
項
が
定
め
ら

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
受
験
生
に
対
し
て
直
接
的
な
「
強
制
力
」
を
持
た
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
た

め
、
各
大
学
は
、
出
願
要
件
と
し
て
、
た
と
え
ば
、「
当
該
地
域
で
の
就
職
を
強
く
希
望
す
る
者
」
と
い
っ

特
集
　

国
立
の
教
員
養
成
系
大
学
・
学
部
に
お
け
る

「
地
域
枠
」
選
抜
の
現
況

山
田
美
都
雄

宮城教育大学准教授

山田美都雄（やまだ　みつお）

1982 年生まれ。琉球大学法文学部卒、東京学芸大学教育学研究科
修士課程修了、東京大学教育学研究科博士課程単位取得退学。琉
球大学特命講師などを経て、2020 年４月より現職。専門は教育社
会学・高等教育論。共著に『子どもと教育と社会』（学文社）がある。
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た
具
合
に
表
現
す
る
こ
と
に
な
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
よ
う

に
直
接
的
な
強
制
力
は
な
い
も
の
の
、
受
験
生
に
対
し
て
特

定
の
地
域
で
の
就
職
を
期
待
す
る
こ
と
を
も
っ
て
「
就
職
地

制
限
」
と
表
現
す
る
こ
と
に
注
意
さ
れ
た
い
。

　

そ
れ
で
は
、
現
在
、
国
立
の
教
員
養
成
系
大
学
・
学
部
に

お
い
て
、
こ
の
「
地
域
枠
」
選
抜
は
ど
の
よ
う
な
広
が
り
を

見
せ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
以
下
、
実
態
調
査
の
結
果
を
報
告

す
る
。
な
お
、
本
稿
で
用
い
る
デ
ー
タ
は
、
各
大
学
が
公
表

し
て
い
る
令
和
７
年
度
入
試
の
『
大
学
入
学
者
選
抜
要
項
』

に
お
け
る
出
願
に
か
か
る
要
件
に
関
す
る
記
述
を
対
象
に
、

前
述
の
「
地
域
枠
」
の
定
義
に
則
り
筆
者
が
確
認
を
行
い
作

成
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
か
に
は
、
選
抜
名
称
と
し
て
地
域

に
関
連
し
た
名
称
を
掲
げ
て
い
る
も
の
も
あ
れ
ば
、
そ
の
よ

う
な
名
称
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
。

　

ま
ず
、
令
和
６
年
度
時
点
で
国
立
の
教
員
養
成
系
大
学
・

学
部
の
数
は
、
全
国
で
45
大
学
に
上
る
が
、
そ
の
う
ち
、
何

ら
か
の
形
で
「
地
域
枠
」
を
設
け
て
い
る
大
学
は
29
大
学
と

な
り
、
全
体
の
64
・
４
％
に
及
ん
で
い
る
。
す
な
わ
ち
、
す

で
に
６
割
以
上
の
国
立
の
教
員
養
成
系
大
学
・
学
部
が
何
ら

表１　「地域枠」選抜のエリア別設置状況
エリア 実施 非実施

北海道・東北
Ｎ 2 3
％ 40.0% 60.0%

関東
Ｎ 6 3
％ 66.7% 33.3%

東海・北陸
Ｎ 5 4
％ 55.6% 44.4%

近畿
Ｎ 4 2
％ 66.7% 33.3%

中国・四国
Ｎ 5 3
％ 62.5% 37.5%

九州・沖縄
Ｎ 7 1
％ 87.5% 12.5%

合計
Ｎ 29 16
％ 64.4% 35.6%

N は該当する件数を示す。
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か
の
「
地
域
枠
」
を
設
置
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
な
お
、
筆
者
が
令
和
５
年
度
入
試
を
対
象
に
同

様
の
調
査
を
行
っ
た
際
、
そ
の
数
は
全
体
で
26
大
学
（
57
・
８
％
）
で
あ
っ
た
の
で
、
直
近
３
年
間
で
み
て

も
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
（
山
田
２
０
２
４
）。

　

次
に
、「
地
域
枠
」
選
抜
の
エ
リ
ア
別
の
設
置
状
況
に
つ
い
て
、
表
１
に
示
し
た

（
１
）

。
こ
れ
を
み
る
と
、
特

に
九
州
・
沖
縄
エ
リ
ア
で
の
設
置
率
が
87
・
５
％
と
高
く
、
反
対
に
北
海
道
・
東
北
エ
リ
ア
の
設
置
率
は
４

割
（
40
・
０
％
）
で
相
対
的
に
低
い
状
況
で
あ
る
。
こ
の
要
因
に
つ
い
て
は
、
更
な
る
調
査
が
必
要
で
あ
り

現
在
の
と
こ
ろ
判
然
と
し
な
い
が
、
こ
こ
で
は
エ
リ
ア
に
よ
っ
て
そ
の
実
施
状
況
に
や
や
差
が
み
ら
れ
る
と

い
う
点
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　

続
い
て
、「
地
域
枠
」
選
抜
に
か
け
る
募
集
人
員
の
設
定
状
況
を
確
認
し
よ
う
。
教
員
養
成
課
程
全
体
の

募
集
人
員
を
分
母
に
、「
地
域
枠
」
の
募
集
人
員
を
分
子
と
し
て
設
定
率
を
算
出
し
た
結
果
、「
地
域
枠
」
を

設
置
し
て
い
る
29
大
学
の
平
均
設
定
率
は
９
・
５
％
と
な
り
、
全
体
の
約
１
割
と
な
る

（
２
）

。
た
だ
し
、
そ
の
最

小
値
は
０
・
８
％
、
最
大
値
は
26
・
４
％
、
標
準
偏
差
は
７
・
４
と
な
っ
て
お
り
、
大
学
に
よ
っ
て
ば
ら
つ
き

が
あ
る
。
な
お
、
近
年
は
、
島
根
大
学
や
宮
崎
大
学
の
よ
う
に
「
地
域
枠
」
の
募
集
人
員
を
倍
増
さ
せ
て
い

る
大
学
も
み
ら
れ
て
い
る
。

　

続
い
て
、
選
抜
方
式
別
に
み
る
と
、
次
の
内
訳
と
な
る
。
約
８
割
に
あ
た
る
23
大
学
（
79
・
３
％
）
は
学

校
推
薦
型
選
抜
の
み
で
地
域
枠
を
設
定
し
て
お
り
、
４
大
学
（
13
・
８
％
）
は
総
合
型
選
抜
の
み
で
実
施
し

て
い
る

（
３
）

。
ま
た
、
２
大
学
（
６
・
９
％
）
は
学
校
推
薦
型
選
抜
と
総
合
型
選
抜
の
両
方
で
設
定
し
て
い
る
。

大
学
に
よ
っ
て
は
、
た
と
え
ば
、
岐
阜
大
学
の
よ
う
に
当
該
選
抜
区
分
の
募
集
人
員
全
員
を
地
域
枠
と
し
て

あ
て
が
う
大
学
も
み
ら
れ
る
一
方
、
静
岡
大
学
の
よ
う
に
当
該
選
抜
区
分
の
募
集
人
員
の
数
％
を
設
定
す
る
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大
学
も
み
ら
れ
、
こ
の
点
に
も
大
学
に
よ
る
差
が
確
認
さ

れ
る

（
４
）

。

　

さ
て
、
そ
れ
で
は
、
こ
れ
ら
の
「
地
域
枠
」
選
抜
に
お

い
て
、「
出
身
地
制
限
」、「
就
職
地
制
限
」
の
内
訳
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か

（
５
）

。ま
ず
、「
就
職
地
制
限
」

に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
図
１
に
示
す
よ
う
に
、
ほ
ぼ
す
べ

て
の
28
大
学
が
「
就
職
地
制
限
」
を
課
し
て
い
る
こ
と
が

分
か
る

（
６
）

。
こ
の
こ
と
か
ら
、「
地
域
枠
」
を
設
け
る
趣
旨

と
し
て
、
各
大
学
が
所
在
す
る
地
域
に
お
け
る
教
職
人
材

の
「
確
保
策
」
と
い
う
ね
ら
い
が
は
っ
き
り
と
表
れ
て
い

る
と
い
う
こ
と
が
う
か
が
え
よ
う
。
つ
ぎ
に
、「
出
身
地

制
限
」
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
同
じ
く
図
１
に
示
す
よ
う

に
、
課
し
て
い
る
大
学
が
15
大
学
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の

割
合
は
約
半
数
程
度
で
あ
る
。
こ
の
結
果
か
ら
、
教
職
人

材
の
「
確
保
先
」
と
し
て
、
地
元
地
域
を
想
定
す
る
か
、

そ
れ
と
も
よ
り
範
囲
の
広
い
地
域
か
ら
人
材
を
集
め
る
か

と
い
う
点
で
、
大
学
に
よ
っ
て
判
断
が
別
れ
る
こ
と
と

な
っ
て
い
る
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
う
ち
、
出
身
地
、
就
職

地
の
両
方
に
制
限
を
課
す
大
学
は
14
大
学
（
全
体
の
48
・

図１　「地域枠」としてかける「制限」の分布状況

出身地制限
（N=15）

就職地制限
（N=28）

両方制限
（N=14）

（％）
20 40 80 100600

51.7

96.6

48.3

N は該当する件数を示す。



73　特集＝教員養成と地域

３
％
）
と
な
っ
て
い
る
。

　

以
上
、
い
く
つ
か
の
観
点
か
ら
、
今
日
の
国
立
の
教
員
養
成
系
大
学
・
学
部
に
お
け
る
「
地
域
枠
」
の
設

置
状
況
に
つ
い
て
概
観
し
て
き
た
。
こ
こ
で
の
分
析
結
果
か
ら
導
か
れ
る
こ
と
は
、
第
一
に
、
地
域
差
は
あ

り
な
が
ら
も
、「
教
職
人
材
の
確
保
策
」
と
し
て
国
立
の
教
員
養
成
系
大
学
・
学
部
の
多
く
が
「
地
域
枠
」

設
置
に
歩
み
を
進
め
て
い
る
、
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
そ
し
て
、
第
二
に
、
そ
の
背
景
に
は
、
地
元
の
受
験

生
の
確
保
か
、
地
元
以
外
も
含
め
て
の
受
験
生
の
獲
得
か
と
い
っ
た
形
で
、
大
学
の
考
え
方
や
大
学
が
置
か

れ
た
文
脈
等
に
よ
っ
て
目
指
す
確
保
先
が
異
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

国
立
大
学
は
「
地
域
社
会
へ
の
貢
献
」
と
い
う
使
命
を
基
本
的
に
有
し
て
い
る
が
、
こ
と
に
教
員
養
成
系

大
学
・
学
部
は
す
ぐ
れ
た
教
職
人
材
の
確
保
・
輩
出
と
い
う
こ
と
が
社
会
的
に
期
待
さ
れ
て
お
り
、
令
和
６

年
度
に
は
、
文
部
科
学
省
が
「
地
域
教
員
希
望
枠
を
活
用
し
た
教
員
養
成
大
学
・
学
部
の
機
能
強
化
事
業
」

に
お
い
て
助
成
を
行
う
形
で
更
な
る
展
開
が
図
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
地
域
枠
」
選
抜
を
通
し
て
、

教
員
養
成
系
大
学
・
学
部
が
い
か
に
し
て
実
行
的
な
成
果
を
高
め
ら
れ
る
か
と
い
う
点
に
今
後
数
年
間
、
社

会
的
な
注
目
が
集
ま
る
も
の
と
い
え
る
。

　

そ
の
よ
う
な
な
か
に
あ
っ
て
も
、
改
め
て
確
認
し
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
こ
れ
ら
の
「
地
域
枠
」
選
抜
と

い
う
制
度
は
、
い
ず
れ
も
強
制
力
を
持
た
な
い
制
度
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
こ
で
は

大
学
と
受
験
生
が
、
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ポ
リ
シ
ー
や
入
試
関
係
資
料
等
を
通
じ
て
、
明
確
な
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
伝
え
そ
れ
を
受
け
取
る
こ
と
、
つ
ま
り
相
互
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
う
ま
く
図
る
こ
と
が
肝
要
と
な

る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
対
象
と
な
る
受
験
生
が
地
元
出
身
か
地
元
以
外
出
身
か
と
い
う
問
題
に
依
存

し
な
い
事
柄
で
あ
る
。
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さ
ら
に
、
こ
の
よ
う
な
動
向
は
、
当
制
度
の
成
否
如
何
に
よ
っ
て
は
、
医
学
分
野
や
教
員
養
成
分
野
に
限

ら
ず
、今
後
他
の
分
野
に
お
い
て
も
波
及
効
果
が
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る

（
７
）

。
そ
の
よ
う
な
意
味
で
、こ
の
「
地

域
枠
」
選
抜
と
い
う
制
度
の
成
否
を
今
後
も
確
実
に
検
証
し
、
そ
の
効
果
を
見
定
め
て
い
く
こ
と
は
社
会
的

に
価
値
の
あ
る
営
み
で
あ
る
と
考
え
る
。

【
注
】

（
1
） 国
立
の
教
員
養
成
系
大
学
・
学
部
の
エ
リ
ア
別
分
類
は
、
以
下
の
通
り
と
し
た
。

北
海
道
・
東
北
エ
リ
ア
：
北
海
道
教
育
、
弘
前
、
岩
手
、
宮
城
教
育
、
秋
田

関
東
エ
リ
ア
：
茨
城
、
宇
都
宮
、
群
馬
、
埼
玉
、
千
葉
、
横
浜
国
立
、
東
京
学
芸
、
山
梨
、
信
州

東
海
・
北
陸
エ
リ
ア
：
新
潟
、
上
越
教
育
、
富
山
、
金
沢
、
福
井
、
岐
阜
、
静
岡
、
愛
知
教
育
、
三
重

近
畿
エ
リ
ア
：
滋
賀
、
京
都
教
育
、
大
阪
教
育
、
兵
庫
教
育
、
奈
良
教
育
、
和
歌
山

中
国
・
四
国
エ
リ
ア
：
島
根
、
岡
山
、
広
島
、
山
口
、
鳴
門
教
育
、
香
川
、
愛
媛
、
高
知

九
州
・
沖
縄
エ
リ
ア
：
福
岡
教
育
、
佐
賀
、
長
崎
、
熊
本
、
大
分
、
宮
崎
、
鹿
児
島
、
琉
球　
（
以
上
、
45
大
学
）

（
2
） た
だ
し
、
北
海
道
教
育
大
学
に
つ
い
て
は
、
分
母
に
あ
た
る
教
員
養
成
課
程
全
体
の
数
を
、「
地
域
枠
」
を
設
け
て
い
る

釧
路
校
の
み
の
人
数
と
し
た
。
な
お
、
非
教
員
養
成
課
程
は
対
象
と
し
な
い

（
3
） 基
本
的
に
一
般
選
抜
で
「
地
域
枠
」
を
設
け
る
こ
と
は
、
出
願
要
件
の
問
題
か
ら
想
定
さ
れ
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
4
） 岐
阜
大
学
は
、
学
校
推
薦
型
選
抜
の
募
集
人
員
全
員
（
55
名
）
を
「
ぎ
ふ
清
流
入
試
」
と
し
て
当
て
て
い
る
。
ま
た
、

静
岡
大
学
は
、
学
校
推
薦
型
選
抜
71
名
の
募
集
人
員
の
う
ち
、
２
名
（
２
・
８
％
）
を
「
地
域
指
定
枠
」
と
し
て
設
定
し

て
い
る
。

（
5
） 大
学
に
よ
っ
て
は
複
数
の
「
地
域
枠
」
を
設
定
し
て
い
る
場
合
も
あ
る
が
、
そ
の
場
合
で
あ
っ
て
も
同
大
学
内
で
異
な
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る
制
限
を
課
し
て
い
る
ケ
ー
ス
は
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
、
こ
こ
で
は
大
学
単
位
で
の
算
出
結
果
を
示
し
て
い
る
。

（
6
） 唯
一
「
就
職
地
制
限
」
を
課
し
て
い
な
い
と
判
定
さ
れ
た
大
学
は
、
横
浜
国
立
大
学
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
出
願
要
件
上

の
表
記
が
「
神
奈
川
県
・
横
浜
市
・
川
崎
市
・
相
模
原
市
の
学
校
教
育
に
関
し
て
、
強
い
興
味
・
関
心
を
持
つ
者
」
と

の
表
記
で
あ
り
、
具
体
的
な
「
就
職
に
か
か
る
表
現
」
が
用
い
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
表

現
か
ら
は
大
学
側
が
受
験
生
に
対
し
て
当
該
地
域
へ
の
志
向
性
を
強
く
期
待
し
て
い
る
こ
と
は
十
分
に
読
み
取
る
こ
と

が
で
き
る
。

（
7
） た
と
え
ば
、
宮
崎
大
学
工
学
部
で
は
、「
将
来
、
宮
崎
県
内
に
就
職
し
て
工
学
人
材
と
し
て
地
域
の
発
展
に
貢
献
す
る
意

欲
の
あ
る
学
生
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
」
と
し
て
、「
宮
崎
県
就
職
希
望
枠
」
を
設
定
す
る
と
公
表
し
て
い
る
（
宮
崎

大
学
「
報
道
発
表
」
よ
り
、
令
和
６
年
４
月
23
日
）。

【
参
考
文
献
】

山
田
美
都
雄
、２
０
２
４
、「
国
立
教
員
養
成
大
学
・
学
部
に
お
け
る
『
地
域
枠
』
選
抜
の
現
況
分
析
」『
大
学
入
試
研
究
ジ
ャ
ー

ナ
ル
』pp.118-125.

宮
崎
大
学
、
２
０
２
４
、
報
道
発
表
資
料
（
令
和
６
年
４
月
23
日
）（U

R
L

：https://w
w

w
.m

iyazaki-u.ac.jp/public-

relations/20240423_02_press.pdf

、
令
和
６
年
９
月
23
日
確
認
）
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ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と
は
、
慢
性
的
な
病
気
や
障
害
、
精
神
的
問
題
や
依
存
症
な
ど
を
抱
え
る
家
族
の
世
話

を
し
て
い
る
子
ど
も
や
若
者
の
こ
と
を
指
す
。
２
０
２
４
年
６
月
に
改
正
さ
れ
た
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援

推
進
法
で
は
、こ
う
し
た
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
へ
の
支
援
が
法
律
の
中
で
明
記
さ
れ
た
。こ
ど
も
家
庭
庁
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
は
、「
家
族
の
介
護
そ
の
他
の
日
常
生
活
上
の
世
話
を
過
度
に
行
っ
て

い
る
と
認
め
ら
れ
る
子
ど
も
・
若
者
」
と
し
て
、
国
・
地
方
公
共
団
体
等
が
各
種
支
援
に
努
め
る
べ
き
対
象

で
あ
る
こ
と
が
紹
介
さ
れ
て
い
る

（
１
）

。

　

子
ど
も
が
家
事
や
き
ょ
う
だ
い
の
世
話
、
見
守
り
や
助
け
が
必
要
な
父
母
や
祖
父
母
の
世
話
を
す
る
こ
と

は
、
最
近
ま
で
、「
家
族
の
助
け
合
い
」
や
「
お
手
伝
い
」
と
み
な
さ
れ
、
肯
定
的
に
捉
え
ら
れ
て
き
た
。

具
体
的
に
、
何
歳
ぐ
ら
い
の
子
ど
も
が
、
一
日
に
何
時
間
ぐ
ら
い
を
ケ
ア
に
費
や
し
、
ど
ん
な
タ
イ
プ
の
ケ

ア
を
担
い
、
そ
の
こ
と
で
自
分
の
生
活
に
ど
ん
な
影
響
を
受
け
て
い
る
の
か
、
解
像
度
を
上
げ
て
見
て
い
こ

う
と
す
る
動
き
が
日
本
社
会
で
広
く
出
て
き
た
の
は
、２
０
２
０
年
ぐ
ら
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
背
景
に
は
、

家
族
を
め
ぐ
る
状
況
の
変
化
が
、
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
と
絡
ん
で
、
よ
う
や
く
実
感
と
し
て
認
識
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
こ
と
が
あ
る
。

　

日
本
の
人
口
は
２
０
０
８
年
の
１
億
２
８
０
８
万
人
を
ピ
ー
ク
に
減
少
し
て
お
り
、
２
０
２
４
年
１
月
に

は
、
今
の
ペ
ー
ス
で
進
む
と
２
１
０
０
年
に
は
お
よ
そ
６
３
０
０
万
人
に
人
口
が
半
減
す
る
と
い
う
推
計
が

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
か
ら
考
え
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

澁
谷
智
子

成蹊大学文学部現代社会学科教授

澁谷智子（しぶや　ともこ）

1998 年東京大学教養学部卒。2000 年ロンドン大学ゴールドスミス校大学院社
会学部修士課程、2001 年東京大学大学院総合文化研究科修士課程修了。2008
年「聞こえない親を持つ聞こえる子ども（コーダ）」の研究により、同大大学院
で博士号（学術）取得。2012 年より成蹊大学講師、2020 年より現職。専門は
社会学、比較文化研究。著書に『ヤングケアラー―介護を担う子ども・若者
の現実』（中公新書、2018 年）、編著に『コーダ　私たちの多様な語り―聞
こえない親と聞こえる子どもとまわりの人々』（生活書院、2024 年）など。
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出
さ
れ
た

（
２
）

。
こ
の
急
激
な
減
少
で
は
経
済
社
会
シ
ス
テ
ム
が
維
持
で
き
な
く
な
る
恐
れ
が
あ
り
、
人
口
を

８
０
０
０
万
人
の
規
模
で
安
定
さ
せ
る
こ
と
を
目
指
し
て
対
策
が
練
ら
れ
て
い
る
。
働
く
人
が
減
っ
て
し
ま

う
と
い
う
危
機
感
の
下
、
女
性
も
高
齢
者
も
賃
労
働
を
す
る
こ
と
が
推
奨
さ
れ
、
そ
の
環
境
作
り
も
進
ん
で

い
る
。
し
か
し
、
家
庭
の
領
域
は
個
人
の
選
択
に
任
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
が
あ
り
、
大
人
が
賃
労
働
を
優
先

さ
せ
る
中
で
、
家
庭
に
使
う
時
間
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
減
っ
て
い
る
。

　

共
働
き
家
庭
は
専
業
主
婦
家
庭
に
比
べ
、
１
日
あ
た
り
の
家
事
関
連
時
間
（
家
事
、
介
護
・
看
護
、
育
児
、

買
い
物
）
が
少
な
い
。
２
０
２
１
年
に
総
務
省
が
行
っ
た
「
令
和
３
年
社
会
生
活
基
本
調
査
」
で
は
、
共
働

き
世
帯
の
１
日
の
家
事
関
連
時
間
は
妻
が
４
時
間
18
分
・
夫
が
53
分
で
、
専
業
主
婦
世
帯
の
家
事
関
連
時
間

は
妻
が
６
時
間
39
分
・
夫
が
54
分
と
、
世
帯
あ
た
り
１
日
に
２
時
間
22
分
の
差
が
見
ら
れ
た
。
家
事
関
連
時

間
は
専
業
主
婦
世
帯
で
も
年
を
追
う
ご
と
に
減
っ
て
い
て
、
５
年
前
の
「
平
成
28
年
社
会
生
活
基
本
調
査
」

と
比
べ
る
と
、
世
帯
あ
た
り
の
家
事
関
連
時
間
は
、
専
業
主
婦
世
帯
で
は
１
時
間
13
分
、
共
働
き
世
帯
で
は

29
分
減
っ
て
い
る
。
子
育
て
期
の
ひ
と
り
親
世
帯
は
、
家
の
こ
と
に
か
け
ら
れ
る
時
間
が
さ
ら
に
少
な
い
。

２
０
２
１
年
の
デ
ー
タ
で
は
、
女
性
が
３
時
間
59
分
、
男
性
が
１
時
間
38
分
で
あ
る
。

　

デ
ン
マ
ー
ク
出
身
の
社
会
政
策
学
者
エ
ス
ピ
ン
＝
ア
ン
デ
ル
セ
ン
は
、
か
つ
て
家
事
や
育
児
に
専
念
し
て

い
た
者
が
今
や
生
涯
を
通
じ
て
雇
用
に
専
念
す
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
、「
革
命
」
と
呼
ん
だ
。
そ
れ
は
突

然
で
急
激
だ
と
い
う
意
味
で
、
技
術
の
変
化
に
匹
敵
す
る
と
エ
ス
ピ
ン
＝
ア
ン
デ
ル
セ
ン
は
指
摘
す
る
。
技

術
の
変
化
に
よ
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
携
帯
が
普
及
し
た
こ
と
は
、
人
々
の
働
き
方
や
教
育
の
あ
り
方
、

人
と
の
関
わ
り
方
を
大
き
く
変
え
て
き
た
が
、
家
族
の
領
域
で
も
そ
う
し
た
変
化
が
起
き
て
い
る
と
認
識
す

る
の
は
、
日
本
社
会
で
は
か
な
り
遅
れ
た
よ
う
に
思
う
。
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片
働
き
時
代
の
一
日
８
時
間
労
働
と
共
働
き
時
代
の
一
日
８
時
間
労
働
で
は
、
生
活
に
か
け
る
時
間
や
労

力
の
配
分
が
違
っ
て
く
る
。
か
つ
て
は
親
戚
や
近
所
の
人
が
サ
ポ
ー
ト
し
合
っ
て
、
子
ど
も
や
高
齢
者
を
見

守
っ
た
り
、
食
事
を
提
供
し
た
り
、
ち
ょ
っ
と
し
た
相
談
や
手
助
け
に
応
じ
た
り
、
と
い
う
こ
と
も
見
ら
れ

た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
仕
事
に
忙
し
く
な
っ
て
い
る
今
日
で
は
、
普
段
か
ら
の
付
き
合
い
も
減
っ
て
い
る
。
そ

も
そ
も
、
複
数
の
兄
弟
姉
妹
が
い
る
の
が
当
た
り
前
だ
っ
た
上
の
世
代
に
比
べ
、
１
９
５
０
年
代
半
ば
以
降

は
２
人
き
ょ
う
だ
い
、
そ
の
後
は
一
人
っ
子
と
い
う
状
況
も
増
え
て
お
り
、
親
戚
が
い
な
か
っ
た
り
、
い
て

も
働
い
て
い
た
り
し
て
、
い
ざ
と
い
う
時
に
頼
れ
る
相
手
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
。
そ
う
し
た
中
で
、
余
裕

の
な
い
家
庭
ほ
ど
、
大
人
が
子
ど
も
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況
が
起
き
て
い
る
。

　

経
済
的
に
大
人
が
働
か
ざ
る
を
得
ず
、大
人
は
「
う
ち
は
家
族
で
助
け
合
っ
て
な
ん
と
か
ま
わ
っ
て
い
る
」

と
認
識
し
て
い
る
一
方
で
、
大
人
の
よ
う
に
稼
ぐ
こ
と
が
で
き
な
い
子
ど
も
が
家
の
中
の
ケ
ア
を
担
当
し
、

勉
強
や
睡
眠
や
部
活
や
友
達
と
の
付
き
合
い
な
ど
を
極
限
ま
で
削
っ
て
頑
張
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。
し
か

も
、
家
族
に
負
担
を
か
け
た
く
な
い
と
、
そ
の
こ
と
を
家
族
に
も
言
わ
な
い
。
い
よ
い
よ
頑
張
れ
な
く
な
っ

た
子
ど
も
が
体
調
を
崩
し
た
り
不
登
校
に
な
っ
た
り
し
て
よ
う
や
く
、
親
や
家
族
が
子
ど
も
の
負
担
の
重
さ

に
気
づ
く
こ
と
は
珍
し
く
な
い
。

　

高
度
経
済
成
長
期
、農
村
か
ら
都
市
部
に
移
動
し
た
若
者
が
結
婚
し
て
子
育
て
を
し
て
い
く
時
に
は
、人
々

が
近
隣
で
協
力
し
あ
い
、
家
庭
や
地
域
を
よ
く
し
て
い
こ
う
と
し
た
。
し
か
し
、
人
口
が
減
り
、
女
性
も
働

く
よ
う
に
な
っ
て
き
た
今
日
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
作
る
に
も
、
家
庭
を
持
ち
子
ど
も
を
育
て
る
に
も
、

時
間
の
欠
乏
が
「
壁
」
と
し
て
立
ち
は
だ
か
っ
て
い
る
。
か
つ
て
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
、地
理
的
移
動
に
よ
っ

て
馴
染
ん
だ
空
間
か
ら
切
り
離
さ
れ
、
地
縁
血
縁
を
頼
れ
な
く
な
っ
た
こ
と
へ
の
補
完
と
し
て
育
ま
れ
た
も
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の
な
の
で
あ
れ
ば
、
今
日
、
現
役
世
代
の
時
間
の
欠
乏
へ
の
補
完
と
い
う
と
こ
ろ
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成

の
可
能
性
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。
上
の
世
代
が
部
下
に
仕
事
を
振
る
時
の
前
提
が
違
っ
て
き
て
い
る
こ
と
を

理
解
し
、
男
性
も
家
で
家
事
育
児
の
負
担
が
あ
る
こ
と
を
配
慮
し
た
仕
事
の
配
分
、
若
い
世
代
が
家
庭
や
地

域
に
お
い
て
「
助
か
る
」
こ
と
を
提
供
し
て
い
く
こ
と
が
、
そ
の
鍵
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
子
ど

も
食
堂
や
地
域
食
堂
、若
い
世
代
を
対
象
と
し
た
食
事
割
引
券
の
配
付
、学
習
支
援
、子
ど
も
の
送
迎
、ち
ょ
っ

と
し
た
預
か
り
、
つ
い
で
の
買
い
物
、
子
ど
も
や
若
者
に
と
っ
て
楽
し
い
場
の
提
供
、
…
…
そ
う
し
た
と
こ

ろ
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
可
能
性
を
期
待
し
た
い
。

【
注
】

（
１
） こ
ど
も
家
庭
庁
、
２
０
２
４
、「
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
つ
い
て
」（https://w

w
w

.cfa.go.jp/policies/young-carer/

、

２
０
２
４
年
９
月
６
日
閲
覧
）。

（
２
） Ｎ
Ｈ
Ｋ
、２
０
２
４
、「
日
本
の
人
口
問
題 

有
識
者
が
提
言
「
２
１
０
０
年
に
８
０
０
０
万
人
目
指
す
べ
き
」」（
２
０
２
４

年
１
月
９
日
掲
載
、https://w

w
w

3.nhk.or.jp/new
s/htm

l/20240109/k10014314671000.htm
l

、
２
０
２
４
年
９

月
６
日
閲
覧
）。
２
０
０
８
年
の
人
口
に
つ
い
て
は
、
総
務
省
統
計
局
「
人
口
推
計
の
結
果
の
概
要　

長
期
時
系
列
デ
ー

タ
（
平
成
12
年
～
令
和
２
年
）」
の
表
１
「
男
女
別
人
口
（
各
年
10
月
１
日
現
在
）- 

総
人
口
、日
本
人
人
口
（
２
０
０
０

年
～
２
０
２
０
年
）」
参
照
（https://w

w
w

.e-stat.go.jp/stat-search/files?page=1&
layout=datalist&

toukei=0

0200524&
tstat=000000090001&

cycle=0&
tclass1=000000090004&

tclass2=000001051180&
tclass3val=0

、

２
０
２
４
年
９
月
６
日
閲
覧
）。
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ネ
パ
ー
ル
歴
史
市
街
地
の
防
災
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　

２
０
１
５
年
ゴ
ル
カ
地
震
に
よ
り
ネ
パ
ー
ル
首
都
圏
の
世
界
遺
産
の
町
と
し
て
知
ら
れ
る
三
都
市
の
旧
市

街
地
：
カ
ト
マ
ン
ズ
、
パ
タ
ン
、
バ
ク
タ
プ
ル
は
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
先
住
民
で
あ
る
ネ
ワ
ー
ル

族
の
歴
史
文
化
が
現
在
も
受
け
継
が
れ
て
い
る
旧
市
街
地
で
す
が
、
震
災
に
よ
り
特
に
４
～
５
階
建
て
の
伝

統
的
煉れ

ん

瓦が

組そ

積せ
き

造ぞ
う

の
ネ
ワ
ー
ル
民
家
や
寺
院
な
ど
歴
史
的
建
造
物
の
被
害
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

旧
市
街
地
の
民
家
は
中
庭
を
囲
む
よ
う
に
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
中
庭
は
小
規
模
な
も
の
か
ら
大
規
模

な
も
の
ま
で
、
狭
い
通
路
な
ど
で
連
な
り
、
中
庭
型
の
集
住
体
を
形
成
し
て
い
ま
す
。
多
く
の
中
庭
は
中
世

以
前
か
ら
存
在
す
る
仏
教
僧
院
と
そ
の
関
係
者
の
居
住
地
で
あ
り
、
現
在
も
宗
教
行
事
や
通
過
儀
礼
を
行
う

重
要
な
空
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
寺
院
周
辺
の
広
場
や
休
憩
場
（
フ
ァ
ル
チ
ャ
・
パ
テ
ィ
）、
水
汲

み
場
（
ヒ
テ
ィ
）
も
中
世
か
ら
続
く
歴
史
的
な
建
造
物
で
あ
り
、
市
民
が
自
由
に
利
用
で
き
る
共
用
空
間
で

も
あ
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、宗
教
と
居
住
が
重
な
り
合
う
ユ
ニ
ー
ク
な
都
市
空
間
が
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

歴
史
的
建
造
物
や
共
用
施
設
に
は
、
伝
統
的
な
管
理
組
織
「
グ
テ
ィ
」
や
「
サ
ン
ガ
」、
そ
し
て
、
旧
市
街

地
内
の
各
ト
ル
（
伝
統
的
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
単
位
、
町
の
こ
と
）
に
は
自
治
組
織
（
ト
ル
・
コ
ミ
テ
ィ
）
が
存

在
し
、
ト
ル
内
の
空
間
管
理
だ
け
で
な
く
、
住
民
の
家
庭
問
題
も
行
政
機
関
に
頼
ら
ず
に
解
決
す
る
仕
組
み

が
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す

（
１
）

。

　

旧
市
街
地
の
空
間
は
、
中
庭
が
連
坦
し
、
細
い
路
地
も
多
い
密
集
市
街
地
で
あ
る
た
め
、
震
災
時
に
は
余
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震
が
続
く
中
で
避
難
経
路
の
確
保
が
困
難
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
被
災
者
は

１
週
間
か
ら
数
か
月
と
い
う
長
期
間
、
周
辺
の
中
庭
空
間
や
寺
院
周
辺
の
広

場
、
仏
教
僧
院
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
共
有
建
物
（
ト
ル
・
チ
ェ
）
な
ど

で
自
主
的
に
避
難
生
活
を
お
く
り
ま
し
た
。
震
災
数
日
後
に
は
カ
ト
マ
ン
ズ

盆
地
内
で
１
２
０
０
カ
所
以
上
の
自
主
的
避
難
所
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す

（
２
）

。

　

私
が
研
究
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
き
た
パ
タ
ン
旧
市
街
地
の
仏
教
僧
院
ク
ワ

バ
ハ
（
ゴ
ー
ル
デ
ン
テ
ン
プ
ル
）
と
隣
接
の
イ
ラ
ナ
ニ
中
庭
、
ナ
グ
バ
ハ
中

庭
も
自
主
的
避
難
所
と
な
っ
た
場
所
の
一
つ
で
す
。
震
災
の
数
年
前
に
耐
震

補
強
工
事
を
終
え
て
い
た
の
で
、
僧
院
に
は
あ
ま
り
被
害
が
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
し
か
し
、
余
震
が
続
く
た
め
、
隣
接
の
中
庭
空
間
は
５
０
０
人
～

１
０
０
０
人
に
及
ぶ
被
災
者
が
利
用
し
ま
し
た
。
地
震
が
起
き
た
直
後
か
ら

ト
ル
の
若
者
は
家
族
や
近
所
の
方
々
の
安
否
確
認
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
が
避

難
生
活
用
に
家
か
ら
寝
具
や
食
事
を
用
意
す
る
の
に
勤
め
ま
し
た
。
翌
日
か

ら
は
ト
ル
・
コ
ミ
テ
ィ
が
主
体
に
炊
き
出
し
、
無
料
で
飲
食
（
各
住
宅
や
近

く
の
店
舗
、水
汲
み
場
・ 

井
戸
よ
り
）
の
手
配
、ト
イ
レ
（
ト
ル
・
チ
ェ
や
リ
ー

ダ
ー
の
自
宅
）、
清
掃
等
の
避
難
所
と
し
て
混
乱
が
な
い
よ
う
用
意
さ
れ
ま

し
た
。
夜
は
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
式
で
若
者
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル
、
被
災
者
へ

の
情
報
伝
達
、
ま
た
、
被
害
の
多
い
地
区
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
も
続
け

ま
し
た
。
避
難
生
活
が
１
か
月
続
い
た
家
庭
も
あ
り
ま
し
た
が
、
住
宅
被
害

パタン旧市街地の世界遺産保存地区内に位置する仏教僧院クワバハと隣接するイラナニ中庭、ナグバハ
中庭（撮影：Suman Dhakhwa）
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で
生
活
で
き
な
い
被
災
者
に
対
し
て
は
ト
ル
・
チ
ェ
に
て
１
年
近
く
仮
住
ま
い
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。

　

震
災
直
後
に
素
早
く
避
難
所
と
し
て
運
営
が
で
き
た
こ
と
に
は
、
毎
年
１
０
０
０
人
以
上
が
参
加
し
て

行
っ
て
き
た
僧
院
関
連
の
儀
式
の
経
験
が
防
災
訓
練
と
し
て
機
能
し
て
い
た
か
ら
で
し
た
。
儀
式
を
行
う
中

庭
空
間
が
避
難
所
と
な
り
、
被
災
者
へ
の
炊
き
出
し
に
必
要
な
備
品
、
設
備
、
器
具
な
ど
は
儀
式
や
祭
り
な

ど
で
利
用
さ
れ
る
グ
テ
ィ
所
有
の
も
の
で
し
た
。
ま
た
、
避
難
所
運
営
に
お
い
て
の
役
割
分
担
は
儀
式
や
祭

り
な
ど
の
時
と
同
様
に
行
い
、
費
用
負
担
に
お
い
て
も
負
担
で
き
る
範
囲
で
各
自
か
ら
費
用
を
徴
収
す
る
仕

組
み
で
し
た

（
３
）

。

　

豊
富
な
共
用
空
間
と
、
平
常
時
か
ら
儀
式
や
祭
り
を
通
じ
て
培
わ
れ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
地
域
の
力
が
、

自
然
と
災
害
時
に
も
活
か
さ
れ
た
と
い
え
ま
す
。
日
本
で
は
、
各
地
域
で
事
前
の
防
災
活
動
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
防
災
に
過
度
に
焦
点
を
当
て
る
の
で
は
な
く
、
も
と
も
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
結
束
力
や
地
域
力

を
ど
の
よ
う
に
持
続
さ
せ
る
か
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
平
常
時
の
共
同
活
動
に
防
災
関
連
の

活
動
を
さ
り
げ
な
く
取
り
入
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
ネ
パ
ー
ル
の
震
災
で
は
被
害
が
少
な
か
っ
た
た
め
、
旧
市
街
地
で
は
共
助
に
よ
っ
て
避
難
生
活
を

乗
り
越
え
ま
し
た
が
、
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
際
の
レ
ス
キ
ュ
ー
対
応
、
屋
外
空
間
で
の
避
難
生
活
の
限
界
、

歴
史
的
価
値
を
持
つ
建
造
物
の
耐
震
補
強
や
そ
れ
ら
を
屋
内
避
難
所
と
し
て
活
用
す
る
方
法
な
ど
、
公
助
の

強
化
を
含
め
た
多
く
の
課
題
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
課
題
を
可
視
化
す
る
た
め
、
研
究
成
果
の
一
部
を
現
地
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
方
々
と
共
に
『
震

災
の
記
憶
』
と
し
て
、
現
地
語
で
イ
ラ
ス
ト
付
き
の
書
籍
を
出
版
し
ま
し
た
。
現
在
は
、
地
域
資
源
で
あ
る
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歴
史
的
建
造
物
の
価
値
意
識
を
高
め
る
た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し
、

歴
史
的
建
造
物
の
修
復
手
法
や
、
こ
れ
ら
の
建
物
を
屋
内
避
難
所
と
し
て
活

用
す
る
方
法
を
模
索
す
る
調
査
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。
日
本
の
先
端
的
な

防
災
対
策
を
学
び
な
が
ら
、
ネ
パ
ー
ル
の
歴
史
的
地
区
の
事
例
が
日
本
の
防

災
研
究
に
貢
献
で
き
る
よ
う
、
今
後
も
研
究
を
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

参
考
文
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史
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書籍『2015年ネパール地震の記憶』の表紙（上）と掲載している避難生活を示すイラスト（作：
Ramishna Manandhar）（Shakya Lata et al.：“The Memory of 2015 Nepal Earthquake -Experience of 
Local Residents Utilizing Traditional Resources in UNESCO World Heritage Site” , DMUCH, Subhash 
printing press 2019.12 “ （pdf: https://r-dmuch.jp/results/nepalearthquake/））
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大
学
生
協
は
大
学
の
福
利
厚
生
を
担
う
「
協
同
組
合
」
で
、

大
学
の
教
職
員
、
学
生
な
ど
の
出
資
・
利
用
・
運
営
で
成
り

立
っ
て
い
る
組
織
で
す
。
協
同
互
助
の
精
神
に
基
づ
き
、
事

業
活
動
や
組
織
活
動
を
通
じ
て
、
平
和
な
社
会
を
目
指
す
こ

と
、
組
合
員
の
生
活
の
改
善
向
上
を
図
る
こ
と
、
豊
か
な
キ
ャ

ン
パ
ス
ラ
イ
フ
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

２
０
２
０
年
か
ら
蔓
延
し
始
め
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
よ
っ
て
、
一
時
期
は
キ
ャ
ン
パ
ス
に
人
が
い
な
い

と
い
う
こ
と
も
よ
く
あ
り
ま
し
た
が
、
昨
年
の
５
月
に
は
、

感
染
症
法
上
の
分
類
が
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
と
同

じ
５
類
感
染
症
へ
と
引
き
下
げ
ら
れ
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
に
戻

る
と
ま
で
は
い
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
少
し
ず
つ
キ
ャ
ン
パ

ス
に
学
生
の
姿
が
戻
り
始
め
ま
し
た
。

　

２
０
２
４
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
５
類
感

染
症
に
引
き
下
げ
さ
れ
て
初
め
て
の
新
学
期
活
動
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
全
国
の
大
学
生
協
で
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で

の
良
さ
は
そ
の
ま
ま
残
し
な
が
ら
も
、
多
く
で
対
面
で
新
入

生
を
迎
え
入
れ
る
取
り
組
み
が
さ
れ
ま
し
た
。
２
０
２
３
年

秋
に
全
国
大
学
生
協
連
で
実
施
し
た
学
生
生
活
実
態
調
査
で

は
、
大
学
生
活
が
充
実
し
て
い
る
と
回
答
し
た
学
生
は
90
・

２
％
と
高
い
割
合
を
記
録
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
コ
ロ
ナ
禍
直
後
に
入
学
し
た
学
生
（
調
査
当
時

４
年
生
）
の
無
念
や
苦
難
の
声
は
多
く
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

中
で
も
自
己
実
現
や
自
己
成
長
に
つ
な
げ
て
い
っ
た
軌
跡
を

大
学
生
活
の
充
実
を
は
か
る

加藤有希
かとう・ゆうき

福山市立大学都市経営学部卒
全国大学生活協同組合連合会 理事

学生委員長

若者の風景

全
国
大
学
生
協
連
は
２
０
２
４
年
度
の
活
動
方
針
の
テ
ー
マ

と
し
て
「
つ
な
が
る
元
気
、
と
き
め
き
キ
ャ
ン
パ
ス
。
～
組
合

員
と
の
対
話
を
大
切
に
、
大
学
生
協
で
つ
な
が
る
仲
間
を
拡
げ

よ
う
～
」
と
提
案
し
ま
し
た
。
組
合
員
が
本
当
に
願
っ
て
い
る

事
や
周
囲
の
組
合
員
と
の
共
通
の
願
い
を
共
に
見
つ
け
出
し
、

共
に
実
現
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

19
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し
か
し
、
そ
こ
で
出
て
き
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
や
願
望
に

対
し
て
で
き
る
・
で
き
な
い
と
い
う
端
的
な
回
答
を
し
て
い

た
実
態
が
あ
り
ま
し
た
。
組
合
員
と
の
関
係
を
さ
ら
に
強
め

る
に
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
や
組
合
員
か
ら
の
願
い
・
要
望

に
対
し
て
、
そ
の
背
景
に
あ
る
組
合
員
の
生
活
実
態
を
把
握

し
て
、
組
合
員
が
本
当
に
願
っ
て
い
る
事
や
周
囲
の
組
合
員

と
の
共
通
の
願
い
を
共
に
見
つ
け
出
し
、
共
に
実
現
し
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
の
こ
と
を
２
０
２
４
年
度
の
テ
ー

マ
で
は
「
対
話
」
と
表
現
し
ま
し
た
。
そ
れ
ら
を
積
み
重
ね

て
い
く
こ
と
で
い
く
つ
か
の
大
学
生
協
で
は
、
少
し
ず
つ
組

合
員
と
の
距
離
が
近
づ
き
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

九
州
大
学
生
協
の
取
り
組
み
で
は
、
組
合
員
で
あ
る
総
代

と
共
に
総
代
会
で
農
学
系
生
活
支
援
施
設
（
ア
グ
リ
ダ
イ
ニ

ン
グ
）
の
事
業
者
公
募
に
関
す
る
協
議
を
行
い
ま
し
た
。「
組

合
員
で
あ
る
学
生
か
ら
声
を
上
げ
る
こ
と
と
、
そ
の
中
心
に

は
学
生
理
事
の
多
く
が
所
属
す
る
そ
し
き
部
（
学
生
委
員
会
）

が
あ
る
べ
き
だ
」
と
い
う
教
職
員
理
事
か
ら
の
積
極
的
な
ご

意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
よ
り
組
合
員
に
開
か
れ
た
場
で

あ
る
総
代
会
の
分
科
会
と
い
う
形
で
総
代
か
ら
の
意
見
も
取

り
入
れ
て
決
定
を
し
て
い
く
と
い
う
運
び
を
理
事
会
で
承
認

い
た
だ
き
、
当
時
常
任
理
事
と
そ
し
き
部
部
長
を
中
心
に
総

代
会
に
お
け
る
分
科
会
と
し
て
実
施
し
ま
し
た
。
総
代
会
当

日
は
九
州
大
学
生
協
の
事
業
経
営
の
状
況
も
含
め
て
解
説
を

窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
に
、
同
じ
世
代
を
生
き
る
中

で
も
一
人
ひ
と
り
が
バ
ラ
バ
ラ
の
生
活
を
送
る
傾
向
に
あ
り

ま
し
た
。

　

悩
ん
で
い
て
も
仕
方
な
い
こ
と
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ

て
私
の
理
想
と
し
て
い
た
大
学
生
活
は
完
全
に
狂
っ
て
し

ま
っ
た
ま
ま
終
わ
り
そ
う
で
す
。
ま
ず
、
友
達
が
出
来
な
か
っ

た
こ
と
が
大
き
く
、
結
果
的
に
就
活
に
不
利
に
な
っ
た
よ
う

に
感
じ
ま
し
た
。
今
後
自
分
が
生
き
て
い
る
感
覚
が
戻
る
の

か
ど
う
か
が
不
安
で
す
。（
文
科
系
・
４
年
・
男
性
・
自
宅
）

　

大
学
生
活
が
コ
ロ
ナ
で
台
無
し
や
ね
っ
て
言
わ
れ
る
こ
と

に
困
っ
て
ま
す
。
自
分
は
１
人
の
時
間
が
作
れ
て
よ
か
っ
た

の
に
、
決
め
つ
け
ら
れ
て
話
さ
れ
る
の
で
、
あ
〜
っ
て
な
り

ま
す
。（
文
科
系
・
４
年
・
男
性
・
自
宅
）

　

そ
ん
な
中
で
全
国
大
学
生
協
連
は
２
０
２
４
年
度
の
活
動

方
針
の
テ
ー
マ
と
し
て
「
つ
な
が
る
元
気
、
と
き
め
き
キ
ャ

ン
パ
ス
。
～
組
合
員
と
の
対
話
を
大
切
に
、
大
学
生
協
で
つ

な
が
る
仲
間
を
拡
げ
よ
う
～
」
と
提
案
し
ま
し
た
。
大
学
生

協
で
は
コ
ロ
ナ
禍
で
も
、
組
合
員
を
ど
真
ん
中
に
お
い
て
顔

が
見
え
な
い
状
態
で
も
組
合
員
の
声
を
聞
く
活
動
を
旺
盛
に

行
っ
て
い
ま
し
た
。
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行
い
、
ア
グ
リ
ダ
イ
ニ
ン
グ
の
営
業
に
つ
い
て
、
短
縮
営
業

を
継
続
す
る
か
営
業
を
継
続
し
な
い
か
と
い
う
２
つ
の
立
場

に
分
か
れ
て
協
議
を
進
め
ま
し
た
。
改
め
て
各
月
の
利
用
点

数
・
金
額
を
示
し
た
表
や
ア
グ
リ
ダ
イ
ニ
ン
グ
の
レ
イ
ア
ウ

ト
図
、
出
食
表
な
ど
を
参
考
資
料
と
し
て
各
テ
ー
ブ
ル
に
準

備
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
会
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
「
事

前
知
識
の
共
有
が
不
十
分
だ
っ
た
」
と
い
う
意
見
が
出
る
ほ

ど
総
代
さ
ん
が
問
題
に
対
し
て
深
刻
に
捉
え
、
真
剣
に
考
え

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
分
科
会
内
で
は
「
客
数
の
予
想
の
計

算
ぐ
ら
い
し
ま
す
よ
！
」
と
い
う
運
営
参
加
に
積
極
的
に
な

る
声
や
、
九
州
大
学
生
協
の
厳
し
い
現
状
を
身
を
も
っ
て
体

感
す
る
こ
と
が
で
き
て
お
り
、
組
合
員
ど
う
し
が
本
気
に
な
っ

て
団
結
し
物
事
に
取
り
組
む
様
子
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

２
０
２
５
年
度
、
私
た
ち
は
さ
ら
に
多
く
の
組
合
員
に
対

話
を
拡
げ
、
組
合
員
と
共
に
暮
ら
し
の
向
上
を
目
指
さ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
２
０
２
５
年
度
は
、
新
入
生
・
在
校
生

と
の
対
話
で
き
る
取
り
組
み
を
通
じ
て
一
人
ひ
と
り
が
大
学

生
協
っ
て
ス
テ
キ
だ
！　

大
学
生
協
の
こ
と
が
ス
キ
だ
！　

と
感
じ
る
大
学
生
活
、
大
学
生
協
を
つ
く
り
あ
げ
て
い
き
ま

す
。

九州大学生協第103回定例総代会　2024 年 5 月 25 日、九州大学生協の総代と学生委員会（そしき部）
と理事・監事が集まり、農学部食堂（アグリダイニング）の進退について話し合った。
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砂
漠
化
す
る
ブ
ル
キ
ナ
フ
ァ
ソ
の
現
場
か
ら

41

ボランティア

サ
ハ
ラ
砂
漠
の
南
に
位
置
す
る
サ
ヘ
ル
地
域
で
は
砂
漠
化
が
進
行

し
つ
つ
あ
り
、
人
々
の
命
と
生
活
が
危
機
的
な
状
況
に
陥
っ
て
い
ま

す
。
Ｎ
Ｇ
Ｏ
「
緑
の
サ
ヘ
ル
」
は
、住
民
生
活
の
基
盤
作
り
と
向
上
、

地
域
環
境
の
回
復
と
保
全
を
目
的
と
し
て
１
９
９
１
年
に
設
立
さ

れ
ま
し
た
。
今
回
は
私
の
活
動
経
験
を
通
し
て
感
じ
た
こ
と
、
考

え
た
こ
と
を
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

菅川拓也
すがかわ・たくや

特定非営利活動法人
緑のサヘル
事務局長

バ
ム
湖
周
辺
地
域
に
お
け
る
活
動

　

２
０
０
７
年
、「
緑
の
サ
ヘ
ル
」
は
西
ア
フ
リ
カ
の
内
陸

国
ブ
ル
キ
ナ
フ
ァ
ソ
の
バ
ム
県
に
お
け
る
活
動
に
着
手
し
ま

し
た
。
バ
ム
県
の
中
央
に
は
バ
ム
湖
と
呼
ば
れ
る
湖
が
あ

り
、
そ
の
周
囲
に
は
約
50
の
村
落
が
点
在
し
て
い
ま
す
。
か

つ
て
バ
ム
湖
は
鬱う

っ

蒼そ
う

と
し
た
森
林
に
囲
ま
れ
て
い
ま
し
た
が
、

１
９
７
０
年
代
に
襲
っ
た
大
干
ば
つ
に
よ
っ
て
そ
の
ほ
と
ん

ど
が
枯
死
し
、
現
在
は
疎
林
を
残
す
の
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

植
生
を
失
っ
た
大
地
は
急
速
に
乾
燥
化
と
荒
廃
が
進
み
、

地
力
が
著
し
く
低
下
し
て
し
ま
い
ま
す
。
活
動
を
始
め
た
当

時
、
地
域
の
穀
物
収
穫
量
は
20
年
前
の
１
／
４
ま
で
落
ち
込
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薪
や
建
材
を
調
達
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
、
活
動

の
担
い
手
は
各
村
の
有
志
に
な
り
ま
す
。

「
学
校
植
林
」
の
意
義

　

現
地
に
は
部
族
や
氏
族
、
宗
教
や
職
業
等
を
基
盤
と
す
る

様
々
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
存
在
し
ま
す
が
、
ど
れ
も
が
日
本

以
上
に
明
確
で
結
び
つ
き
が
強
く
、
排
他
的
な
よ
う
な
気
が

し
ま
す
。
活
動
を
行
う
に
あ
た
っ
て
は
細
心
の
注
意
が
必
要

で
、
バ
ラ
ン
ス
を
欠
い
て
特
定
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
偏
っ
て

し
ま
っ
た
場
合
、
そ
の
活
動
が
他
か
ら
は
受
け
入
れ
ら
れ
な

く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、「
学
校
植
林
」

は
そ
う
し
た
壁
を
越
え
る
力
を
持
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

小
学
校
の
数
が
少
な
い
村
落
部
に
お
い
て
は
１
村
に
１
校

が
普
通
で
、
時
に
は
２
～
３
村
で
１
校
と
い
う
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
で
す
か
ら
、
小
学
校
に
は
様
々
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
か

ら
の
子
供
た
ち
が
集
う
こ
と
に
な
り
ま
す
（
コ
ー
ラ
ン
学
校

や
ミ
ッ
シ
ョ
ン
校
等
、
一
部
の
例
外
は
あ
り
ま
す
）。
ま
た
、

祖
父
母
も
父
母
も
子
供
も
同
じ
小
学
校
と
い
う
家
庭
が
ほ
と

ん
ど
で
、「
小
学
校
は
村
や
地
域
の
宝
」
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、

学
校
行
事
に
は
多
く
の
保
護
者
が
積
極
的
に
参
加
し
ま
す
。

言
わ
ば
、
小
学
校
自
体
が
様
々
な
壁
を
越
え
た
横
断
的
な
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
な
っ
て
い
る
訳
で
す
。

「
学
校
植
林
」
の
効
果
は
大
き
く
、
苗
木
の
運
搬
や
植
栽
、

み
、
１
日
１
食
で
暮
ら
さ
ざ
る
を
得
な
い
住
民
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
「
緑
の
サ
ヘ
ル
」
は
村
々
の
皆

さ
ん
と
話
し
合
い
、
食
糧
増
産
と
現
金
収
入
向
上
に
よ
っ
て

住
民
生
活
の
安
定
を
図
り
、
同
時
に
森
林
や
木
立
の
造
成
に

よ
る
環
境
作
り
を
進
め
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

積
極
的
植
林
に
よ
る
環
境
作
り

　

植
林
活
動
は
地
域
住
民
の
強
い
希
望
に
よ
る
も
の
で
し
た
。

食
糧
が
充
分
で
は
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
人
々
が
植
林
に
意

欲
的
だ
っ
た
の
は
、
先
祖
代
々
か
ら
の
経
験
に
よ
る
も
の
で

し
た
。
干
ば
つ
や
野
火
等
の
自
然
災
害
に
し
ろ
、
内
戦
や
伐

採
等
の
人
的
原
因
に
し
ろ
、
ひ
と
た
び
環
境
が
損
な
わ
れ
て

し
ま
う
と
そ
の
回
復
は
難
し
く
、
次
に
来
る
の
は
凶
作
、
食

糧
不
足
、
飢
饉
と
い
っ
た
よ
り
大
き
な
災
厄
で
す
。
こ
の
地

域
の
住
民
は
、
そ
の
こ
と
を
身
を
持
っ
て
知
っ
て
い
た
の
で

す
。

　

植
林
活
動
に
は
小
学
校
が
行
う
「
学
校
植
林
」
と
、
村
々

が
実
施
す
る
「
村
落
植
林
」
が
あ
り
ま
す
。「
学
校
植
林
」
は

校
舎
を
木
立
で
囲
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
子
供
た
ち
を
熱
風
や

砂
埃
か
ら
守
る
と
共
に
、
植
林
を
体
験
す
る
機
会
を
作
る
こ

と
が
目
的
で
、
活
動
の
担
い
手
は
生
徒
と
保
護
者
、
教
師
に

な
り
ま
す
。「
村
落
植
林
」
は
村
々
で
湖
岸
や
水
場
の
近
辺
に

森
林
を
作
り
、
湖
岸
の
崩
落
や
湖
水
の
氾
濫
を
緩
和
し
た
り
、
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水
や
り
に
は
多
く
の
保
護
者
や
近
隣
住
民
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
積
極
的
に
参
加
し
ま
す
。
そ
し
て
学
校
で
植
林
が
成

功
し
た
場
合
、
植
林
活
動
は
周
辺
の
村
々
、
そ
れ
ぞ
れ
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
自
然
に
広
が
っ
て
行
き
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に

参
加
し
た
小
学
校
は
36
校
、
計
約
９
４
０
０
本
の
苗
木
が
植

え
ら
れ
、
植
林
を
体
験
し
た
子
供
た
ち
は
2
万
人
を
越
え
て

い
ま
す
（
２
０
２
１
年
度
は
保
護
者
や
近
隣
住
民
等
、
計

１
７
３
名
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
）。

「
村
落
植
林
」
の
成
果

「
村
落
植
林
」
は
各
村
の
有
志
が
活
動
の
担
い
手
と
な
る
た

め
、
近
隣
の
住
民
や
近
縁
者
の
参
加
が
中
心
に
な
っ
て
い
ま

す
。「
学
校
植
林
」
の
経
験
者
も
多
く
、
全
員
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
苗
木
の
植
栽
や
水
や
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
に
植
林
を
実
施
し
た
の
は
９
村
で
、
計
約
16
万
２
８
０
０

本
の
苗
木
を
植
え
て
お
り
、
２
０
１
６
年
か
ら
は
成
長
し
た

樹
木
の
伐
採
が
始
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
薪
や
建
材

と
し
て
各
家
庭
で
利
用
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
販
売
に
よ
る
貴

重
な
現
金
収
入
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

特
筆
す
べ
き
な
の
は
、
こ
の
活
動
が
農
繁
期
と
重
な
る
に

も
関
わ
ら
ず
、
食
糧
不
足
の
年
で
も
疫
病
が
蔓
延
し
た
年
で

も
、
中
断
す
る
こ
と
な
く
15
年
間
に
わ
た
っ
て
続
け
ら
れ
た

こ
と
で
す
。
こ
れ
は
既
述
の
、
よ
り
大
き
な
災
厄
を
未
然
に

学校植林　苗木の植栽後も、子供たちによる水やりが続けられる。
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防
ご
う
と
す
る
意
識
に
よ
る
も
の
に
他
な
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
２
０
２
２
年
、
そ
の
取
り
組
み
も
途
切
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

現
在
、
ブ
ル
キ
ナ
フ
ァ
ソ
は
武
装
勢
力
の
脅
威
に
晒
さ
れ

て
お
り
、
そ
の
襲
撃
や
略
奪
に
よ
っ
て
２
０
０
万
人
を
越
え

る
人
々
（
国
民
の
10
人
に
１
人
）
が
土
地
を
追
わ
れ
、
難
民

と
な
っ
て
い
ま
す
。
バ
ム
湖
周
辺
地
域
で
も
、
他
地
域
か
ら

2
万
４
０
０
０
人
、
地
域
内
の
村
々
の
住
民
を
合
わ
せ
る
と

6
万
人
を
越
え
る
難
民
が
発
生
し
て
お
り
、
地
域
の
中
心
で

あ
る
コ
ン
グ
シ
市
に
設
置
さ
れ
た
20
の
難
民
キ
ャ
ン
プ
に
収

容
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
２
０
２
２
年
は
「
緑
の
サ

ヘ
ル
」
が
こ
の
地
域
で
活
動
を
始
め
て
以
来
、
初
め
て
木
を

植
え
な
い
一
年
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
（
２
０
２
１
年

度
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
は
４
０
１
名
［
男
性
１
８
５
名
、

女
性
89
名
、
子
供
１
２
７
名
］
に
上
っ
て
い
ま
し
た
）。

植
林
活
動
の
現
在

　

２
０
２
３
年
10
月
、
地
域
の
治
安
が
や
や
回
復
す
る
と
、

早
朝
に
難
民
キ
ャ
ン
プ
を
出
て
自
村
に
赴
き
、
日
中
は
苗
木

の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
し
て
夕
方
に
キ
ャ
ン
プ
に
戻
る
人
々
が

現
れ
始
め
ま
し
た
。
そ
の
人
数
は
徐
々
に
増
え
、
小
学
校
の

子
供
た
ち
が
そ
れ
に
続
き
ま
し
た
。
ま
だ
万
全
で
は
な
い
治

安
状
況
の
中
、
相
応
の
リ
ス
ク
を
冒
し
て
の
こ
と
で
す
。「
な

難民支援活動　支援物資の配給には、地元のボランティアが活躍している。
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2024年度に行った植林活動　久しぶりの植林に、皆とても嬉しそうだった。

ぜ
今
な
の
か
？
」
と
尋
ね
る
と
、
返
っ
て
来
た
の
は
「
確
か

に
怖
い
け
ど
、
飢
饉
の
方
が
も
っ
と
人
が
死
ぬ
か
ら
」
と
い

う
言
葉
で
し
た
。
現
代
日
本
に
暮
ら
す
私
た
ち
に
と
っ
て
、

多
く
の
場
合
森
は
癒
し
の
場
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
し
か
し
こ
の

地
域
の
人
々
に
と
っ
て
は
、
森
は
命
を
か
け
て
も
守
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
も
の
な
の
で
す
。

　

２
０
２
４
年
７
月
、
２
年
９
か
月
ぶ
り
に
住
民
に
よ
る
植

林
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
た
だ
し
場
所
は
村
落
部
で
は
な
く
、

安
全
が
確
保
さ
れ
て
い
る
コ
ン
グ
シ
市
内
の
バ
ム
湖
に
面
し

た
土
地
で
、
計
４
２
０
本
の
苗
木
が
長
さ
７
０
０
ｍ
に
わ
た
っ

て
植
え
ら
れ
ま
し
た
。
参
加
し
た
の
は
住
民
30
名
（
女
性
20

名
、
男
性
10
名
）
で
し
た
が
、
作
業
中
に
偶
然
通
り
か
か
っ

た
若
い
男
女
10
数
名
が
駆
け
寄
っ
て
来
て
、
急
遽
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
参
加
し
て
く
れ
る
と
い
う
嬉
し
い
出
来
事
も
あ
り

ま
し
た
。

　

国
際
支
援
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
聞
く
と
、
多
く
の

方
は
事
務
局
で
の
作
業
や
国
内
イ
ベ
ン
ト
の
手
伝
い
を
連
想

す
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？　

も
ち
ろ
ん
、
国
内
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
と
っ
て
不
可
欠
な
存
在
で
あ
る
こ
と

は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
実
は
、
現
地
の
活
動

も
ま
た
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
支
え
ら
れ
て
お
り
、
彼
ら

の
参
加
な
く
し
て
は
成
り
立
た
な
い
も
の
な
の
で
す
。
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愛
知
県
岡
崎
市
に
あ
る
〈
む
つ
み
北
保
育
園
〉
に
は
総
額
約
１
０
０
万
円
を
助
成
。
同
園
は
助
成
金
で
平
太
鼓
・
長
銅

太
鼓
や
バ
チ
、
台
座
な
ど
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
た
和
太
鼓
を
購
入
し
た
。

む
つ
み
北
保
育
園

【
助
成
施
設
訪
問
】

　

愛
知
県
岡
崎
市
に
あ
る
〈
む
つ
み
北
保
育
園
〉
は
、
岡
崎
市
が
設
置
す
る
35
の
公
立
保
育
所
の
一
つ
と
し

て
、
70
年
の
歴
史
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
岡
崎
市
の
保
育
所
を
民
営
化
す
る
政
策
に
伴
い
、
２
０
２
３
年
４

月
に
社
会
福
祉
法
人
む
つ
み
会
が
設
置
す
る
認
可
保
育
所
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。

　

保
育
所
の
民
営
化
は
全
国
的
に
は
進
ん
で
い
る
。
岡
崎
市
で
は
、
む
つ
み
北
保
育
園
が
最
初
に
民
営
化
さ

れ
、
現
在
は
市
と
法
人
の
職
員
が
合
同
で
保
育
を
行
っ
て
お
り
、
３
年
間
で
完
全
に
民
営
へ
移
行
す
る
予
定

と
な
っ
て
い
る
。
公
立
保
育
所
が
何
事
も
市
議
会
な
ど
を
通
し
て
決
め
て
い
く
の
に
比
べ
て
、
民
間
運
営
の

保
育
所
は
独
自
性
を
持
っ
た
活
動
を
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
行
え
る
た
め
、
運
営
す
る
法
人
の
理
念
が
反
映

し
や
す
い
。

　

岡
崎
市
の
東
部
は
山
間
地
で
子
ど
も
の
数
が
減
っ
て
き
て
い
る
が
、
同
園
が
あ
る
南
部
で
は
子
ど
も
の
数

が
増
え
て
い
る
。
同
園
に
は
、
園
が
あ
る
六
ツ
美
地
域
以
外
の
福
岡
や
若
松
、
中
島
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
地

域
か
ら
多
く
の
子
ど
も
が
通
っ
て
い
る
。
な
か
に
は
、外
国
籍
の
子
ど
も
や
障
が
い
を
持
つ
子
ど
も
も
い
る
。

そ
う
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
特
性
を
持
つ
子
ど
も
た
ち
の
絆
を
深
め
る
た
め
、
保
育
に
和
太
鼓
を
取
り
入
れ
、
み

ん
な
で
一
つ
の
こ
と
に
取
り
組
み
た
い
と
、
今
回
の
助
成
へ
応
募
し
た
。

「
私
が
昔
、
働
い
て
い
た
幼
稚
園
で
和
太
鼓
を
購
入
し
た
と
き
、
子
ど
も
か
ら
〈
先
生
の
叩
く
太
鼓
大
好

右
か
ら
、
岡
崎
市
こ
ど
も
部
保
育
課
の

河
合
章
好
係
長
、
む
つ
み
北
保
育
園
の

酒
井
昌
子
園
長
。
助
成
金
で
購
入
し
た

太
鼓
を
手
に
。

【
む
つ
み
北
保
育
園
】

愛
知
県
岡
崎
市
。
社
会
福
祉
法
人
む
つ

み
会
が
設
置
す
る
認
可
保
育
所
。
０
〜

５
歳
の
１
７
１
人
が
通
う
（
２
０
２
４

年
９
月
現
在
）。
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太鼓に触れ合う乳児　子どもたちが、いつでも
太鼓に触れ合えるように、太鼓はホールに出し
てある。バチの持てない乳児たちでも、手でポ
ンポン叩いて音を楽しむことができる。

き
！
〉
っ
て
褒
め
ら
れ
て
、
す
ご
く
嬉
し
か
っ
た
ん
で
す
。
子
ど
も
た
ち
に
も
同
じ
喜
び
を
味
わ
っ
て
ほ
し

く
て
和
太
鼓
を
選
び
ま
し
た
。
そ
し
て
、
私
た
ち
の
園
に
は
外
国
籍
の
子
、
障
が
い
を
抱
え
て
い
る
子
も
い

ま
す
。
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
に
、
演
奏
す
る
楽
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
い
、
日
本
の
伝
統
文
化
を
伝
え
て
い

け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
同
園
の
酒
井
昌
子
園
長
。

　

和
太
鼓
を
使
う
に
は
、
正
し
い
姿
勢
や
バ
チ
の
握
り
方
な
ど
、
学
ば
な
け
れ
ば
い
け
な
い
基
本
が
あ
る
。

同
園
で
は
、
保
育
士
と
の
練
習
に
加
え
、
体
験
を
通
し
て
自
ら
学
ん
で
い
け
る
よ
う
に
、
子
ど
も
た
ち
が
い

つ
で
も
和
太
鼓
と
触
れ
合
え
る
環
境
に
し
て
い
る
。

「
初
め
の
う
ち
は
、
バ
チ
を
持
つ
力
が
弱
く
、
叩
く
と
バ
チ
が
飛
ん
で
い
く
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
い
ま

で
は
腹
筋
、
背
筋
を
使
っ
て
正
し
い
姿
勢
を
保
ち
、
し
っ
か
り
バ
チ
を
握
っ
て
叩
け
る
よ
う
に
な
り
、
い
い

音
を
鳴
ら
し
て
い
ま
す
。
小
さ
な
乳
児
た
ち
は
、
手
で
太
鼓
を
叩
い
て
音
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
し
、
障
が
い

が
あ
る
子
ど
も
も
〈
あ
・
る
・
こ
・
う
〉
の
よ
う
に
言
葉
に
合
わ
せ
て
、
生
き
生
き
と
演
奏
し
て
い
ま
す
。

　

和
太
鼓
は
、
手
や
脚
だ
け
で
な
く
全
身
を
使
っ
て
叩
く
。
だ
か
ら
子
ど
も
の
身
体
づ
く
り
に
役
立
つ
。
酒

井
園
長
は
、
身
体
だ
け
で
な
く
、
心
も
成
長
す
る
の
が
和
太
鼓
の
魅
力
だ
と
話
す
。

「
太
鼓
の
音
は
子
ど
も
の
心
を
和
ま
せ
、自
然
と
笑
顔
が
溢
れ
ま
す
。
子
ど
も
の
感
性
や
心
を
育
て
る
に
は
、

本
物
の
太
鼓
の
音
を
聞
か
せ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
今
回
の
助
成
で
、
本
格
的
な
和
太
鼓
を
購
入
で
き
て
本

当
に
良
か
っ
た
で
す
」

　

同
園
を
訪
れ
た
日
、
５
歳
児
た
ち
が
和
太
鼓
を
披
露
し
て
く
れ
た
。
高
知
の
〈
よ
さ
こ
い
〉
を
踊
る
た
め

に
２
０
０
６
年
に
作
ら
れ
た
曲
〈
よ
い
と
こ
さ
岡
崎
〉
に
合
わ
せ
て
演
奏
す
る
子
ど
も
た
ち
の
顔
は
、
と
て

も
自
信
に
満
ち
溢
れ
て
い
た
。
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ま
た
同
園
で
は
、
地
域
の
高
齢
者
を
招
い
て
、
地
域
交
流
も
行
っ
て
い
る
。

「
２
月
に
３
日
間
に
わ
た
っ
て
世
代
間
交
流
会
を
行
い
、
近
隣
に
あ
る
地
域
福
祉
セ

ン
タ
ー
な
ど
か
ら
、
毎
日
高
齢
者
が
た
く
さ
ん
き
て
く
れ
ま
し
た
。
も
と
も
と
音
楽

教
師
を
さ
れ
て
い
て
、
い
ま
は
認
知
症
を
患
っ
て
い
る
お
ば
あ
さ
ん
は
、
子
ど
も
た

ち
の
演
奏
に
合
わ
せ
て
指
揮
を
し
、
昔
の
記
憶
を
思
い
出
し
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

他
に
も
、
子
ど
も
の
演
奏
に
感
動
し
て
涙
を
流
す
お
じ
い
さ
ん
も
い
て
、
子
ど
も
た

ち
に
と
っ
て
も
、誰
か
に
聞
い
て
も
ら
え
る
の
は
、大
き
な
喜
び
に
な
っ
た
よ
う
で
す
」

　

さ
ら
に
同
園
で
は
、
近
隣
の
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
や
中
学
校
に
通
う
子
ど
も
た
ち

と
交
流
す
る
機
会
も
あ
り
、
そ
の
活
動
は
多
岐
に
わ
た
る
。

「
私
は
〈
来
る
も
の
拒
ま
ず
〉
と
い
う
ポ
リ
シ
ー
で
や
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、

こ
の
太
鼓
を
使
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
を
継
続
し
て
い
き
た
い
で
す
。
高
齢
者
や

中
学
生
、
障
が
い
を
持
つ
子
ど
も
、
そ
う
し
た
地
域
に
暮
ら
す
人
た
ち
を
つ
な
ぐ
役

割
を
私
た
ち
の
園
が
担
っ
て
い
け
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
」
と
酒
井
園
長
。

　

岡
崎
市
こ
ど
も
部
保
育
課
の
河
合
章
好
係
長
は
、「
和
太
鼓
を
活
用
し
て
、
中
高
生

の
う
ち
か
ら
、
小
さ
な
お
子
さ
ん
と
関
わ
る
機
会
や
保
育
士
の
仕
事
に
接
点
を
持
っ

て
も
ら
え
る
こ
と
は
、
と
て
も
素
晴
ら
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
保
育
士
不
足
が

問
題
と
な
る
な
か
、
む
つ
み
北
保
育
園
の
活
動
に
よ
っ
て
、
ひ
と
り
で
も
多
く
の
若

者
に
保
育
士
の
仕
事
の
魅
力
が
伝
わ
れ
ば
、
岡
崎
市
の
未
来
は
明
る
い
と
思
い
ま
す
」

と
語
っ
た
。（
文　

佐
藤
修
久
／
地
人
館
）

和太鼓を演奏する５歳児　「ドーン！　ドーン！」と力強い音がホールに響く。
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戦
後
日
本
の
教
員
採
用
─
─
試
験
は
な
ぜ
始
ま
り
普
及
し
た
の
か

著＝前田麦穂
A5 判・上製・192 頁
定価 4180 円（税込）
晃洋書房

［目次より］
はじめに／序章　問題設定：

「教員採用試験」のはじまり
を描く／第 1 章　試験はい
らない？：法解釈の変遷／
第 2 章　推薦から試験へ：
東京都／他

　

教
員
採
用
は
、
法
制
度
上
で
は
「
競
争
試
験
」（
志
願
者
間

の
相
対
的
判
定
）
で
は
な
く
「
選
考
」（
志
願
者
個
人
が
一
定

の
基
準
に
適
合
し
て
い
る
か
を
判
定
）
に
よ
り
行
わ
れ
る
と

定
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
運
用
実
態
は
、
試
験
成
績
の
相

対
的
判
定
に
基
づ
く
合
否
決
定
と
い
う
「
選
考
試
験
」
に
よ

る
量
的
統
制
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
法
規
定
と
運

用
実
態
の
ず
れ
は
な
ぜ
生
じ
て
き
た
の
か
。
戦
後
日
本
に
お

け
る
教
員
採
用
制
度
の
形
成
過
程
に
つ
い
て
、
選
考
試
験
導

入
の
先
行
自
治
体
（
東
京
都
・
富
山
県
）
と
後
続
自
治
体
（
鹿

児
島
県
・
兵
庫
県
・
島
根
県
・
青
森
県
）
を
事
例
に
し
た
実

証
研
究
を
も
と
に
解
明
を
試
み
る
。（
Ｈ
Ｐ
「
内
容
説
明
」
よ
り
）

著＝澁谷智子
新書判・並製・144 頁
定価 836 円（税込）
筑摩書房

［目次より］
第１章　「ケアする人」のケ
アへの注目／第２章　実態調
査から見えてくること／他

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
っ
て
な
ん
だ
ろ
う

　

子
ど
も
が
ケ
ア
を
担
う
こ
と
の
背
景
に
は
何
が
あ
る
の
か
、

な
ぜ
今
に
な
っ
て
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
か
、
自
治
体
や
国
の
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
実
態
調
査
か

ら
何
が
わ
か
る
の
か
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
は
ど
ん
な
体
験
を
し

て
い
る
の
か
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
相
談
に
の
れ
る
の
は
ど
ん

な
人
で
、
そ
れ
が
ど
ん
な
サ
ポ
ー
ト
に
つ
な
が
る
の
か
。
本
書

は
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
状
況
や
そ
の
支
援
の
取
り
組
み
を
知

る
た
め
の
一
冊
。
著
者
は
「
子
ど
も
時
間
を
自
分
の
た
め
に
使

え
る
よ
う
に
。
そ
れ
が
可
能
に
な
る
環
境
を
作
っ
て
い
く
た
め

に
は
何
が
必
要
な
の
か
。
そ
れ
を
考
え
続
け
て
い
く
こ
と
で
、

少
し
ず
つ
社
会
は
変
わ
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
」
と
語
る
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編＝宿利正史、軸丸真二
A5 版・並製・258 頁
定価 3960 円（税込）
東京大学出版

［目次より］
改訂版の刊行にあたって／
はじめに／第 1 章　地域
公共交通の再構築／第 2 章　
公共交通の再生からデザイ
ンする「地域づくり」／他

地
域
公
共
交
通
政
策
論 

第
２
版

　

我
が
国
の
地
域
公
共
交
通
は
、CO

V
ID

-19

の
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
を
経
て
、
極
め
て
厳
し
い
状
況
に
陥
っ
て
お
り
、
さ
ら
に

こ
れ
に
追
撃
を
か
け
る
よ
う
に
人
口
減
少
と
高
齢
化
が
進
行

す
る
事
態
に
あ
り
、
全
国
の
あ
ら
ゆ
る
地
域
に
お
い
て
、
一

刻
も
早
い
効
果
的
な
対
策
の
実
行
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ

し
て
、
そ
の
た
め
に
は
、「
交
通
政
策
と
交
通
産
業
の
抜
本
的

な
革
新
が
急
務
」
で
あ
る
。

　

本
書
が
、
学
生
や
研
究
者
は
も
ち
ろ
ん
、
国
・
地
方
自
治

体
の
当
局
者
、
交
通
事
業
者
そ
の
他
の
関
係
事
業
者
、
そ
し

て
地
域
の
住
民
を
は
じ
め
地
域
公
共
交
通
に
関
わ
る
多
く
の

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
皆
様
に
と
っ
て
、
今
後
の
主
体
的
な

連
携
と
協
働
の
取
り
組
み
の
一
助
と
な
れ
ば
、
編
者
と
し
て

幸
甚
で
あ
る
。

（「「
地
域
公
共
交
通
政
策
論
」
改
訂
版
の
刊
行
に
あ
た
っ
て
」
よ
り
）

デ
ー
タ
で
み
る
県
勢
２
０
２
５

『
デ
ー
タ
で
み
る
県
勢
』
は
、
地
方
の
社
会
・
経
済
の
様
子

を
明
解
に
表
し
た
『
日
本
国
勢
図
会
』
の
地
域
統
計
版
で
す
。

第
１
部
「
府
県
の
す
が
た
」
で
は
、
各
都
道
府
県
の
概
要
を
、

主
要
デ
ー
タ
や
人
口
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
、
レ
ー
ダ
ー
チ
ャ
ー
ト
で

示
す
と
と
も
に
、主
な
生
産
物
な
ど
も
掲
載
し
ま
し
た
。
ま
た
、

地
域
の
気
に
な
る
事
項
に
関
す
る
解
説
ペ
ー
ジ
を
加
え
て
い

ま
す
。
第
２
部
「
府
県
別
統
計
」
は
、
国
土
・
人
口
、
労
働
、

産
業
、
金
融
・
財
政
、
社
会
・
文
化
な
ど
８
つ
の
章
か
ら
な

り
、
各
都
道
府
県
を
多
様
な
統
計
で
比
較
し
て
い
ま
す
。
第

３
部
「
市
町
村
統
計
」
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
指
標
に
つ
い
て

の
市
町
村
ラ
ン
キ
ン
グ
を
紹
介
す
る
ほ
か
、
全
市
町
村
の
主

要
統
計
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
さ
ら
に
、
読
者
の
方
を
対

象
に
、
第
３
部
の
全
市
区
町
村
の
デ
ー
タ
一
覧
で
き
る
エ
ク

セ
ル
フ
ァ
イ
ル
を
矢
野
恒
太
記
念
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
て
提

供
し
て
い
ま
す
。
本
書
は
電
子
書
籍
で
も
発
行
し
て
い
ま
す
。

発行＝矢野恒太記念会
A5 判・並製・512 頁
定価 3300 円（税込）
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編
集
委
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石
井
ク
ン
ツ
昌
子　
　

お
茶
の
水
女
子
大
学
理
事
・
副
学
長

　

猪
熊　

律
子　
　
　
　

読
売
新
聞
東
京
本
社
編
集
委
員

　

岩
﨑
え
り
奈　
　
　
　

上
智
大
学
教
授

　

甲
斐　

一
郎　
　
　
　

東
京
大
学
名
誉
教
授

　

北
奥　

郁
代　
　
　
　

第
一
生
命
財
団
常
務
理
事

　

後
藤　

春
彦　
　
　
　

早
稲
田
大
学
副
総
長
・
教
授

　

生
源
寺
眞
一　
　
　
　

東
京
大
学
・
福
島
大
学
名
誉
教
授

　

中
村　

高
康　
　
　
　

東
京
大
学
教
授

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

No.173
… 

教
員
養
成
と
地
域

２
０
２
４
年
11
月
15
日
発
行
（
年
２
回
発
行
）

頒
価
＝
５
０
０
円

編
集
・
発
行
＝
一
般
財
団
法
人　

第
一
生
命
財
団

　
　
　

〒
１
０
２

−

０
０
９
３　

 

東
京
都
千
代
田
区
平
河
町
１

−

２

−

10

　
　
　

電
話
０
３

−

３
２
３
９

−

２
３
１
２

制
作
＝
地
人
館
（
大
角　

修
・
佐
藤
修
久
）

印
刷
・
製
本
＝
モ
リ
モ
ト
印
刷
株
式
会
社

【
編
集
後
記
】

▼ 

文
部
科
学
省
は
２
０
２
４
年
に
地
域
教
員
希
望
枠
を
導
入

す
る
教
員
養
成
系
大
学
・
学
部
を
公
募
し
ま
し
た
。
そ
れ

は
「
地
域
が
求
め
る
質
の
高
い
教
師
を
継
続
的
・
安
定
的

に
養
成
し
、
確
保
す
る
シ
ス
テ
ム
」
と
あ
り
ま
す
。
今
号

の
座
談
会
で
は
、
地
域
枠
に
取
り
組
ん
で
い
る
大
学
、「
地

域
枠
」
の
研
究
者
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、
教
員
養
成
の

現
状
と
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

▼ 

特
集
関
連
の
寄
稿
で
も
地
域
と
教
育
に
つ
い
て
取
り
上
げ

ま
し
た
。
ご
参
考
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
誌
へ
の
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
下
さ
い

　�

ご
意
見
、
ご
感
想
等
を
８
０
０
字
前
後
に
ま
と
め
、
当
財

団
へ
ご
郵
送
い
た
だ
く
か
、d1-foundation@

dream
.ocn.

ne.jp 

に
お
送
り
下
さ
い
。

　
 「

読
者
の
声
」
欄
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
方
に
は
、
粗

品
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。 
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第135号	 介護保険と介護予防　　　　　（05.5）
第136号	 わかりあえるコミュニティ　	（05.11）
第137号	 墓とコミュニティ　　　　　　（06.5）
第138号	 祭りとコミュニティ　　　　	（06.11）
第139号	 団塊世代とコミュニティ　　　（07.5）
第140号	 ミュージアムと地域社会　　	（07.11）
第141号	 景観とコミュニティ　　　　　（08.5）
第142号	 日本の医療と地域の力　　　	（08.11）
第143号	 日本の親子の現在地　　　　　（09.5）
第144号	 地域メディアはコミュニティに何をも
　　　　　たらすのか　　　　　　　　		（09.11）
第145号	 水辺の環境文化とコミュニティ（10.5）
第146号	 多文化共生を考える　　　　　（11.5）
第147号	 東日本大震災〜農漁村の復興・再生・
　　　　　再構築〜　　　　　　　　　		（11.11）
第148号	 若者が見た東日本大震災　　　（12.5）
第149号	 災害に備える・コミュニティで備える

（12.11）
第150号	 出産と育児を支えるコミュニティ

（13.5）
第151号	 地域で担う在宅ケア　　　　	（13.11）
第152号	 新しいコミュニティをつくる地域の文
　　　　　化力　　　　　　　　　　　　（14.5）
第153号	 人口減少社会とコミュニティ（14.11）

第154号	 スポーツとコミュニティ　　　（15.5）
第155号	 農産物直売所の新しい動き　	（15.11）
第156号	 世代間交流　　　　　　　　　（16.5）
第157号	 地域の中の保育園　　　　　	（16.11）
第158号	 地域の中の男女協働　　　　　（17.5）
第159号	 当事者主体の地域福祉　　　	（17.11）
第160号	 地域の中のムスリム　　　　　（18.5）
第161号	 土地の歴史とまちづくり　　	（18.11）
第162号	 「平成」から「令和」へ─コミュニティ
　　　　　はどう変わるか　　　　　　　（19.5）
第163号	 日本の〈農〉を考える─農業と地域社
　　　　　会　　　　　　　　　　　　	（19.11）
第164号	 LGBTQ ＋の現在　　　　　　		（20.5）
第165号	 地域医療・看護・介護の現在と将来

（20.11）
第166号	 水と地域の暮らし　　　　　　（21.5）
第167号	 新型コロナを経た暮らしとコミュニティ

（21.11）
第168号	 多様な人が共存する社会と家族のあり
　　　　　かた　　　　　　　　　　　　（22.5）
第169号	 農と食と地域を育てる　　　	（22.11）
第170号	 日本の在宅医療の現在と将来　（23.5）
第171号	 ジェンダード・イノベーションとコ
　　　　　ミュニティ　　　　　　　　	（23.11）
第172号★	日本で暮らす外国人と地域社会（24.5）



第1号	 コミュニティのありかた　　　（64.5）
第2号	 新しい農村生活　　　　　　　（64.9）
第3号	 地域社会と婦人　　　　　　	（64.11）
第4号	 都市生活とコミュニティ　　　（65.2）
第5号★	 家庭のしつけとコミュニティ　（65.6）
第6号★	 老人問題とコミュニティ　　　（65.9）
第7号	 コミュニティと青少年　　　	（65.12）
第8号	 日本人のつきあい　　　　　　（66.3）
第9号★	 家族と親族　　　　　　　　　（66.8）
第10号	 健全な子どもの育成　　　　	（66.12）
第11号★	 今日の教育を考える　　　　　（67.3）
第12号★	 レクリエーションとスポーツ　（67.4）
第13号	 健康なまち　　　　　　　　　（67.7）
第14号	 交通安全とコミュニティ　　　（68.1）
第15号	 日本人のことばと話し方　　　（68.3）
第16号	 テレビと家庭生活　　　　　　（68.5）
第17号	 家庭婦人の学習　　　　　　	（68.10）
第18号	 公共の場におけるマナー　　　（69.2）
第19号	 精神衛生　　　　　　　　　　（69.3）
第20号	 ヨーロッパを考える　　　　　（69.3）
第21号	 公衆衛生　　　　　　　　　　（70.2）
第22号	 千代田地区保健活動10年の総括

（70.3）
第23号	 創造的農業者　　　　　　　　（70.5）
第24号	 団地生活を考える　　　　　　（70.8）
第25号	 食生活を考える　　　　　　	（70.10）
第26号	 日本人の暮しと住まい　　　　（71.1）
第27号	 地方都市とコミュニティ　　　（71.4）
第28号	 わがコミュニティ　　　　　	（71.10）
第29号	 家族はこれからどうなるか　	（71.12）
第30号	 自然と人間　　　　　　　　　（72.3）
第31号	 子どもの遊び場　　　　　　　（72.5）
第32号	 コミュニティと広場　　　　　（72.7）
第33号	 乗物と人間　　　　　　　　　（72.8）
第34号	 ことわざとコミュニティ　　	（72.10）
第35号	 主婦の生活時間　　　　　　　（73.1）
第36号	 おやじの座を語る　　　　　　（73.7）
第37号	 社会と健康　　　　　　　　　（74.1）
第38号	 災害とコミュニティ　　　　　（74.5）
第39号	 日本の青年　　　　　　　　　（74.6）
第40号★	 コミュニティ─10年　　　　　（75.1）
第41号	 民話とコミュニティ　　　　　（75.2）
第42号	 余暇とコミュニティ　　　　　（75.4）
第43号	 CATV とコミュニティ　　　		（75.10）
第44号	 ゴミを語る　　　　　　　　　（76.3）
第45号	 社会福祉の国際比較　　　　　（76.6）
第46号	 親族問題の諸相　　　　　　	（76.10）
第47号	 わがまち─その財政　　　　　（77.1）
第48号	 保健・福祉とコミュニティ・オーガニ
　　　　　ゼイション　　　　　　　　　（77.3）
第49号★	 企業とコミュニティ　　　　　（77.9）
第50号	 人間の居住環境とコミュニティ

（77.11）
第51号	 身のまわりの安全　　　　　　（78.3）
第52号	 山村女性の生活変動　　　　　（78.5）

第53号	 近所づきあいのコツ　　　　	（78.10）
第54号	 手づくりの地域文化　　　　　（79.3）
第55号	 各国家族の新しい動き　　　　（79.3）
第56号	 コミュニティと土地利用　　	（79.10）
第57号	 川とコミュニティ　　　　　　（80.1）
第58号	 日本の高校生・アメリカの高校生

（80.3）
第59号	 まちづくりの実験　　　　　　（80.9）
第60号	 主婦と職業　　　　　　　　　（81.2）
第61号★	 コミュニティ・センターの評価（81.3）
第62号	 食料問題と農業のゆくえ　　	（81.10）
第63号	 コミュニティと生涯教育　　　（82.1）
第64号	 コミュニティと生活道路　　　（82.3）
第65号	 新しい地域保健をめざして　　	（82.10）
第66号	 夫の役割・妻の役割　　　　　（83.2）
第67号	 健康と食生活　　　　　　　	（83.10）
第68号	 子どもと教育　　　　　　　	（83.11）
第69号	 ことばと社会　　　　　　　　（84.3）
第70号	 商店街　　　　　　　　　　　（84.3）
第71号	 ある漁村社会の移りかわり　　（84.6）
第72号	 集合住宅　　　　　　　　　	（84.11）
第73号	 住みよい暮らし　　　　　　　（85.3）
第74号	 住区と施設　　　　　　　　　（85.8）
第75号	 昔の主婦と今の主婦　　　　	（85.11）
第76号	 東アジアの家族問題　　　　　（86.2）
第77号	 少年非行　　　　　　　　　　（86.7）
第78号	 東アジアの地域社会　　　　	（86.10）
第79号★	 町内会　　　　　　　　　　　（87.2）
第80号	 日米コミュニケーション考　			（88.2）
第81号	 三つ子の魂百まで　　　　　　（88.3）
第82号★	 ササニシキの村に生きて　　　（88.4）
第83号	 むらづくり　　　　　　　　　（88.7）
第84号	 都市化と寿命　　　　　　　	（88.11）
第85号	 国際化と日本語　　　　　　　（89.2）
第86号	 企業と地域社会　　　　　　　（89.5）
第87号	 都市とお墓　　　　　　　　　（89.8）
第88号	 退職者の暮らし　　　　　　	（89.11）
第89号	 科学と暮らし─21世紀への展望

（90.2）
第90号	 ディズニーランドのまち　　　（90.5）
第91号★	 お年寄りの人間関係　　　　　（90.8）
第92号	 地方紙の時代　　　　　　　	（90.11）
第93号	 お年寄りの使いやすい品物　　（91.2）
第94号	 日・中・韓の家族とコミュニティ（91.5）
第95号	 公共トイレを考える　　　　　（91.8）
第96号	 市民農園　　　　　　　　　	（91.11）
第97号	 現代結婚考　　　　　　　　　（92.2）
第98号	 青年会議所　　　　　　　　　（92.5）
第99号	 小学生　　　　　　　　　　　（92.8）
第100号★	日本のコミュニティ　　　　	（92.11）
第101号	 人にやさしいまちづくり　　　（93.2）
第102号	 生涯楽集　　　　　　　　　　（93.5）
第103号	 花と暮らし　　　　　　　　　（93.8）
第104号	 外国人　　　　　　　　　　	（93.11）
第105号	 超高層住宅の暮らし　　　　　（94.2）

バックナンバー ★印は在庫切れ （発行年月）



　湯沢雍彦（お茶の水女子大学名誉教授）

　（23）「地域を基盤とした高齢者保健医療福
祉サービスの統合のあり方に関する研究」
（2008.4）
　代表：米林喜男（新潟医療福祉大学副学長）

　（24）「高流動性社会を背景とした農村への
人口流入と新たな『場所性』の構築プロセ
スに関する研究」（2009.9）
　代表：後藤春彦（早稲田大学）

　（25）「日韓比較からみる青少年の社会化環
境」（2011.6）
　代表：渡辺秀樹（慶應義塾大学）

　（26）「地域の特性を生かした子育て支援
と保育のあり方の研究─ある地方都市の家
庭・地域環境を事例として─」（2011.7）
　代表：牧野カツコ（お茶の水女子大学）

　（27）「長寿社会の地域力と健康─高齢者と
介護者の健康に着目して─」（2012.5）
　代表：甲斐一郎（東京大学大学院）

　（28）「農村コミュニティ変貌と資源管理・
協同組織─」（2013.11）
　代表：生源寺眞一（名古屋大学大学院）

　（29）「法律婚をこえた共同性とケアの実践
─事実婚と同棲の事例からみる家族の現在
─」（2014.5）
　代表：松木洋人（東京福祉大学）

　（30）「保育・教育方針からみた保育施設の
空間・環境の計画に関する研究」（2015.11）
　代表：定行まり子（日本女子大学）

　（31）「男性の育児参加を促進する要因─育
児休業取得者へのヒアリングから見えてく
ること─」（2016.5）
　代表：石井クンツ昌子（お茶の水女子大学
大学院）

　（32）「在宅家族介護者を支える地域介
護支援ネットワーク醸成に関する研究」
（2017.12）
　	代表：涌井智子（東京都健康長寿医療セン

ター研究所）

　（33）「子育ち・子育ての地域援助システム
の研究─ジェネラティビティに関するイン
タビュー調査から─」（2018.4）

　代表：加藤邦子（川口短期大学）

　（34）「北アフリカにおける福祉とコミュニ
ティ─チュニジアを中心に─」（2020.1）

　代表：岩﨑えり奈（上智大学）

　（35）「『はざま』を『あいだ』に組み換える—
想像力と配慮による当事者形成のプロセス
を考える—」（2021.6）牧野篤（東京大学）

	
　（36）「就学前施設の整備プロセスにおける
課題について」（2021.10）

　代表：小池孝子（東京家政学院大学）

　（37）「園における戸外・地域活用の実態と
意識に関する調査研究─コロナ前後の変化
に注目して─」（2022.5）

　代表：宮田まり子（白梅学園大学）

　（38）「高校入学者選抜システムの地域間比
較：その教育的・社会的影響の多様な在り
方に関する社会学的研究」（2023.6）

　代表：中村高康（東京大学）

　（39）「戸外保育での『持続可能性』に向け
た実践に関する調査研究」（2024.6）

　代表：辻谷真知子（お茶の水女子大学）

＊市販はいたしておりませんので、ご希望の
方は当財団へ直接お申し込みください（送
料実費）。

		



「調査研究報告書」　頒価 2,000 円
　（1）「浦安市舞浜地域開発の影響調査」
（1989.6）
　浦安地域環境研究会（代表：米林喜男）

★（2）「都市化と寿命に関する研究─東京都
と大阪府の比較を中心に─」（1989）
　保健医療社会学研究会（代表：園田恭一）

★（3）「高齢者居住施設の改善方策に関する
検討」（1992.8）
　林千代（淑徳短期大学）

★（4）「高齢者が快適に暮らせる社会施設の
条件の調査研究」（1992.11）
　商品科学研究所（代表：三枝佐枝子）

　（5）「日本人口の高齢化とその要因の変化
─国勢調査結果を中心として─」（1994.5）
　山口喜一（東京家政学院大学）

★（6）育児書内容の国際比較分析─日米英仏
中五ヶ国の育児観─（1994.6）
　代表：加藤恭子（上智大学）

★（7）「首都圏におけるマンションライフ─
その快適な住まい方を探る─」（1995.10）
　商品科学研究所（代表：藤原房子）

　（8）「『日本におけるハビタット学会』の経
過と『国際都市理論の展開』」（1996.3）
　磯村英一（日本ハビタット学会会長）

　（9）「戦時女高師卒業者のライフコース─
教育と戦争の影響を中心に─」（1996.3）
　湯沢雍彦（お茶の水女子大学）他

　（10）「シニア男性のカジュアルウェアの
調査研究─若く活動的に過ごすために─」
（1996.9）
　商品科学研究所（代表：藤原房子）

　（11）「中山道上州路の庶民信仰と地域社会」
（1996.9）
　代表：谷沢明（愛知淑徳大学）

　（12）「生涯スポーツの選好に関する研究─
コミュニティと運動文化およびライフコー

スにおける運動選択に関する調査研究報告
書─」（1996.10）
　代表：伊藤滋（㈱プレジャー研究所代表取
締役）

　（13）「第 2 回ハビタット会議レポート
（1996年6月	イスタンブール）」（1996.11）
　磯村英一編（日本ハビタット学会会長）

　（14）「アメリカにおけるエイジングに
ともなう諸問題─第一部　意識調査─」
（1996.11）
　加藤恭子（上智大学コミュニティカレッジ
講師）

　（15）「アメリカにおけるエイジングにとも
なう諸問題─第二部　経済状態と健康度か
らみた住居選択の巾について─」（1997.5）
　加藤恭子（上智大学コミュニティカレッジ
講師）

★（16）「食卓の風景─食事マナーの国際比
較─」（1997.8）
　加藤恭子（上智大学コミュニティカレッジ
講師他）／比企寿美子（エッセイスト）

★（17）「地域社会におけるマナー意識とマ
ナー行動の研究」（1998.10）
　代表：牧野カツコ（お茶の水女子大学）

　（18）「養子・里親斡旋問題の再検討と改革
の提言」（1999.3）
　代表：湯沢雍彦（郡山女子大学）

　（19）「新潟県における大学＝地域交流─国
立と私立の比較分析─」（2000.7）
　代表：天野郁夫（国立学校財務センター）

　（20）「ボランティア活動と新しいコミュニ
ティ形成の日米比較」（2000.12）
　代表：園田恭一（東洋大学）

　（21）「補助金とコミュニティ」（2002.3）
　加藤秀俊（国際交流基金日本語国際センター
所長）

　（22）「家族のゆくえ─むかし・いま・これ
から─」（2008.3）

■ 出版物のご案内 ★印は在庫切れ
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義
塾
大
学
名
誉
教
授

【
監
事
】

　
佐
藤　

滋　
　
　
　

早
稲
田
大
学
名
誉
教
授

　

若
山　

吉
史　
　
　

第
一
生
命
保
険
株
式
会
社
常
任
監
査
役

【
評
議
員
】

　

秋
田
喜
代
美　
　
　

学
習
院
大
学
教
授

　

石
井
ク
ン
ツ
昌
子　

お
茶
の
水
女
子
大
学
理
事
・
副
学
長

　

稲
垣　

精
二　
　
　

第
一
生
命
保
険
株
式
会
社
取
締
役
会
長

　

小
笠
原
清
基　
　
　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
小
笠
原
流
・
小
笠
原
教
場
理
事
長

　

金
子
伸
一
郎　
　
　

第
一
生
命
保
険
株
式
会
社
執
行
役
員

　

生
源
寺
眞
一　
　
　

東
京
大
学
・
福
島
大
学
名
誉
教
授

　

竹
内　

章
二　
　
　

第
一
生
命
保
険
株
式
会
社
取
締
役
常
務
執
行
役
員

　

服
部
万
里
子　
　
　

服
部
メ
デ
ィ
カ
ル
研
究
所
所
長

　

松
本　

守
雄　
　
　

慶
應
義
塾
大
学
病
院
病
院
長

　

松
本　

康　
　
　
　

大
妻
女
子
大
学
教
授

　

横
張　

真　
　
　
　

東
京
大
学
総
括
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
機
構
特
任
教
授

【
顧
問
】

　

天
野　

郁
夫　
　
　

東
京
大
学
名
誉
教
授

　

井
手　

久
登　
　
　

東
京
大
学
名
誉
教
授

　

荏
開
津
典
生　
　
　

東
京
大
学
名
誉
教
授

　

加
藤　

恭
子　
　
　

仏
文
学
者

　

戸
沼　

幸
市　
　
　

早
稲
田
大
学
名
誉
教
授


